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第
一
節

位
置
・

面
積

北
緯
三
五
度
二
八
分
四
一
秒
、
東
経
一
三
八
度
四
二
分
三
五
秒
に
村
の
中
心
を
も
つ
鳴
沢
村
は
、
山
梨
県
の
南
部
で
静
岡
県
と
の
境
に

位
置
す
る
。

村
の
西
側
は
、
御
坂
山
地
内
の
王
岳
か
ら
富
士
山
内
の
片
蓋
山
と
を
結
ぶ
線
に
そ
っ
て
、
上
九
一
色
村
と
接
し
、
北
側
は
足
和
田
山
と

紅
葉
台
と
を
結
ぶ
線
に
よ
っ
て
足
和
田
村
に
接
し
て
い
る
。

ま
た
、
村
の
東
側
は
、
富
士
山
山
頂
と
河
口
湖
の
西
端
を
結
ぶ
線
に
そ
っ
て
勝
山
村
、
河
口
湖
町
お
よ
び
富
士
吉
田
市
と
接
し
、
南
側

は
大
沢
く
ず
れ
が
静
岡
県
の
富
士
宮
市
と
の
境
界
と
な
っ
て
お
り
、
実
に
一
県
一
市
一
町
三
村
の
多
く
と
隣
接
し
、
行
政
区
画
上
ま
こ
と

に
重
要
な
位
置
を
し
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

村
域
の
形
状
は
、
ほ
ぼ
長
方
形
で
、
東
西
は
約
六
・
五
は
と
短
く
、
南
北
に
約
一
四
は
と
長
く
、
そ
の
総
面
積
は
八
九
・
三
九
平
方

キ
ロ
み
で
あ
る
。

次
に
、
自
然
地
理
区
か
ら
本
村
を
み
る
と
、
鳴
沢
村
は
富
士
山
頂
か
ら
足
和
田
山
に
至
る
富
士
山
北
面
の
大
部
分
を
占
め
て
い
る
。
す

な
わ
ち
、
本
村
は
富
士
山
頂
地
区
と
、

広
大
な
富
士
北
麓
地
区
と
が
主
体
を
な
し
、
そ
れ
に
極
少
の
足
和
田
山‒

紅
葉 萬
台
の
山
地
地
区
と
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第1図 鳴沢村位置図

- 22-

が
存
在
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
こ
れ
ら
の
地
区

神
奈

ミ
県

は
い
ず
れ
も
す
ぐ
れ
た
自
然
環
境
を
持
っ
た
地

S
&

S

5

5

野
原

町
区
で
あ
る
か
ら

将
来
へ
の
期
待
が
大
き
い
。

*

こ
の
よ
う
な
自
然
位
置
に
あ
る
本
村
は
、

幾

多
の
歴
史
的
沿
革
を
へ
て
現
在
に
い
た
っ
て
い

一
波

三
:

大
月

市

都
留

市
る
。

古
く
は
天
正
十

九
年
(
一
五
九
二
)
の
検

地
帳

(
戸
口
調

査)
で

は
、

成
沢
十
八
戸
、
大

富
士
吉
田

田
和
八
戸
の

記
録
が
あ
り
、
明
治
四
年
(
一
八

.

2
♥

七
一
)
に
甲
府
県
が
山
梨
県
と
な
っ
た
際
、
本

L
ear

n
ing

鳴
沢

村
は
八
代
郡
に
編
入
さ
れ
、
つ
い
で
明
治
十
一

I
J
o

年
十
二
月
、
郡
制
施
行
に
よ
り
本
村
は
南
都
留

豊
富
村

須
玉

B
E

L

m
l
'

郡
に
編
入
さ
れ
、
二
十
二
年
に
は
町
村
制
施
行

1
58
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H
R

若
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w
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韓
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野
村

大
門

w
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に
よ
り
、
大
嵐
村
と

合
併
、

役
場
を
大
田
和
に

S

大
泉

:

身
延
T町

お
い
た
。
そ
の
十
年
後
の
明
治
三
十
二

年
五
月

小
淵
沢
町

十
六
日
に
分
村
し
、
鳴
沢
村
が
つ
く
ら
れ
、
役

早
川

1
1
1 町

場
も
鳴
沢
に
移
し
た
。
さ
ら
に
昭
和
二
年
三
月

m
o
n

o
d

i n
g

p
o

t
e
n

s
i
o
n

S

H

o
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e

e

一
日

に
、

上
九
一
色
村
大
字
本
栖
字
丸

の
山

!

.

山
静 H
U

X

岡

E

県

林
二
十
四
町
歩
を
本
村
字
富
士
山
に
編
入
し
、
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第1表 小字名と字別面積表

面 積(歩) 字 面 積(歩) 字 面 積(歩)

小 鳴沢 148,327 西 前 原 44,504 大 坂 317,514
水 上 112,524 小 暮 30,117 絶 頭 506,703
水木草里 47,409 前 原 133,105 西絕 頭 568,204
山 道 65,605 長 塚 63,415 猿 口 244,702
地 蔵前 37,927 札 本 109,621 蛇 休 場 34,608
並 木 119,123 犬の子草里 119,200 魔 王 11,317
西臼田和 389,607 地 窪 27,629 タッ ズイ 145,019
東臼田和 78,103 大 鹿 窪 181,606 日 陰 林 56,809
境野道上 57,713 小 坂 144,126 水神堀内 125,800
道 下 47,815 上 大 持 197,523 五 六 場 1,084,000
堀之内 61,726 ズミノキ 347,914 大分今野 216,000
飯 塚 89,421 炭 焼 塚 134,508 段 和山 87,704
境野丸崎 38,812 穴 山 167,523 富士山 76,705,416
砂 細 76,519 西 原 84,611 ジラ今野 846,604
萩之 窪 86,909 西原道下 21,807 猿 額 5,215
境 野 79,216 的 場 7,029 神 座 150,000
大 木 原 158,512 大 砂 209,804 鹿 108,310
大棟の木 181,927 下人窪 141,501 片 蓋山 298,620
藤和 田 70,404 小大持 128,521 野 尻 750,000
家上川原 45,707 大 持 186,001 長 尾 平 269,810
宮 前 27,619 野 老 窪 159,907 大 岩 24,714
清 水 116,027 窪 139,207 物 見処 162,400
的 場 17,417 東平次原 146,215 焼 間 593,202
宮前道下 14,013 平次 原 467,904 屋 坪 216,620
山 神土 14,205 釜の 口 369,904 前丸 尾 122,914
桑 原 4,928 上釜の口 261,503
7 ゲ 12,401 西釜の口 241,407

合 計 9012町4反9畝
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よく整備された国道139号線
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こ
こ
に
今
日
の
鳴
沢
村
が
誕
生
し
た
。
そ
し
て
現
在
の
鳴
沢
村
は
表
示
し
た
よ
う
に
、

大
小
あ
わ
せ
て
七
十
九
の
小
字
か
ら

構
成
さ
れ
て

い
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
大
正
九
年
の
第
一
回
国
勢
調
査
に
よ
れ
ば
、
人
口
は
三
百
七
十
一
世
帯
の
一
千
八
百
七
十
六
人
で
あ
っ
た
が
、
昭
和
五
十
八
年

一月
一
日
の
調
査
で
は
六
百
三
十
五
世
帯
の
二
千
三
百
九
人
と
増
加
し
て
い
る
。
こ
れ
は
周
辺
の
市
町
村
が
概
し
て
過
疎
化
傾
向
に
あ
る

の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
本
村
の
世
帯
数
な
ら
び
に
人
口
が
順
調
に
伸
び
て
い
る
こ
と
は
、

富
士
山
と
い
う

豊
か
な
自
然
が
あ
り
、

加
え
て

交
通
の
便
も
良
く
、
首
都
圏
、
東
海
圏
に
も
そ
れ
ぞ
れ
約
一
時
間
と
近
く
な
っ
た
立
地
条
件
が
大
き
な
要
因
に
な
っ
て
い
る
と
み
ら
れ

る
。

す
な
わ
ち
、
中
央
自
動
車
道
、

東
富
士
五
湖
道
路
な
ど
の
幹
線
供
用
を
は
じ
め
、

本
村
内
の
道
路
網
は
、
国
道
六
・
三
崎 は
、

県
道
三
・
七
キ
ロ

ッ、
村
道
四
六
時
ッ
の
総

延
長
五
六

キ
ロ
、
が
整
備
さ
れ
た
た
め
、
工
場
誘
致
も
実
現
し
、
仕
事
の
場
を
増
加
さ

せ
、

村
内
に
定
着
し
て
活
力
あ
ふ
れ
る
村
の
創
造
が
可
能
に
な
っ
た
と
い

え
る
ほ

か
、
文
化
・
林
業
・
住
宅
・
農
業
・
観
光
等
の
生
活
面
に
お
い
て

も
、
さ
ら
に
発
展

し
て
ゆ
く
鳴
沢
村
に
な
る
も
の
と
期
待
が
大
き
い
。
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第2図 鳴沢村地形図
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第
二

節
地

形

概
説

鳴
沢
村
の
地
形
を
大
別
す
る
と
、

本
村
の
ほ
ぼ
北
縁
を
東
西
に
走
る
国
道
一
三
九
号
線
を
ほ
ぼ
境
に
し
て
二
区
分
す
る
こ
と

が
で

き

る

v

。国
道
一
三
九
号
線
の
北
側
に
は
、

御
坂
山
地
か
ら
分
岐
し
た
足
和
田
山
(
一
三
五
五
脳
)
と
紅
葉
台
(
一
一
六
四
・
七
緒
)
を
結
ぶ
山
地
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御 坂 山地

足 和 田紅 葉 台

天神山から御坂山系を展望する

天神山から富士山を展望する
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地
形
が
ほ
ぼ
東
西
に
走
り
、
南
側
に
は
富
士
火
山
の
広
大
な
山
麓
を
も
つ
秀
麗
な
円
錐
形
火
山
地
形
と

が
存
在
す
る
。

こ
の
両
者
の
地
形
は
全
く
異
な
る
形
態
を
示
す
と
と
も
に
、
形
成
過
程
も
異
な
り
、

前
者
は
今
か
ら
約
二
千
八
百
万
年
前
か
ら
一
千
万

年
前
こ
ろ
の
海
に
堆
積
し
て
出
来
た
海
成
層
で
あ
り
、
そ
の
後
の
造
山
運
動
の
結
果
と
し
て
山
塊
形
状
の
地
形
が
形
成
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
0
0 。こ
れ
に
対
し
、
富
士
山
は
三
、
七
七
六
が
と
い
う
日
本
最
高
の
高
さ
と
、
火
山
活
動
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
円
錐
形
の
典
型
的
な
清
秀
き

わ
ま
り
な
い
火
山
地
形
で
、

前
者
の
海

成
層
を
破
り
、
小
御
岳
火
山
・
古
富
士

火
山
の
上
に
、
約
一
万
年
前
、

新
富
士

火
山
活
動
が
開
始
し
、

そ
の
時
に
流
出

し
た
溶
岩
や
火
山
砂
礫
等
の
火
山
噴
出

物
が
、

小
御
岳
・
古
富
士
の
両
火
山
を

被
覆
し
て
現
在
の

成
層
火
山
地
形
を
形

成
し
た
も
の
で
あ
る
。

以
下
に
両
者
の
地
形
の
特
徴
な
ら
び

に
そ
の
変
遷
過
程
を

主
体
と
し
て

た
ど

っ
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

二
足
和
田
山‒ ‒

紅
葉
台
山
地
地
形

足
和
田
山
と
紅
葉
台
を
結
ぶ
山
塊
は
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御
坂
山
地
か
ら
分
岐
し
た
一
つ
の
小
支
脈
で
あ
る
。

主
脈
の
御
坂
山
地
は
、
そ
の
東
端
が
大
月
市
初
狩
町
に
あ
っ
て
、
西
方
に
向

か
っ
て
順
次
高
度
を
高
め
、

鶴
ヶ
島
屋
山
(
一
、
三
七
四
財
)、

御
坂
山
(
一、

五

九
五
梵
)
、

黒
岳
(
一
、
七
九
三
塔
)、

節
刀
ヶ
岳
(
一
、

七
三
六
材

)、
十
二

ヶ
岳

府

甲-

(
一
、
六
八
四
�

)、
鬼
ヶ
岳
(
一、

七
二
〇

)、
王
岳
(

一、
六
二
三

)、
釈
迦

濱

祭
督

ヶ
岳
(
一
、
二
七
一
筋
)
に
と
至
り
、
こ
れ
よ
り
幾
分
高
度
を
減
じ
つ
つ
、
三

方

分
山
(
一、

四
三
二
が

)、
烏
帽
子
山
(
一、

二
五
七

堵
)、

雨
ヶ
岳
(
一
、
七
七
二

:
1
9

材
)
を
経
て
、
方
向
を
南
南
西
に
転
じ
て
天
子
山
地
に
と
連
な
っ
て
お
り
、
こ

1

鳴
沢
村

れ
が
御
坂
山
地
の
主
軸
山
系
で
あ
る
。

こ
の
主
軸
山
地
の
う
ち
、
節
刀
ヶ
岳
か
ら
鬼
ヶ
岳
、

王
岳
に
至
る
間
の
南
斜

面
と
、

節
刀
ヶ
岳
か
ら
分
岐
し
て
十
二
ヶ
岳
、

毛
無
山
(
一
五
〇
〇
・
一
緒
)
、

之
f
i
n

上五
九
一
色
村

淵
坂
峠
を
経
て
天
神
峠
に
至
る
支
脈
の
南
壁
と

が
、

河
口
湖
・
西
湖
、

お
よ
び

精
進
湖
を
結
ぶ
地
溝
状
の
凹
地
帯
の
北
斜
面
を
形
成
し
て
い
る
。
さ
ら
に
こ
の

凹
地
帯
の
南
側
に
地
塁
状
の
凸
地
帯
が
、

足
和
田
山
ま
た
は
五
湖
台
と
紅
葉

八

代

を
結
ぶ
山
塊
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

本
山
塊
は
御
坂
山
地
か
ら
分
岐
し
た
小
支
脈

3
1
6

三

地

市
川
大

で
あ
る
と
い
え
る
の
で
、
以
下
に
御
坂
山
系
の
様
相
に
つ
い
て
記
述
し
て
み

D34

る
。御

坂
山
系
は
主
脈
な
ら
び
に
支
脈
と
も
に
地
形
輪
廻
で
い
う
壮
年
期
の

様
相
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A L BIN

御坂支脈

断層山地、または地塁山地とみられる御坂山系

地 地

野
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参考図1 地塁と地溝の模式図
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を
示
し
て
お
り
、
一
般
的
に
地
形
は
地
層
の
走

向、
特
に
断
層
に
著
し
く
支
配
さ
れ
て
い
る
。

概
説
す
る
と
、
御
坂
山
系
に
発
達
す
る
断

層
系
の
走
向
は
、
東
北
東
な
い
し
西
南
西
に
延
び
る
も
の
と
、
北
北
西
な
い
し
南
南
東
方
向
に
延
び
る
も
の
と
が
多
く
、
後
者
の
断
層
系

が
前
者
の
断
層
系
を
胴
切
っ
て
い
る
こ
と
が
多
く
、
さ
ら
に
前
者
の
断
層
系
走
向
と
現
主
脈
及
び
支
脈
の
延
長
方
向
と
が
ほ
ぼ
一
致
し
て

い
る
と
い

え
る
。

こ
れ
か
ら
み
て
、
御
坂
山
系
は
造
山
運
動
に
よ
っ
て
(
ア
ル
プ
ス
造
山
運
動
期)

形
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
造
山
運
動
に
関
係
の
あ
る

断
層
の
う
ち
、

特
に
垂
直
的
運
動
が
強
く
お
こ
な
わ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

す
な
わ
ち
、
垂
直
的
運
動
を
伴
う
断
層
に
は
正
断
層
と
逆
断
層
と
が
あ
る
が
、

前
者

は
お
も
に
張
力
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、

褶
曲
と
は
相
反
す
る
成
因
に
よ
る
も
の
と
解
さ

れ
、
後

者
は
、
お
も
に
圧
力
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
と
考
え
ら

地
E
n

. 0
0
0

れ
、
褶
曲
と
同
性
質
の
成
因
に
よ
る
場
合
が
多
い
と
解

0
0
0

さ
れ
る
。
と
す
れ
ば
、

本
山
系
に
は
「
藤
野
木‒ ‒

愛
川

地

構
造
線
」
を
始
め
、
こ
れ
に
並
列
す
る
数
多
く
の
逆
断

層
が
存
在
す
る
し
、
さ
ら
に
そ
れ
ら
を
ほ
ぼ
直
角
に
切

.
0
0

る
正
断
層
も
存
在
す
る
。

0
0
0

0
地

こ
れ
ら
存
在
す
る
断
層
の
う
ち
、
本
村
内
で
断
層
が

直
接
地
形
に
現
れ
て
い
る
代
表
例
を
示
す
と
、
大
田
和

1
0
0

の
沢
の
ほ
ぼ
中
流
部
で
凝
灰
角
礫
岩
層
と
凝
灰
質
泥
岩
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層
と
の
接
点
に
、

走
向
が
北
七
五
度

東
、
傾
斜
が
五
六

度
北
の

断
層
が

存
在
す
る
。

本
断
層
は
走
向
断
層
で
あ
る
た
め
、
破
砕
帯
の
幅
の
規
模
は
極
め
て
小
さ
い
が
、
本
河
川
の
流
路
が
本
断
層
を
境
と
し
て
、

上
流
部
の

東
南
東
流
か
ら
下
流
部
が
南
東
流
と
急
変
す
る
こ
と
と
、
本
断
層
の
延
長
が
大
田
和
沢
の
西
の
沢
に
も
露
出
し
、
そ
こ
で
は
断
層
を
境
と

し
て
、
上
流
部
は
急
傾
斜
と
な
り
、

断
層
周
辺
部
は
い
ち
じ
る
し
く

緩
傾
斜
と
な
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
本
断
層
は
西
方
の
焼
間
ヶ
原
付
近
ま
で
連
続
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、

平
原
の
た
め
断
層
の
露
頭
を
観
察
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
。
し
か
し
、
足
和
田
山‒ ‒

紅
葉
台
山
塊
の
南
壁
斜
面
の
ほ
ぼ
中
腹
に
地
形
の
変
換
線
豚
が
あ
る
こ
と
と
、

そ
の
変
換
線
の
方
向
が
、

大
田
和
の
沢
で
観
察
さ
れ
る
断
層
の
走
向
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
こ
と
な
ど
か
ら
考
え
、
こ
の
変
換
線
は
御
坂
山
系
に
発
達
す
る
東
北
東
な
い

し
西
南
西
に
延
び
る
主
要
断
層
の
一
つ
で
あ
る
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

と
な
れ
ば
、

本
村
内
の
大
田
和 ‒―

焼
間
ヶ
原
断
層
を
は
じ
め
、

本
村
周
辺
の
御
坂
主
脈
内
に
存
在
す
る
鬼
ヶ
岳 ‒―

王
岳
断
層
、
西
湖
の

北
側
に
走
る
長
浜 ‒̶

根
場
東
端
断
層
な
ど
の
存
在
か
ら
、

本
山
系
は
、

造
山
運
動
(
ア
ル
プ
ス
造
山
運
動
期
)
の
結
果
、

現
地
形
の
最
後
を

決
定
づ
け
た
の
が
、
東
北
東
な
い
し
西
南
西
に
延
び
た
断
層
が
主
要
な
断
層
系
で
あ
り
、
そ
れ
に
沿
っ
て
鞍
部
ま
た
は
傾
斜
の
変
換
線
な

ど
が
形
成
さ
れ
た
と
い
え
る
。
こ
れ
を
極
言
す
る
と
、
本
山
系
は
東
北
東
～
西
南
西
走
向
の
断
層
に
よ
っ
て
断
た
れ
た
地
塊
と
み
る
こ
と

が
可
能
で
あ
り
、

断
層
山
地
ま
た
は
地
塊
山
地
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
二
つ
以
上
の
ほ
ぼ
並
行
し
た
断
層
に
よ
っ
て
で
き
た
凸
地
(
正
の
形
)
を
地
塁
と
呼
び
、
凹
地
(
負
の
形
)
は
地
溝
と
呼
ん
で

い
る
(
参
考
図
1
参
照
の
こ
と
)
が
、
こ
の
見
解
か
ら
す
る
と
足
和
田
山
か
ら
紅
葉
台
を
結
ぶ
山
塊
は
、
東
北
東
か
ら
西
南
西
に
細
長
く
延

び
た
地
塁
(
凸
地
)
山
地
の
要
素
を
も
ち
、

御
坂
山
地
の
地
塁
・
地
溝
地
形
の

最
南
端
地
城
に

あ
た
る
と
い
え
る
。

以
上
の
よ
う

に
、
本
村
の
山
塊
は
断
層
運
動
(
断
層
に
沿
う
両
側
地
盤
の
変
位
運
動
)
に
よ
っ
て
生
じ
た
地
形
を
呈
し
て
い
る
(
断
層
変
位
地

形
と
呼
ぶ
)
が
、
こ
の
断
層
変
位
地
形
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
態
が
み
ら
れ
る
。
し
か
し
実
際
に
観
察
さ
れ
る
地
形
の
形
状
は
、
い
く
つ
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グレードⅠ 地形面に顕著な落差が認めら
れる

航空写真によって,地形面のグレードⅡI
落差が認められる

地形面の落差は認められない
グレードⅢI が,リニアメントが認められ

る

第2表 リニアメント区分表
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か
の
地
形
の
性
債
が
複
合
し
て
い
た
り
、
そ
れ
に
浸
食
作
用
が
さ
ま
ざ
ま
な
程
度
に
重
な
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。

断
層
に
伴
う
変
位
地
形
を
も
れ
な
く
見
出
す
た
め
に
は
、

航
空
写
真
に
よ
る
地
形
の
判
読
が
重
要
な
一
つ
の
手
法
と

な
っ
て
い
る
。

航
空
写
真
を
用
い
た
調
査
で
は
、
限
ら
れ
た
地
点
に
散
存
す
る
地
層
や
断
層
の
露
頭
を
、
さ
ら
に
面
的
に
広
く
観
察
で
き
る
と
い
う
利

点
を
も
っ
て
い
る
。
こ
の
場
合
、
線
状
に
続
く
谷
地
形
や
崖
、
異
な
る
種
類
の
地
形
の
境
界
な
ど
の
地
形
的
に
つ
づ
く
線
状
概
様
を
「
リ

ニ
ア
メ
ン
ト
」
と
呼
ん
で
い
る
。

足
和
田
山
～
紅
葉
台
山
塊
の
航
空
写
真
を
み
る
と
、
本
村
の
地
質
図
に
示
し
た
よ
う
に
、
リ
ニ
ア
メ
ン
ト
が
存
在
す
る
が
、
こ
こ
で
は

リ
ニ
ア
メ
ン
ト
の
強
度
に
応
じ
て
、

第
2
表
の
よ
う
に
三
段
階
に
区
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
れ
に
よ
る
と
、
グ
レ
ー
ド
ー
に
属
す
る
も
の
に
は
、
東
北
東
～
西
南
西
系
と
北
北
西
～
南
南
東
方
向
に
延
び
る
も
の
と
が
あ
り
、
前

者
は
後
者
に
よ
っ
て
切
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
前
者
の
方
が
よ
り
古
い
時
代
に
活
動
し
た
変
位
地

形
で
あ
る
と
い
え
る
。
次
に
グ
レ
ー
ド
Ⅱ
に
属
す
る
も
の
に
は
、

北
北
東
～
南
南
西
系
が
あ
り
、
グ

レ
ー
ド
重Ⅲ
は
、
グ
レ
ー
ド
I
の
リ
ニ
ア
メ
ン
ト
に
左
右
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
く
、
グ
レ
ー
ド
し
p
r

e
s
s
e
m

e
dに

沿
っ
た
形
で
分
布
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
本
村
に
み
ら
れ
る
御
坂
山
系
の
地
形
は
、
グ
レ
ー

e
s
t

e
r
w

e
t

t
e
rド

rI
e
s
e
n

の
リ
ニ
ア
メ
ン
ト
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
変
位
地
形
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る

が
、
今
後
、
さ
ら
に
地
穀
変
動
の
力
学
的
解
釈
に
も
心
掛
け
、
近
い
う
ち
に
科
学
的
な
御
坂
山
系
の

る
成
因
論
を
公
表
し
た
い
と
考
え
て
い
る
こ
と
を
付
記
し
て
お
き
た
い
。

三
富
士
山
北
面
の
地
形

標
高
三
、
七
七
六
材
、
本
邦
最
高
の
富
士
山
は
、

世
界
的
に
有
名
な
円
錐
形
の
成
層
火
山
で
、

山

頂
に
は
直
径
約
五
〇
〇

が
、
深
さ
約
一
七
〇

脳
の
摺
鉢
形
の
噴
火
口
が
あ
り
、
頂
上
か
ら
五
合
目
あ
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た
り
ま
で
は
火
山
砂
礫
の
雄
大
で
急
傾
斜
の
ス
ロ
ー
プ
が
展
開
し
、
山
麓
部
は
緩
や
か
に
遠
く
裾
野
を
ひ
く
。
こ
の
山
頂
か
ら
山
麓
に
至

る
間
に
眺
め
ら
れ
る
大
景
観
こ
そ
、

富
士
山
の
名
勝
た
る
ゆ
え
ん
で
あ
り
、

本
村
の
ほ
と
ん
ど
は
、
こ
の
富
士
山
の
ほ
ぼ
北
面
の
西
側
に

位
置
し
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
富
士
山
を
東
西
・
南
北
線
で
四
分
割
し
て
み
る
と
、
本
村
は
北
側
の
西
半
分
の
大
部
分
を
占
め
、

頂
上
か
ら
山
麓
の
樹
海

ま
で
が
鳴
沢
村
に
属
す
る
と
こ
ろ
か
ら
か
、
本
村
に
は
「
字
富
士
山
」
と
い
う
字
名
が
あ
る
ほ
ど
で
、

鳴
沢
村
の
沿
革
は
富
士
山
の
噴
火

に
よ
る
地
形
変
遷
に
よ
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

こ
の
富
士
山
体
の
形
成
に
つ
い
て
は
、

地
質
の
項
で
記
述
す
る
が
、

そ
の
形
成
期
は
大
き
く
三

段
階
に
わ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

最
初

は
御
坂
山
地
に
連
続
す
る
御
坂
層
群
(
新
第
三
紀

層)
の
基
盤
岩
類
を
破
っ
て
小
御
岳
火
山
(
第
四
紀
更
新
世
後
期
)
が
噴
出
し
、

そ
の
上

に
古
富
士
火
山
(
更
新
世
後
末
期
)
、
さ
ら
に
新
富
士
火
山
(
現
世
)
が
乗
っ
て
現
在
の
山
体
が
形
成
し
た
と
み
て
よ
い
。

新
富
士
火
山
の
噴
出
物
は
主
と
し
て
玄
武
岩
の
溶
岩
で
、

火
山
の
発
達
を
溶
岩
の
噴
出
順
序
に
よ
っ
て
、
旧
期
、
中
期
・
新
期
の
三
溶

岩
流
に
分
類
で
き
る
が
、
こ
の
う
ち
、
旧
期
溶
岩
流
は
、

鳴
沢
― ‒
大
田
和
‒
河
口
湖
畔
の
南
側
に
広
く
分
布
し
て
い
る
溶
岩
で
あ
る
。

中
期
溶
岩
流
は
富
士
山
中
腹
以
上
の
山
体
の
大
部
分
を
つ
く
り
、

放
射
谷
の
側
壁
に
層
状
に
な
っ
て
露
出
す
る
が
、

山
麓
部
で
は
一
部

開
折
さ
れ
た
地
形
を
呈
し
、
ま
た
被
覆
土
が
溶
岩
上
に
存
在
す
る
こ
と
も
あ
る
が
、

新
期
溶
岩
流
で
は
火
山
灰
や
風
化
土
を
ほ
と
ん
ど
か

ぶ
ら
な
い
溶
岩
流
で
あ
り
、
こ
の
溶
岩
流
を
一
般
に
「
丸
尾
」
と
呼
ん
で
お
り
青
木
ヶ
原
溶
岩
流
や
剣
丸
尾
溶
岩
流
な
ど
が
存
在
す
る
。

以
上
の
よ
う
に
富
士
山
は
活
火
山
と
し
て
古
く
か
ら
、
し
ば
し
ば
噴
火
を
く
り
か
え
し
た
が
、
そ
の
記
録
が
文
献
に
あ
ら
わ
れ
る
の

は
、
天
応
元
年

「
(
七
八
一) =

続
日
本
書
紀
=
」
が
最
初
の
よ
う
で
、
そ
の
後
延
暦
十
九
年
(
八
〇
〇
)
、
延
暦
二
十
一
年

「
(
八
〇
二
) !=

日
本
逸
史
=
」
、

貞
観
六
年
(
八
六
四
)
、

宝
永
四
年
(
一
七
〇

七)
と
続
く
が
、
本
村
に
関
係
の
あ
る
噴
火
の
記
録
は
平
安
時
代
の
延
暦

十
九
年
と
貞
観
六
年
の
大
噴
火
と
を
あ
げ
て
み
る
こ
と
が
で
き
る
。



第一章 地形と地質

2 3 0

寄生火山の1つ・天神山の調査風景
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こ
れ
ら
の
記
録
に
よ
る
と
、
延
暦
十
九
年
の
噴
火
は
大
規
模
で
あ
り
、

「
福
地
山
一
円
何
箇
所
と
な
く
噴
火
し
、

八
方
の
沢
々
に
熱
湯

押
し
出
し
、
宇
津
湖
は
二
湖
と
な
る… …

」
と
伝
え
て
い
る
。
当
時
は
新
富
士
山
が
成
長
す
る
過
程
で
流
出
し
た
溶
岩
に
よ
り
、
御
坂
山

地
と
の
間
の
裾
合
谷
を
閉
ざ
し
て
、
東
に
「
宇
津
湖

」、
西
に
「
刻
(
せ
)
の
湖
」
の
二
湖
を
形
成
さ
せ
、
そ
の
後
宇
津
湖
は
山
中
湖
と

3
忍
野
湖
に
な
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、

鳴
沢
村
勢
要
覧・ 8

に
よ
れ
ば
、
剣
の
湖
は
万
葉
集
に
も
詠
わ
れ
て
い
る
「
大
き
な
水
海

(み
ず
う
み
)
で
あ
り

」、
こ
の
水
海
か
ら
大
田
川
と
い
う
流
れ
が
、
今
の
大
田
和
集
落
か
ら
富
士
吉
田
市
上
吉
田
に
至
り
、

桂
川
に
合
流

し
北
上
し
て
い
た
と
い
わ
れ
、
水
海
か
ら
川
へ
の
落
ち
口
に
は
、

常
に
多
量
の
水
が
落
ち
、
百

雷
と
ど
ろ
く
よ
う
な
音
が
し
て

い
た
た



青木ヶ原丸尾溶岩流

鳴沢氷永穴入口

鳴沢氷穴入口の状況

溶岩洞穴内部に存在する溶岩樹型例
一‒鳴沢氷穴一
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め
、
「
鳴
沢
」
ま
た
は
「
成
沢
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
と
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
宇
津
湖
を
二
分
し
た
噴
火
は
、
剣
の
湖
か
ら
本
栖
湖
を
独
立
さ
せ
、
記
録
に
は
「
西
剣
の
大
湖
半
分
と
な
り… …

.
.
.、
ま
た
西

田
原
に
二
里
に
一
里
の
水
海
で
る
な
り… …

.
.」

と
あ
り
、
大
田
川
も
溶
岩
の
た
め
閉
じ
ら
れ
、
二

里
に
一
里
の
河
口
湖
が
形
成
し
た
と
し

て
い
る
が
、

そ
の
当
時
の
溶
岩
流
が
ど
の
程
度
の
分
布
を
示
し
て
い
る
か
等
に
つ
い
て
は
、
い
ま
だ
不
明
瞭
な
と
こ
ろ
が
多
い
。

こ
れ
に
対
し
、
平
安
時
代
の
貞
観
六
年
七
月
十
七
日
の
大
噴
火
は
、
記
録
も
明
確
で
あ
り
、
流
出
後
千
百
余
年
し
か
経
過
し
て
い
な
い

た
め
、
流
出
時
の
表
面
の
原
形
は
ほ
ぼ
保
た
れ
て
い
る
と
み
て
よ
く
、
こ
の
大
噴
火
が
本
村
の
現
地
形
を
決
定
づ
け
た
も
の
と
い
っ
て
よ
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い
。貞
観
六
年
の
噴
火
の
噴
出
源
は
、

精
進
口
登
山
道
一
合
目
の
長
尾
山

(
一
四
二
四
・
一
緒
)
で
、

古
い
寄
生
火
山
で
あ
る
向
山
・
弓
射

塚
・
天
神
山
・
大
室
山
等
を
島
の
よ
う
に
囲
み
、

御
坂
山
地
の
麓
に
達
し
、

青
木
ヶ
原
丸
尾
溶
岩
流
を
形
成
さ
せ
た
。
こ
の
溶
岩
流
は
、

富
士
山
の
北
西
山
麓
に
、
面
積
約
二
五
平
方
キ *
お
に
わ
た
っ
て
流
出
し
た
の
で
、

広
さ
と
い
い
量
と
い
い
屈
指
の
も
の
で
あ
り
、
そ
の
な

か
に
は
氷
穴
・
風
穴
・
御
穴
等
の
名
で
呼
ば
れ
て
い
る
溶
岩
洞
穴
や
、

溶
岩
樹
型
が
数
多
く
存
在
す
る
。

現
在
ま
で
に
富
士
山
麓
内
で
発
見
さ
れ
た
溶
岩
洞
穴
数
は
大
小
合
わ
せ
る
と
約
六
十
個
と
多
い
が
、
こ
の
う
ち
の
約
半
数
が
富
士
北
麓

の
山
梨
県
側
に
位
置
し
て
お
り
、
さ
ら
に
わ
が
国
の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
る
溶
岩
洞
穴
十
四
穴
の
う
ち
、
八
穴
が
青
木
ヶ
原
丸

尾
溶
岩
流
内
に
存
在
す
る
の
で
あ
る
。

こ
の
八
穴
の
う
ち
、
本
村
に
は
鳴
沢
氷
穴
・
大
室
洞
穴
・
神
座
風
穴
付
蒲
鉾
穴
及
び
眼
鏡
穴
の
三

穴
が
存
在
す
る
が
、

そ
れ
ら
は
溶
岩

や
火
山
ガ
ス
等
を
流
出
ま
た
は
噴
出
さ
せ
た
噴
気
孔
を
持
つ
な
ど
誠
に
興
味
深
い
貴
重
な
国
指
定
の
天
然
記
念
物
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の

特
徴
は
地
質
の
項
で
記
述
す
る
こ
と
に
す
る
。

ま
た
後
述
す
る
よ
う
に
、
流
動
性
の
大
き
い
溶
岩
が
森
林
地
を
流
れ
る
際
、

立
木
あ
る
い
は
倒
木
を
包
囲
し
て
固
結
す
る
が
、
そ
の
溶

岩
の
中
に
残
さ
れ
る
樹
幹
の
形
を
し
た
空
洞
を
溶
岩
樹
型
と
い
う

が
、

逆
に
樹
幹
の
中
に
溶
岩
が
侵
入
し
、

木
質
部
が
焼
失
す
る
に
従
っ

て
、

溶
岩
が
そ
の
部
分
を
充
填
し
、

樹
幹
の
形
を
残
し
て
固
結
し
て
い
る
溶
岩
も
溶
岩
樹
型
と
い
う
。

富
士
山
麓
に
は
こ
れ
ら
の
溶
岩
樹
型
は
比
較
的
多
い

が
、

特
に
鳴
沢
村
で
は
国
指
定
の
特
別
天
然
記
念
物
、

「
鳴
沢
溶
岩
樹
型
」
群
が

あ
り
、

規
模
が
大
き
く
、
各
種
の
溶
岩
樹
型
が
存
在
す
る
の
で
、

貴
重
で
あ
る
と
同
時
に
本
村
が
自
然
の
宝
庫
と
い
わ
れ
る
ゆ
え
ん
の
一

つ
で
あ
る
。

一
方
、

青
木
ヶ
原
丸
尾
溶
岩
流
に
よ
っ
て
刻
の
海
は
西
湖
と

精
進
湖
と
に
分
離
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
精
進
湖
と
西
湖
の
二
湖
の
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水
が
溶
岩
の
ど
こ
か
で
連
続
し
て
い
る
と
み
え
て
、
水
力
発
電
の
た
め
、
西
湖
の
水
を
河
口
湖
に
く
み
出
す
と
精
進
湖
の
水
面
が
降
下
す

る
が
、
こ
の
関
係
は
二
湖
の
成
因
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
し
、
ま
た
溶
岩
を
へ
だ
て
た
地
下
水
的
な
関
連
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
あ

る
。な
お
、
本
村
に
は
湖
が
存
在
し
な
い
が
、
富
士
五
湖
の
水
は
、
湖
の
底
か
ら
の
湧
水
と
、
富
士
山
か
ら
く
る
伏
流
水
と
が
主
な
供
給
源

で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
富
士
山
に
ふ
る
雨
量
に
よ
っ
て
水
量
は
変
動
す
る
。
ま
た
、
本
村
内
の
水
質
汚
染
が
五
湖
の
う
ち
、
と
く
に
西

湖
・
精
進
湖
・
河
口
湖
の
三
湖
の
水
質
に
影
響
を
与
え
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
、
開
発
に
あ
た
っ
て
は
排
水
の
浄
化
を
最
優
先
さ
せ
、

も
っ
て
世
界
に
誇
り
得
る
観
光
資
源
と
し
て
の
富
士
山
と
富
士
五
湖
全
体
の
価
値
と
を
継
続
さ
せ
る
よ
う
す
べ
て
の
人
が
努
力
す
る
必
要

の
あ
る
こ
と
を
特
に
付
記
し
て
お
き
た
い
。

第
三
節

地
質

一
概
説

鳴
沢
村
に
分
布
す
る
岩
石
類
を
地
質
年
代
に
し
た
が
っ
て
配
列
す
る
と
、
お
よ
そ
第
3
表
の
よ
う
に
な
る
。

こ
れ
を
見
る
と
、
本
村
は
御
坂
山
地
を
形
成
す
る
火
山
岩
類
お
よ
び
砕
屑
岩
類
を
主
と
す
る
=
中
新
世
の
地
層
系
統
=
と
、

富
士
山
の

火
山
噴
火
に
よ
る
=
富
士
火
山
岩
類
=
と
の
二
つ
に
大
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

し
か
も
こ
の
二
つ
の
関
係
は
、
前
者
の
系
統
に
属
す
る
地
層
群
上
を
後
者
の
系
統
の
溶
岩
や
火
山
砂
礫
が
被
覆
し
た
状
態
で
あ
り
、
い

わ
ば
前
者
は
本
村
の
地
質
構
成
の
骨
格
に
相
当
し
、

新
し
い
後
者
の
被
覆
層
は
こ

れ
に
肉
づ

け
す
る
も
の
で
、

現
在
を
理
解
す
る
の
に
直

接
重
要
な
意
味
を
も
つ
も
の
で
あ
る
。
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さ
て
、
前
者
の
系
統
の
岩
石
、
す
な
わ
ち
基
盤
岩
類
は
、
玄
武
岩
・
安
山
岩
・
石
英
安
山
岩
な
ど
の
火
山
岩
類
の
ほ
か
、
そ
れ
ら
の
火

山
角
礫
岩
ま
た
は
凝
灰
角
礫
岩
や
凝
灰
岩
な
ど
が
最
も
多
く
、
そ
れ
に
泥
岩
・
砂
岩
・
礫
岩
な
ど
の
砕
屑
岩
が
主
な
構
成
岩

類
で
あ
る

。

こ
の
よ
う
な
岩
類
は
、
参
考
図・ 2

に
示
し
た
よ
う
に
、
本
州
の
ほ
ぼ
中
央
部
を
ほ
ぼ
南
北
に
横
断
す
る
大
断
層
、
「
糸
魚
川
‒一
静
岡

構
造
線
」
の
東
側
に
細
長
く
延
び
て
分
布
し
、
地
質
学
的
に
「
中
央
地
溝
帯
」
ま
た
は
「
フ
ォ
ッ
サ
マ
グ
ナ
区
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
新

生
代
新
第
三
紀
中
新
世
に
海
底
で
激
し
い
火
山
活
動
が
あ
っ
て
、

そ
の
時
期
の
火
山
噴
出
物
の
溶
岩
や
火
山
砕
屑
岩
な
ら
び
に
泥
岩
等
の

砕
屑
岩
が
厚
く
堆
積
し
た
も
の
で
あ
る
。

本
村
は
南
部
フ
ォ
ッ
サ
マ
グ
ナ
の
ほ
ぼ
中
央
部
に
あ
た
り
、
こ
れ
ら
の
岩
類
を
一
括
し
て
「
御
坂
層
群
」
と
呼
ん
で
い
る
。
こ
の
御
坂

層
群
と
い
う
名
称
は
、
一
八
八
七
年
鈴
木
敏
博
士
の
二
十
万
分
の
一
、

富
士
図
幅
お
よ
び
同
説
明
書… …

:
*

*
*

*
*

地
質
調
査
所
発
行
が
最
初
で
あ

る
が
、
そ
れ
以
後
そ
の
単
位
、
包
括
範
囲
等
に
は
種
々
の
変
遷
が
あ
っ
た
。
こ
れ
は
御
坂
峠
か
ら
河
口
湖
に
か
け
て
の
地
層
が
、
御
坂
層

群
の
典
型
的
な
地
層
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
地
質
構
造
が
極
め
て
複
雑
で
あ
り
、
そ
の
上
岩
相
変
化
が
激
し
く
、
と
く
に
化
石

を
含
む
堆
積
岩
類
が
少
な
い
た
め
、
地
質
時
代
を
始
め
、
地
質
構
造
や
層
序
等
に
関
し
不
明
な
点
が
多
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
地
質
究
明
上
極
め
て
困
難
な
地
域
で
あ
る
か
ら
、
た
だ
単
に
小
地
域
の
調
査
や
岩
石
の
観
察
の
み
で
は
解
決
し
え
な
い
点

が
多
々
あ
る
の
で
、
筆
者
ら
は
特
に
広
い
視
野
に
立
っ
て
考
察
す
る
こ
と
と
、

従
来
あ
ま
り
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
微
化
石
(
主
と
し
て

原
生
動
物
の
有
孔
虫
)
の
発
見
と
、
X
線
解
析
や
化
学
的
検
討
を
加
味
し
な
が
ら
、
一
九
六
七
年
四
月
か
ら
三

年
間
に
わ
た
っ
て
山
梨
県
下

全
域
の
地
質
調
査
を
行
う
と
共
に
、

地
質
学
的
に
一
つ
の
共
通
し
た
層
序
を
確
立
し
、

横
の
連
絡
を
決
定
し
、
山
梨
県
全
体
を
共
通
し
た

地
質
時
代
に
も
と
づ
い
て
地
質
学
的
状
況
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。‒ ‒

一
九
七
〇
年
三
月
山
梨
県
発
行
の
十
万
分
の
一
地
質
図
な
ら
び

に
九説

月明
書 基
‒ ‒

そ
の
後
、
筆
者
は
東
北
大
学
の
植
田
良
夫
教
授
と
共
同
で
山
梨
県
内
の
玄
武
岩
や
安
山
岩
等
の
放
射
年
代
を
測
定
す
る
と
共
に
、
泥
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地 質時 代 層 序 岩 相 重要化石

Zones
by
BLOW

世 1969

N18
礫岩・砂岩(含化石)

曙 累 層 GlycymerisOsozawensis.
N17 士 Amussiopecteniittomiensis.Glycymerisrotunda.

Amussiopectensp. Glycymerisvestita.
Glycymerissp,

N16
T 測定値(放射年代:930万年)

N15 身延累層「 相又累層 泥岩・砂岩・礫岩(含化石)主手おとよしび
て
玄
安
武
山
岩
岩質
集
凝
塊
灰
岩
角礫楽岩

Globorotaliamenardi
Globigerinanepenthes

N14 下部累層 泥岩・砂岩・有律互層(含化石)
Globigerinanepenthes

主とし 石英 山N13 河口累層 および
て
礫岩

安
Dos
岩
in
質
ia
凝
k
灰
an
岩
eharai Chlamyssp.

N12 主として石英安山岩ないし凝灰岩NH 小沼累層 Globorotaliafohsi-
-
-
-
-
-

主として玄武岩質溶岩および
N10 高萩累層 火山角礫岩 Operculinacomplanatajaponica

測定値(放射年代:1060万年)
N9 西八代累層 主として安山岩質火砕岩OrbulinaUniversa

・放射年代1500万年二御

N8
坂 挑ノ木累層 主として泥岩(含化石)

MiogypsinaKotoiLepidocyclinajaponicaN 7

統 N6

T N5
主 玄武岩 の

----------
櫛形山累層 溶落岩と署しおてよび凝灰・角安晩山岩岩等

Lepidocyclina(Nephrolepidina)

N4
2300万年 →▶放射年代2300万年土

3410万年 測定値(放射年代:3410万年)
潮 N3
新

HE N 2

第4表 山梨県新第三系の層序表
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i
n

序

.

1:3
0

富
川

層
群

層
群

中
新
統

上
部

中
新
統

中
部

中
新

統
下

部

鮮
新

世
漸

新
世

中
新

世



資料名 大田和 産
化 学組成 石英安山 岩
SiO2 63.05%二酸化珪素)
A12O3 16.74%(酸化アルミニウム)
TiO2 0.97%

(酸化チタン)
Fe2O3+FeO 層6.69%(酸化第ⅡI鉄+酸化第Ⅰ鉄)
MnO 0.23%

(酸 化マンガン)
MgO 3.08%

(酸化 マグネシウム)
CaO

.86%
(酸化カルシウム) 3

Na,O 3.11%
(酸化ナトリウム)

K2O 1.34%
(酸化カリウム)
+H2O
(結晶水) 0.92%
-H2O 0.68%
(付着水分)
P205

(五酸化リン)

(硫黄)
Total 100.67(計)
分析者 西宮克彦他2名

分析年月日 1986.11.10

第5表 石英安山岩の化学分析表
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岩
、

砂
岩
中
な
ど
か
ら

産
出
す
る
微
化
石
を
再
検
討
し
、
一
九
七
六
年
十
月
、
日
本
地
質
学
会
発
行
の
地
質
学
論
集
第
一
三
号
に
、
「
山

梨
県
の
新
第
三

系
に
つ
い
て
」
=
特
に
グ
リ
ー
ン
タ
フ
変
動
地
帯
に
お
け
る
層
序
と
地
質
年
代
学
的
研
究
=
を
発
表
し
た
。

こ
れ
に
よ
る
と
、
御
坂
層
群
は
第
4
表
の
よ
う
に
、

最
下
位
の
櫛
形
山
累
層
か
ら
順
次
上
位
に
む
か
っ
て
、
桃
ノ
木
・
西
八
代
・
高
荻

・
小
沼
・
河
口
の
計
六
累
層
に
分
帯
さ
れ
る
が
、

本
村
で
は
最
上
位
の
河
口
累
層
と
、

そ
の
下
位
の
小
沼
累
層
の
み
が
分
布
す
る
こ
と
に

な
る
の
で
、
以
下
に
基
盤
岩
類
と
し
て
こ
れ
ら
二
累
層
の
特
徴
を
の
べ
て
み
る
。

な
お
、
こ
れ
ら
基
盤
岩
類
を
薄
く
被
覆
し
て
い
る
表
土
・
ロ
ー
ム
層
・
崖
錐
堆
積
層
等
に
つ
い
て

は
、
三
の
「
被
覆
土
」
で
一
括
し
て

検
討
す
る
こ
と
に
す
る
。

二
基
盤
岩
類

1
小
沼
累
層

小
沼
累
層
の
模
式
地
は
南
都
留
郡
西
桂
町

小
沼
で
あ
っ
て
、
層
厚
は
約
三
〇
〇
が
か
ら

一
、
〇
〇
〇

i
、

岩
相
は
主
に
石
英
安
山
岩

ま
た
は
同
質
砕
屑
岩
類
か
ら
な
り
、
時
に
は

泥
岩
や
砂
岩
層
な
ど
を
挟
在
し
て
い
る
こ
と

が
あ
る
。

本
村
に
お
け
る
本
累
層
は
、
足
和
田
山
～

紅
葉
台
山
塊
の
南
麓
部
に
ほ
ぼ
東
北
東
方
向

S
1
1
1
1
2

に
細
長
く
分
布
し
、
そ
の
層
厚
も
模
式
地
の
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小
沼
に
比
較
す
る
と
薄
く
、
二
〇
〇
所
前
後
で
あ
る
。

上
位
の
河
口
累
層
は
整
合
関
係
で
接
し
て
い
る
が
、
大
田
和
の
西
沢
で
は
ほ
ぼ
東
北
東
走
向
の
断
層
で
接
し
て
い
る
。
ま
た
下
位
の
高

萩
累
層
は
分
布
し
て
い
な
い
の
で
、
本
村
に
お
い
て
は
小
沼
累
層
が
御
坂
層
群
の
最
下
位
の
地
層
群
と
い
え
る
。

岩
相
は
石
英
安
山
岩
質
砕
屑
岩
類
と
泥
岩
を
主
と
す
る
砕
屑
岩
類
が
主
体
で
あ
り
、
こ
れ
に
普
通
輝
石
安
山
岩
な
い
し
石
英
安
山
岩
の

溶
岩
が
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
石
英
安
山
岩
は
淡
緑
色
を
示
す
こ
と
が
多
く
、
ま
た
、
石
英
粒
が
肉
眼
で
認
め
ら
れ
る
も
の
と
不
明

瞭
な
場
合
と
が
あ
っ
て
部
分
に
よ
っ
て
か
な
り
の
差
が
み
ら
れ
る
が
、

石
基
部
が
一
般
に
淡
緑
色
で
あ
り
、

か
つ
緻
密
で
あ
る
こ
と
と
、

斑
晶
の
発
達
が
著
し
く
な
い
こ
と
は
共
通
し
て
い
る
。

次
に
、
石
英
安
山
岩
の
化
学
組
成
値
は
第
5
表
の
通
り
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
み
る
と
、
デ
ー
リ
ー
教
授
(
一
九
五
五
)
に
よ
る
世
界
の

石
英
安
山
岩
の
平
均
化
学
組
成
値
と
は
か
な
り
異
な
っ
た
値
を
示
し
て
い
る
。
比
較
的
異
な
っ
た
値
を
示
す
元
素
名
を
列
記
す
る
と
、

カ

ル
シ
ウ
ム
・
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
・
鉄
・
ナ
ト
リ
ウ
ム
で
、
本
地
域
の
石
英
安
山
岩
の
方
が
、
デ
ー
リ
ー
教
授
の
平
均
値
よ
り
は
、
そ
れ
ら
元

素
の
酸
化
物
の
形
で

約
二
パ
ー
セ
ン
ト
ず
つ
多
い
と
い
う
特
徴
を
も
っ
て
い
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
カ
ル
シ
ウ
ム
は
二
次
的
に
生
成
し
た
方
解
石
が
多
い
と
必
然
的
に
富
む
も
の
で
あ
り
、
ま
た
本
地
域
の
本
岩
は
多

少
変
質
を
受
け
て
い
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
緑
泥
石
・
輝
石
・
沸
石
な
ど
の
鉱
物
が
多
く
な
っ
て
い
る
た
め
、
普
通
の
石
英
安
山
岩
の
化
学

組
成
値
よ
り
は
、
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
・
鉄
・
ナ
ト
リ
ウ
ム
な
ど
が
幾
分
富
ん
で
い
る
も
の
と
考
え
て
良
い
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
こ
の
性
質
は
御
坂
山
地
に
分
布
す
る
石
英
安
山
岩
の
分
析
値
と
も
よ
く
類
似
す
る
の
で
、
一
例
と
し
て
、
御
坂
山
地
の
ほ
ぼ
最

南
麓
部
に
露
出
す
る
本
村
の
石
英
安
山
岩
と
、
表
裏
の
位
置
関
係
に
あ
る
御
坂
山
地
の
ほ
ぼ
最
北
麓
部
の
中
道
町
右
左
口
峠
に
露
出
す
る

石
英
安
山
岩
の
分
析
結
果
表
を
付
記
し
て
お
き
た
い
。

一
方
、
泥
岩
は
一
般
に
暗
灰
色
か
ら
暗
黒
色
で
あ
り
、
石
英
安
山
岩
質
凝
灰
角
礫
岩
層
や
同
質
凝
灰
岩
層
の
な
か
に
薄
層
と
し
て
存
在



参 考 表
右左口産石英安山 岩の
化 学分析表
採集地|

右 左 口
化学組成
-H2O 0.64%

+H2O 0.77%

SiO2 62.51%
Al20g 17.07%
Fe2O3 3.93%
(含TiO2) 3

FeO 2.84%

MnO 0.29%

CaO 3.94%

MgO 3.21%

Na2O 3.01%

K2O 1.43%

P2O5

計 99.64%

分 析 者 西宮克彦他1名
分析年月日 1968.2.14

- 44-

す
る
。
石
英
安
山
岩
お
よ
び
同
質
凝
灰
角

礫
岩
等
の
火
砕
岩
類
は
層
理
に
乏
し
く
塊

状
で
あ
る
が
、

泥
岩
や
淡
灰
色
の
石
英
安

右
山
岩
質
凝
灰
岩
の
薄
層
を
介
在
す
る
と
こ

ろ
で
は
層
理
は
明
瞭
で
、

足
和
田
山
‒
紅

化
計

葉
台
山
地
の
南
麓
部
に
分
布
す
る
小
沼
累

層
の
泥
岩
層
お
よ
び
凝
灰
岩
層
の
一

般
走

向
は
北
六
五
度
東
で
あ
り
、

傾
斜
は
北
に
六
〇

度
前
後
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
、

足
和
田
山‒

紅
葉
台
山
地
の
北
麓
部
に
分
布
す
る
小
沼
累
層
内
の
泥
岩
層
や
凝
灰
岩
層
の
一
般
走
向
は
北
六
〇

度
東

で
、
傾
斜
は
南
に
五
〇
度
前
後
で
あ
り
、

小
沼
累
層
全
体
の
層
厚
は
北
麓
部
が
約
二

五
〇
餅
、

南
麓
部
が
約
二
〇
〇
単
で
あ
り
、

後
述
す

る
よ
う
に
本
幸 累
運 層
に は
足
和
田
山
‒
紅
葉
台
山
地
の
ほ
ぼ
稜
線
に
そ
っ
た
方
向
に
向
斜
軸
を
も
つ
向
斜
構
造
を
示
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。

次
に
、
露
出
す
る
泥
岩
は
未
風
化
の
場
合
は
比
較
的
堅
硬
で
、
森
式
の
圧
縮
強
度
測
定
器
に
よ
る
一
軸
圧
縮
強
度
は
、
〇
・
三
二
か
ら

〇
・
四
七
ト
ン
/
平
方
セ
ン
チ
を
示
す
が
、
永
ら
く
露
出
し
て
い
た
泥
岩
の
表
層
部
の
資
料
で
は
、
玉
ね
ぎ
状
風
化
や
、
径
が
一
か
ら
五

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
程
度
に
細
割
化
し
や
す
く
、
そ
の
種
の
一
軸
圧
縮
強
度
は
〇
・
〇
一
ト
ン
/
平
方
セ
ン
チ
以
下
か
、
崩
れ
を
徐
々
に
起

こ
し
て
測
定
不
能
か
、
と
き
に
は
ス
ト
レ
ー
キ
ン
グ
現
象
を
お
こ
す
こ
と
が
あ
る
ほ
ど
軟
弱
化
し
や
す
い
性
質
を
も
っ
て
い
る
。

ま
た
、
泥
岩
中
に
は
比
較
的
少
な
い
が
化
石
を
含
ん
で
お
り
、
大
田
和
集
落
の
南
西
約
〇
・
七
時
ッ
に
位
置
す
る
小
崩
壊
崖
の
泥
岩
中
か

ら
第
6
表
に
示
し
た
よ
う
な
底
棲
有
孔
虫
化
石
を
は
じ
め
、

浮
遊
性
有
孔
虫
化
石
を
発
見
し
た
。
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第6表 小沼累層から産出した有孔虫化石表
産 地
大 田和(鳴

種 名 沢のほぼ中
央部)
産出 個数

Buliminasp
Cibiiicidessp..
Cyclamminainsecta(STACHE)
CyclamminaJaponicaKaiensisFUKUTAandSHNOKI ・・・2
Dentalinasp.

棲 LagenaacuticostaREUSS
MartinotttiellacommunisD,ORBIGNY .

.

Martinottiellasp.・・
Nodosariainsecta(SCHWAGER) 1

虫 NodosariasubraphanaASANO
Nodosariasp.
OperculinaComplanatajaponicaHANZAWA
Operculinasp.
Pyrgosp.
Globigerinasp. 6
Globigerinoidessp ..8

indent.Globigerinacea ・・15
孔 |OrbulinaUniversaD,ORBIGNY
Orbulinasp.

他tSagaritischitanii …12
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こ
れ
ら
産
出
化
石
の
年
代
に
つ
い
て
考

地
鳴

察
し
て
み
る
と
、
上
九
一
色
村
の
小
沼
累

1
1
1

2
4
1

1
3

1
2
2
3

4
6

8
9
1

層
中
か
ら
産
出
し
た
種
類
と
大

差
が

な
産
大
沢
央
産

!
!

い
。
特
に
サ
イ
ク
ラ
ミ
ナ

ジ
ャ
ポ
ニ
カ
、

マ
ル
テ
ノ
テ
イ
ラ
ー

コ
ム
ニ
イ
ス
、

お

よ
び
オ

パ
キ
ュ
リ
ナ

コ
ン
プ
ラ
ナ
テ
ア

の
底
棲
有
孔
虫
化
石
と
、
オ
ル
ブ
リ
ナ

ユ
ニ
バ

ー
サ
ー
の

浮
遊
性
有
孔
虫
が
出
現

し
て
い
る
こ
と
と
、
本
累
層
の
西
方
延
長

上
に
あ
た
る
西
八
代
地
区
の
出
口
集
落
に

お
け
る
切
割
で
、
こ
れ
ら
の
有
孔
虫
化
石

と
と
も
に
、
グ
ロ
ボ
ロ
タ
リ
ア
フ
ォ
サ
イ

と
呼
ば
れ
る
地
質
年
代
を
決
定
す
る
こ
と

の
で
き
る
浮
逆 遊

性
有
孔
虫
化
石
を
筆
者
が

発
見
(『
山
梨
大
学
教
育
学
部
研
究
報
告
』・
第
二

十
号
に
報
告
)
し
て
い
る
こ
と
な
ど

か
ら

考
え
、
小
沼
累
層
の
地
質
時
代
は
中
期
中

底
棲

有
孔

虫
浮

遊
性
有
孔
虫申

w .
1

新
世
で
、 L oB

の
時
代
区
分
の 1N

か



紅葉台‒五湖台山系の 南側斜面
紅葉台より

紅葉台̶‒五湖台山系
鳴沢村役場より

石英安山 岩質砕 屑岩類
字・鳴沢北方150m付近にて
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2らN 1
I
に

属
し
、

今
か
ら
約
千
百
万
年
前
こ
ろ
の
比
較
的
浅
い

海
(
三
〇
〇
㎡
前
後
)
に
堆
積
し
た
地
層
で
あ
る
と
推
定
で
き
る
の
で
あ
る
。
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国道139号線沿いに露出する小沼累層露頭
紅葉台入口付近にて

泥岩露頭(一般走向北65°東、北60°傾斜)
紅葉台登山路にて

泥岩中に発達する玉ネギ状風化の状況
- 47-

2
河
口
累
層

御
坂
層
群
の
最
上
位
を
構
成
す
る
河
口
累
層
は
、

模
式
地
が
南
都
留
郡
河
口
湖
町
河
口
で
、

層
厚
は
約
八
〇
〇
メ
ー
ト
ル
と
厚
い
。

模
式
地
で
あ
る
河
口
湖
東
方
・
天
神
峠
付
近
に
分
布
す
る
本
累
層
は
上
下
2

部
層
か
ら
な
り
、
上
部
層
は
石
英
安
山
岩
質
凝
灰
岩
が
主

で
、
そ
れ
に
泥
岩
・
砂
岩
・
礫
岩
な
ど
を
挟
在
す
る
。
下
部
層
は
普
通
輝
石
安
山
岩
を
は
じ
め
玄
武
岩
質
凝
灰
岩
・
集
塊
岩
・
礫
岩
等
が

主
体
で
あ
る
。

本
累
層
の
一
般
走
向
は
北
六
十
五
度
東
で
あ
る
た
め
、
本
村
の
足
和
田
山
‒ ‒
紅
葉
台
に
と
連
続
し
、

下
位
の
小
沼
累
層
と
は
整
合
で
接



第7表 基盤岩類の物性表
試料番号 度

一～軸圧 縮強 比 重 吸 水 率 岩 石 名

1-1 0.209ton/cm 2.592 4.41% 泥 岩
1-2 0.357 " 2.607 4.26% 岩

1-3 0.321 〃 2.604 3.49% 凝 灰 岩

1-4 0.418 1 2.608 2.15% 砂 岩
1-5 0.623 / 2.675 1.96% 凝 灰角礫 岩

1-6 0.502 / 2.625 2,70 凝灰角礫 岩

1-7 一 2.436 29.37% 風化泥岩

備考:試料番号の位置は地質図を参照のこと
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---
し
て
い
る
が
、
河
口
湖
の
東
方
で
は
断
層
に
よ
っ
て
下
位
の
小
沼
累
層
と
接
し
て
い

岩
岩

岩
る

。足
和
田
山 ‒̶

紅
葉
台
山
地
に
露
出
す
る
本
累
層
は
、
河
口
湖
東
方
・
天
神
峠
付
近
に

分
布
す
る
上
下
2
部
層
と
ほ
ぼ
類
似
し
た
岩
相
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

下
部
層
の
岩
相
は
普
通
輝
石
安
山
岩
や
角
閃
石
安
山
岩
の
溶
岩
な
ら
び
に
火
砕
岩
と
礫

岩
・
玄
武
岩
質
凝
灰
岩
な
ど
が
主
で
あ
り
、
そ
れ
ら
地
層
の
一
般
走
向
は
北
六
五
度
東

で
、

北
西
に
約
四
五
度
の
傾
斜
を
示
す
こ
と
が
多
い
。

上
部
層
の
岩
相
は
石
英
安
山
岩
質
凝
灰
岩
・
礫
岩
・
砂
岩
・
泥
岩
・
凝
灰
角
礫
岩
な

.w
w

w

ど
が
主
で
あ
り
、
こ
れ
ら
地
層
の
走
向
は
東
北
東‒

西
南
西
で
、

傾
斜
は
北
西
に
ほ
ぼ

四
〇
度
と
や
や
緩
傾
斜
で
あ
る
が
、

足
和
田
山
‒～
紅
葉
台
山
地
の
山
稜
部
に
近
づ
く

と
、

南
東
方
向
に
約
四
五
度
と

傾
斜
が
変
化
す
る
。

こ
の
傾
斜
方
向
が
逆
に
な
る
理
由
は
、
足
和
田
山‒

紅
葉
台
山
地
の
ほ
ぼ
稜
線
に
沿

っ
た
方
向
に
向
斜
軸
が
存
在
す
る
た
め
で
、

地
形
は
凸
部
を
形
成
し
て
い
る
が
、

地
質

は
凹
状
の
構
造
、
い
わ
ゆ
る

向
斜
構
造
に
な
っ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。

次
に
、
こ
れ
ら
岩
類
の
物
理
的
性
質
を
試
験
し
て
み
る
と
、

第
7
表
に
示
し
た
ご
と
く
、
一
般
に
堅
硬
な
た
め
、
一
軸
圧
縮
強
度
は
大

で
あ
り
、

比
重
も
大
差
な
く
、
吸
水
率
も
比
較
的
小
で
あ
る
が
、
凝
灰
角
礫
岩
層
内
に
は
し
ば
し
ば
節
理
が
発
達
し
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。

足
和
田
山
と
紅
葉
台
と
を
結
ぶ
山
稜
の
ほ
ぼ
中
央
部
か
ら
、
鳴
沢
集
落
に
向
か
っ
て
南
麓
斜
面
を
約
二
〇
〇
ぶ
く
だ
っ
て
来
た
地
点
に

存
在
す
る
石
英
安
山
岩
質
凝
灰
角
礫
岩
内
に
は
北
二
五
度
西
の
走
向
で
、
六
〇
度
西
の
傾
斜
を
も
つ
平
行
節
理
が
発
達
し
、
そ
の
節
理
面
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泥岩と砂岩の互層
紅葉台登山路中腹

凝灰角礫岩内の節理の状況
足和田一紅葉台山稜のほぼ中央の南斜面
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に
沿
っ
た
小
崩
壊
が
み
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
節
理
の
目
の
開
き
具
合
を
観
察
す
る
と
、
浅
部
に
お
け
る
流
れ
目
の
開
き
は
比

較
的
広
く
、
深

部
で
は
狭
い
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
た
。

こ
の
深
さ
に
よ
る
節
理
の
目
の
開
き
の
相
違
は
、
マ
ス
ウ
ェ
ス
デ
ン
グ
の
影
響
が
主
要
因
で
あ
り
、
流
れ
目
節
理
と
地
層
の
走
向
と
が

交
差
し
、
ロ
ッ
ク
エ
レ
メ
ン
ト
は
平
行
六
面
体
が
多
く
、

流
れ
目
節
理
に
沿
っ
て
ほ
ば
平
行
六
面
体
の

硬
質
石
英
安
山
岩
質
凝
灰
角
礫
岩

岩
塊
の
破
壊
崩
落
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
こ
の
破
壊
面
の
形
状
は
表
層
部
は
円
弧
状
に
、
安
山
岩
質
凝
灰
角
礫
岩
層
岩
盤
部
で
は
流
れ
目

節
理
と
角
礫
岩
走
向
と
で
画
さ
れ
た
小
階
段
状
を
な
し
て
お
り
、
マ
ク
ロ
的
に
は
岩
体
が
法
裾
部
を
通
る
平
面
的
な
斜
面
を
滑
動
し
た
よ

う
に
見

え
る
の
で

あ
る
。

一
方
、
泥
岩
は
一
般
に
暗
灰
色
で
、

未
風
化

の
場
合
は
比
較
的
堅
硬
で
あ
り
、

吸
水
率
も
少

な
い
が
、
永
ら
く
露
出
し
て
い
る
泥
岩
の
表
層

部
の
資
料
で

は
、

玉
ね
ぎ
状
風
化
や
径
が
二
秒

が
程
度
に
細
割
化
し
や
す
く
、
吸
水
率
も
約
三

〇
%
前
後
と
高
く
、
と
き
に
は
ス
レ
ー
キ
ン
グ

現
象
が
み
ら

れ
る
ほ
ど
軟
弱
化
し
や
す
い
性
質

が
あ
る
。

ま
た
、
泥
岩
中
に
は
比
較
的
少
な
い
が
化
石

を
含
ん
で
お
り
、

紅
葉
台
売
店
南
側
の
斜
面
の

a
(

n
泥
岩
層
中
か
ら B o l i v iB

s p .
ボ
リ
イ
ビ
ナ
)
、
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C
y
c
a
l
s
a
m
m
i
n
a
s
p
.
(
A サ
F イ
A ク
D ラ"
ミ+
ナ
) ア

、
E
l
p
h
i
d
i
u
m

s
p
.
(
エH
リV
ヒI
デD
ウ
ム)

、
D
e
n
t
a
l
i
n
a

s
p
.
(
デ
) ン
タ
リ
) ナ
'

、
M
a
r
t
i
n
o
t
t
i
e
l
l
a

Y (
a

(
i
N

i n
n
G

u l
.

o m m nc
s' O R B ID

(マ
ル
テ
ノ
テ
イ
ラ
ー

コ
ム
ニ
イ
ス
) i n q u e l o cQ

a p
s

キ
ュ
ン
キ
ュ
ロ
ク
リ
ナ
)
の
庭
棲
有
孔
虫
化

c
D

Q u
a
a

a
n
s (

n
i
rN Y

r i
.

石
と
、 b u lO

r
a i v eU

n
a R B I G
D
'
O

(オ
ル
ブ
リ
ナ

ユ
ニ
バ
ー
サ
ー
)
と
、 b i g e

G
l
o

a p
s

(
グ
ロ
ビ
ゲ
リ
ナ
)
等
の
浮
遊
性

O
UD

G
有
孔
虫
化
石
が
産
出
し
た
。

a
(

i
i

s
(

ま
た
、

模
式
地
の
河
口
湖
畔
小
曲
り
付
近
の
礫
岩
内
に
は
、 s i nD

o
a n e h a rk

(ド
シ
ニ
ア

カ
ネ
ハ
ラ
イ
)、 l a m yC

h
p .s

ク
ミ
ラ
ス
)

ak
C

な
ど
の
軟
体
動
物
化
石
な
ら
び
に
サ
ン
ゴ
の
化
石
・
ウ
ニ
の
化
石
・
フ
ジ
ツ
ボ
の
化
石
等
が
産
出
す
る
の
で
、

河
口
累
層
の
地
質
時
代
は

w
3

中
期
中
新
世
の
中
部
で
、B L o

の
時
代
区
分
のN 1

に
属
し
、

今
か
ら
一
千
万
年
前
こ
ろ
の
比
較
的
浅
い
海
(
二
〇
〇
㎡
前

後)
に
堆

積
し
た
地
層
で
あ
る
と
推
定
で
き
る
の
で
あ
る
。

な
お
、
河
口
・
小
沼
累
層
の
両
累
層
は
、
岩
相
な
ら
び
に
産
出
化
石
の
種
類
か
ら
み
て
、
日
本
海
側
の
女
川
階
前
期
に
ほ
ぼ
対
比
で
き

る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、

本
村
に
お
け
る
両
累
層
を
一
括
し
、

そ
の
時
間
層
序
区
分
名
を
河
口
階
と
呼
ぶ
こ
と
と

し
、

一
九
七
六
年
十
二

月
、

日
本
地
質
学
会
発
行
の
地
質
学
論
集
第
十
三

号
に
「
山
梨
県
の
新
第
三

条
に
つ
い
て
」
の

論
文
を
公
表
し
た
こ
と
を
付
記
し
て
お
き

た
い
。

三
被
覆
層

強
度
的
に
は
安
定
し
た
前
述
の
基
盤
岩
類
を
被
覆
し
て
い
る
地
層
は
、

未
固
結
の
第
四
紀
の
黄
赤
褐
色
ロ
ー
ム
層
・

暗
灰
色
火
山
灰

層
・
黒
色
土
層
・
植
土
層
お
よ
び
崖
錐
堆
積
層
で
、
こ
れ
ら
の
全
層
厚
は
二
督
か
ら
五
が
前
後
と
極
め
て
薄
い
。

し
か
し
降
雨
が
継
続
し
そ
の
後
に
豪
雨
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
山
地
斜
面
の
滑
落
崩
壊
を
発
生
さ
せ
る
対
象

層
と

な
る
こ
と

が
多
い

地

層
で
あ
る
た
め
、
以
下
に
被
覆
層
の
う
ち
、
随
所
で
み
ら
れ
る
崩
落
土
砂
の
物
性
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
る
。

崩
落
土
の
大
部
分
は
、
三

角
座
標
分
類
に
よ
る
と
、
粘
土
質
ロ
ー
ム
に
分
類
さ
れ
、
そ
の
細
粒
分
は
日
本
統
一
分
類
に
よ
る
と
、
火
山
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第8表 土質試験結果値例表
試 料 番 号 1) (2) (3) 4( ④の一面セン断

試験
深 m 0.2 0.2 0.2 0.3 非水浸 水 浸

レキ分(2000μ以上)% 22.2 31.6 19.0 10.3
砂分(74～2000μ) % 24.9 20.5 15.5 5.0度
シルト分(5～74μ)% 32.4 30.8 41.0 52.6特
粘土分(5μ以下) % 20.5 17.1 24.5 32.1

性 最大粒径 mmn 25.4 20.4 9.25 19.0
コ テ特液注限界WL % 128.5 88.6 139.9 138.3ソン
シシ 塑性限界Wp % 91.1 |61.7 97.6 88.8
ス1 塑性指数Ip 37.4 126.9 42.3 49.5
万分 日本統一土質分類 OV GV VH2 VH2 VH2 VH2

類 土質名 山
有
灰
機質
土
火
質
火山
レキ
灰
粘
火
性
山
土
灰質
粘
火
性
山
土
灰質火質

土
粘
山灰
性 火
粘性
山灰
土
質

土 粒 子の 比 重 GS 2.6662.689 2.763 2.756

含水比W % 68.6 60.4 84.7 107.8 107.8 107.8

最面試※試験の条件 CD OD
下
部ン
セ験|粘着力ckg/cm2 0.56 0.22
断 セン断抵抗角Ø度 16.7 25.1

備考:試料の採取位置は地図を参照のこと

数
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灰
質
粘
性
土
I
型
(

7)
に
該
当
す
る
も
の
が
多
い
。

ま
た
、
崩
壊
土
の
安
定
計
算
を
行
う
上
で
必
要
と

-
-
-
-
-
-

1
な
る
粘
土
質
ロ
ー
ム
の
強
度
定
数
を
求
め
る
べ
く
、

(土
剪
断
試
験
な
ら
び
に
一
般
的
な
土
質
試
験
を
実
施
し

て
み
た
。
そ
の
試
験
結
果
の
一
部
は
第
8
表
に
示
し

た
通
り
で
あ
る
。
さ
ら
に
他
の
試
験
結
果
値
も
含

め
、

本
村
に
お
い
て
豪
雨
時
、

滑
落
崩
壊
を

の 発
生
さ

せ
る
可
能
性
の
あ
る
火
山
灰
質
粘
性
土
の
工
学
的
性

質
を
次
の
よ
う
に
判
断
し
た
い
。

本
地
域
の
ロ
ー
ム
土
の
コ
ン
シ
ス
テ
ン
シ
ー
は
、

%041
液
性
限
界
が
、 8 8 ～W

L
=

%
、
塑
性
指
数
が
、

1W
05～p 2 7

0で
あ
っ
て
、
こ
の
値
は
火
山
灰
質
粘

%
I

号
性
土
の
特
性
を
示
す
の
で
あ
る
。
ま
た
、
自
然
含
水

%801比 が 、 6 0 ～W
=

で
あ
っ
て
、
こ
れ
も
山
火

nW灰質粘性
土
特
有
の
高
い
含
水
量
と
い
え
る
。

一
方
一
面
せ
ん
断
試
験
か
ら
求
め
ら
れ
た
強
度
定

mcmみは、粘着力 / c
特
性

試
験

数
g fC

=
0

.
5
6
k

、
内
部
摩
擦
角

=
深

粒
度

特
性

分
類

面
セ
ン
断
°7

コ
ン
シ
ス

最
下
部
1 6 .p

で
あ
る
。
こ
れ
は
一
般
の
粘
性
土
に
比

1
Φ =
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べ
て
粘
着
力
が
大
き
く
、
内
部
摩
擦
角
が
若
干
小
さ
い
。
こ
の
特
徴
か
ら
本
地
域
の
ロ
ー
ム
土
は
過
圧
密
状
態
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
し

た
が
っ
て
、
地
山
の
切
り
取
り
に
あ
た
っ
て
も
平
常
時
で
は
比
較
的
急
勾
配
法
面
で
も
安
定
し
う
る
し
、
自
然
斜
面
に
つ
い
て
は
特
に
浸

食
を
受
け
や
す
い
支
障
の
あ
る
土
質
と
は
い
え
な
い
の
で
あ
る
。

)5.
す
な
わ
ち
、
平
常
時
の
場
合
の
安
全
率
を
計
算
し
て
み
る
と
、
崩
壊
を
発
生
さ
せ
る
限
界
の
安
全
率
値 s = 1

(
F

)
一
・
五
よ
り
も

(
)52.

は
る
か
に
大
き
く s = 2

(
F

)
一・
二
五
と
な
り
、
平
常
時
に
お
い
て
は
本
地
域
の
斜
面
は
決
し
て
崩
壊
を
発
生
さ
せ
る
よ
う
な
土
質

(
で
は
な
い
。

33.
し
か
し
、
降
雨
時
の
場
合
、
地
山
内
部
に
静
水
圧
以
上
の
間
隙
水
圧
が
発
生
し
た
と
き
の
安
全
率
を
求
め
る
と
、 < 1F

s
と
な
り
、

F
地
山
内
で
の
間
隙
水
圧
の
発
生
は
、
現
地
の
斜
面
の
安
定
性
を
低
下
さ
せ
、
時
に
は
本
地
域
の
斜
面
を
崩
壊
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
。
特
に

豪
雨
時
の
場
合
は
、
浸
透
水
が
地
山
を
軟
弱
化
さ
せ
る
の
で
(
水
浸
供
試
体
に
つ
い
て
求
め
た
強
度
定
数
に
基
づ
き
安
定
計
算
を
お
こ
な
う
)
、

66.
安
全
率
は
極
め
て
低
く
、
こ
の
場
合
に
つ
い
て
の
安
全
率
を
求
め
る
と
、 s = 0

F
と
な
り
、
本
地
域
の
斜
面
の
安
定
性
に
致
命
的
な
悪

F
影
響
を
及
ぼ
し
、
崩
壊
や
地
に
り
が
発
生
す
る
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
本
地
域
の
被
覆
層
に
人
為
施
工
法
面
な
ど
を
造
成
す
る
場
合
に
は
、
降
雨
時
特
に
豪
雨
時
に
斜
面
が
崩
壊
し
な
い
よ

う
、

十
分
な
防
災
工
を
施
工
す
る
よ
う
特
記
し
て
お
く
次
第
で
あ
る
。

四
足
和
田
山‒ ‒

紅
葉
台
山
地
を
含
む
御
坂
の
生
い
た
ち

1
海
中
で
の
堆
積
物

新
第
三
紀
中
新
世
初
期
か
ら
中
期
に
か
け
て

(
今
か
ら
約
二
千
八
百
万
年
か
ら
一
千
万
年
前
こ
ろ
)、

現
在
の
御
坂
山
地
や
巨
摩
山
地
な
ら

び
に
富
士
山
や
富
士
川
流
域
な
ど
は
暖
流
の
流
れ
る
海
で
あ
っ
た
。
そ
の
海
中
で
は
、
は
げ
し
い
火
山
活
動
が
繰
り
返
さ
れ
て
い
て
、
た

え
ず
沈
降
を
つ
づ
け
る
海
底
の
上
に
「
御
坂
統
」
と
総
称
さ
れ
る
厚
い
地
層
が
堆
積
し
て
い
た
。
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こ
の
御
坂
統
を
堆
積
さ
せ
た
当
時
の
海
の
海
岸
線
は
、
産
出
す
る
有
孔
虫
化
石
や
海
藻
化
石
で
わ
か
る
よ
う
に
、
現
在
の
静
岡
付
近
か

ら
北
上
し
、
甲
府
盆
地
の
西
方
二
十
五
キ
ロ
ほ
ど
に
お
よ
び
、
さ
ら
に
東
に
ま
が
っ
て
桂
川
の
北
沿
い
を
通
り
、
相
模
川
沿
い
に
南
下
し

て
相
模
湾
東
部
に
抜
け
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
し
、

ま
た
、
あ
る
時
期
に
は
甲
府
盆
地
か
ら
諏
訪
湖
を
通
り
、
さ
ら
に
秩
父
盆
地
を
通
っ

て
北
ま
で
ひ
ろ
が
り
、
裏
日
本
側
に
た
っ
し
て
い
た
こ
と
も
あ
る
と
推
定
さ
れ
る
。
な
お
、
産
出
化
石
か
ら
み
て
こ
の
時
期
の
海
は
全
般

的
に
深
度
が
二
〇

か
ら
六
〇
〇
以
前
後
の
比
較
的
浅
い
海
で
あ
っ
た
も
の
と
考
え
て
よ
い
。

次
に
、
こ
の
海
中
で
の
火
山
活
動
を
大
別
す
る
と
次
の
三

時
期
に
区
分
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

東
京
`̀～ ～ ～ ～ ～

、
東
京

V

fr
a
m
e

1

南
ア
ル
プ
ス

(赤
石
山
地

)
南
ア
ル
フ

ス
(赤

石
山
地

)



‒‒54 ‒‒

第
一
期
は
、
本
村
に
は
露
出
し
な
い
が
、
巨
摩
山
地
の
櫛
形
山
を
は
じ

め
、

御
坂
山
地
の
東
方
や
精
進
湖
の
東
西
両
側
な
ら
び
に
本
栖
湖

の
南
北
両
側
に
広
く
分
布
す
る
櫛
形
山
累
層
と
桃
ノ
木
累
層
の
堆
積
期
で
あ
る
。
こ
の
当
時
の
最
初
の
海
底
火
山
活
動
(
南
部
フ
ォ
ッ
サ

マ
グ
ナ
の
グ
リ
ン
タ
フ
活

動)
は
非
常
に
活
発
で
、
こ
の
こ
と
は
櫛
形
山
累
層
の
岩
相
が
、
玄
武
岩
や
安
山
岩
な
ど
の
溶
岩
お
よ
び
同
質
の

凝
灰
角
礫
岩
を
主
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
理
解
で
き
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
貫
入
岩
体
と
し
て
石
英
盼
岩
・
石
英
閃
緑
岩
体
・
塩
基
性
玢
岩
類
等
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
火
山
活
動
の
後
は
平
穏
な
桃
ノ
木
累

層
の
泥
岩
を
主
と
し
た
砕
屑
岩
の
堆
積
が
つ
づ
き
、
一
部
に
貫
入
岩
体
が
見
ら
れ
る
に
す
ぎ
な
い
。
こ
れ
ら
の
泥
岩
中
か
ら
は
大
型
有
孔

虫
化
石
の
レ
ピ
ド
シ
ク
リ
ナ
や
ミ
オ
ジ
プ
シ
ナ
を
始
め
、
ノ
ド
サ
リ
ア
・
ラ
ゲ
ナ
・
ピ
ル
ゴ
や
エ
リ
フ
ィ
デ
ウ
ム
な
ど
の
底
棲
有
孔
虫
化

石
や
・
グ
ロ
ビ
ゲ
リ
ナ
・
グ
ロ
ビ
ゲ
リ
ノ
イ
デ
ス
な
ど
の
浮
遊
性
有
孔
虫
化
石
が
産
出
し
、
そ
の
時
代
は
前
期
中
新
世
(
今
か
ら
約
二
千
八

百
万
年
前
か
ら
一
千
万
年
前
こ
ろ
)
と
考
え
ら
れ
、
こ
の
時
期
に
御
坂
山
地
や
巨
摩
山
地
の
基
盤
岩
類
が
誕
生
し
た
の
で
あ
る
。

つ
づ
い
て
第
二
期
は
、
第
一
期
よ
り
継
続
し
た
海
底
火
山
活
動
で
、
安
山
岩
お
よ
び
同
質
凝
灰
岩
を
主
と
し
た
西
八
代
累
層
の
堆
積
で

は
じ
ま
り
、
さ
ら
に
玄
武
岩
の
溶
岩
を
主
と
す
る
高
萩
累
層
に
と
移
っ
て
い
っ
た
。
本
村
に
は
、
こ
の
時
期
に
生
成
し
た
両
累
層
は
露
出

し
な
い
が
、
特
に
火
山
活
動
の
活
発
で
あ
っ
た
高
萩
累
層
の
模
式
地
=
高
萩
=
に
お
け
る
岩
相
は
カ
ン
ラ
ン
石
普
通
輝
石
玄
武
岩
お
よ
び

同
質
の
火
山
砕
屑
岩
等
か
ら
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
に
少
量
の
泥
岩
や
砂
岩
を
伴
う
他
、
石
英
玢
岩
の
貫
入
岩
体
も
多
く
、
さ
ら
に
石
英
閃

緑
岩
も
逆
入
し
て
い
る
。

ま
た
、
こ
の
泥
岩
中
か
ら
は
オ

パ
キ
ュ
リ
ナ

コ
ン
プ
レ
ネ
タ
ー
を
は
じ
め
と
す
る
有
孔
虫
化
石
、
お
よ
び
中
期
中
新
世
を
示
す
放
散

虫
化
石
等
が
産
出
す
る
こ
と
と
、
高
萩
の
玄
武
岩
の
放
射
年
代
を
測
定
し
て
み
る
と
、
表
示
し
た
よ
う
に
千
百
万
年
と
な
る
の
で
、
地
質

時
代
と
し
て
は
中
期
中
新
世
の
中
こ
ろ
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

第
三
期
は
石
英
安
山
岩
を
主
と
し
た
堆
積
か
ら
始
ま
る
が
、

第
二
期
か
ら
の
漸
移
期
に
は
、
一
部
で
塩
基
性
か
ら
中
性
の
噴
出
物
に
と
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第9表 K-‒Ar法による放射年代測定結果表
測定者:東北大学理学部 理博 植田良夫教授

K-ArAgesforvolcanicrocksbelongtoMisakaGroup,YamansaiPrefecture
gSample ArT 0Ar in40ArR air資料名|採集地Mineralwt(g)K(%)/3

6
8 /

4
38Ar
a 4
/40k contami% (

A
年
e
代)

/m.y.
高 萩
アン ラ
ン石玄古 関whole1.20041.720.002460.657120.323020.00062110.6
武岩
lee=0.585×10-10Yr-1 40k/k=1.19×10-2atom% 40ArT;TotalArgon40
AB=4.72x10-10Yr-1 40ArR;radiogenic

Argon40

55

変
化
し
て
い
る

。

こ
の
時
期
の
堆
積
物
は
岩
相
の
変
化
が
著
し
く
、

本
村
に
分
布
す
る
本
時
期
に
お
け
る
下
位

の
小
沼
累
層
で
は
、

石
英
安
山
岩
ま
た
は
同
質
の
凝
灰
角
礫
岩
と
泥
岩
と
が
主
で
あ
る
の
に
対

し
、
最
上
位
の
河
口
累
層
で
は
石
英
安
山
質
凝
灰
角
礫

岩、
同
質
の
凝
灰
岩
な
ど
が
主
な
岩
相

で
あ
り
、
そ
れ
に
薄
層
の
泥
岩
層
・
礫
岩
層
、
ま
れ
に
レ
ン
ズ
状
の
石
灰
岩
を
挾
在
す
る
こ
と

も
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
中
期
中
新
世
の
後
半
こ
ろ
に
な
る
と
、
比
較
的
浅
い
海
で
の
海
底
火
山

活
動
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
と
と
も
に
、
火
山
活
動
も
終
止
期
に
近
づ
い
た
こ
と
を
暗
示
し
て

く
れ
る
の
で
あ
る
。

2
隆
起
の
時
期

55
後
期
中
新
世
(
今
か
ら
九
百
万
年
前
こ
ろ
)
に
な
る
と
、

本
村
の
足
和
田
山
‒ ‒
紅
葉
台
山
地
を

1

含
め
た
御
坂
山
地
の
ほ
と
ん
ど
は
陸
化
を
始
め
た
。

し
か
し
、
富
士
川
流
域
と
桂
川
流
域
の
帯
状
区
域
で
は
、
泥
岩
や
砂
岩
な
ど
の
砕
屑
岩
を
主

と
す
る
比
較
的
厚
い
地
層
の
堆
積
が
同
時
期
に
あ
っ
て
、
こ
れ
が
現
在
「
富
士
川

統
」
と

総
称

さ
れ
て
い
る
地
層
群
で

あ
る
。

こ
の
富
士
川
統
は
本
村
を
含
め
た
御
坂
山
地
に
は
全
く
存
在
し
な
い
か
ら
、

本
地
区
は
後
期

中
新
世
以
後
か
ら
は
海
進
等
の
大
変
動
を
受
け
る
こ
と
な
く
連
続
し
て
陸
地
で
あ
り
、
こ
の
陸

地
は
長
い
地
質
時
代
に
わ
た
っ
て
浸
食
を
受
け
続
け
て
い
た
と
い
え
る

。

高
カ
ン
武

つ
づ
い
て
新
第
三
紀
鮮
新
世
(
今
か
ら
七
百
万
年
前
こ
ろ
)
に
入
っ
た
こ
ろ
に
は
、
こ
の
陸
地
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の
浸
食
も
す
で
に
終
わ
り
、
広
大
な
準
平
原
を
生
じ
て
い
た
。
起
伏
量
は
き
わ
め
て
少
な
く
の
っ
ぺ
り
し
た
地
形
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
こ

ろ
か
ら
地
質
学
で
い
う
、
い
わ
ゆ
る
「
ア
ル
プ
ス
造
山
運
動
」
が
始
ま
り
、
当
時
の
基
盤
は
褶
曲
や
断
層
作
用
に
よ
っ
て
ま
す
ま
す
高
度

差
を
増
し
、
汎
世
界
的
な
ア
ル
プ
ス
造
山
運
動
の
最
盛
期
と
い
わ
れ
る
第
四
紀
洪
積
世
中
こ
ろ
(
五
十
万
年
前
こ
ろ
)
に
、
本
地
区
も
造
山

運
動
の
最
盛
期
を
迎
え
、
こ
こ
に
主
と
し
て
御
坂
山
地
地
形
の
原
形
が
出
来
あ
が
っ
た
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

以
上
は
鳴
沢
村
の
基
盤
岩
類
が
経
験
し
て
き
た
地
史
の
あ
ら
す
じ
を
、

か
な
り
大
胆
な
推
論
を
加
え
つ
つ
た
ど
っ
て
み
た
も
の
で

あ

る

e。

1
0
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五
富
士
火
山

1
山
体
の
形
成

富
士
火
山
山
体
の
形
成
期
は
大
き
く
み
る
と
次
の
三
段
階
に
わ
か
れ
る
。
ま
ず
最
初
は
御
坂
山
地
に
連
続
す
る
御
坂
層
群
(
新
第
三
紀

層
)
の
基
盤
岩
類
を
破
っ
て
小
御
岳
火
山
(
第
四
紀
洪
積
世
後
期
)
が
噴
出
、
そ
の
上
に
古
富
士
火
山
(
洪
積
世
後
末
期
)、

さ
ら
に
新
富
士
火

山
(
現
世
)
が
乗
っ
て
現
在
の
山
体
を
形
成
し
た
と
み
て
よ
い
。

小
御
岳
火
山
(
二
、
三
五
〇

)
は
、
カ
ン
ラ
ン
石
複
輝
石
安
山
岩
の
溶
岩
や
火
山
砕
屑
岩
か
ら
な
る
成
層
火
山
で
、

山
体
形
成
後
浸

食
を
受
け
、
そ
の
大
部
分
が
新
火
山
の
噴
出
物
に
よ
っ
て
覆
わ
れ
た
た
め
、
五
合
目
の
小
御
岳
神
社
付
近
に
一
部
が
露
出
す
る
に
す
ぎ
な

い
。こ
の
小
御
岳
火
山
の
活
動
中
止
後
、
そ
の
南
西
側
、
現
在
の
富
士
山
火
口
下
付
近
よ
り
起
き
た
噴
火
に
よ
り
形
成
さ
れ
た
も
の
が
古
富

士
火
山
で
、
こ
れ
も
地
表
に
は
ほ
と
ん
ど
露
出
し
な
い
が
、
富
士
山
の
支
柱
と
考
え
ら
れ
、
噴
出
時
期
は
富
士
宮
口
登
山
道
の
旧
一
合
目

近
く
の
横
坑
の
古
富
士
泥
流
中
か
ら
発
見
さ
れ
た
天
然
木
炭
の
年
齢
を
放
射
能
炭
を 素
法
に
よ
り
、
約
二
万
二
千
年
前
と
測
定
さ

れ
て
い

る
。
ま
た
噴
出
物
は
泥
流
や
角
礫
岩
層
が
多
く
、
溶
岩
が
比
較
的
少
な
く
、
そ
の
噴
火
は
爆
発
的
で
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
て
い
る
。

古
富
士
火
山
の
活
動
中
止
後
、

今
か
ら
約
一
万
年
前
こ
ろ
の
沖
積
世
初
期
に
新
富
士
火
山
が
活
動
を
開
始
し
、
次
第
に
成
長
し
て
小
御

岳
、
古
富
士
の
山
体
の
大
部
分
を
覆
い
現
在
の
山
体
を
形
成
し
て
い
っ
た
。
こ
の
新
し
い
火
山
の
噴
出
物
は
主
と
し
て
玄
武
岩
の
溶
岩

で
、
火
山
の
発
達
を
溶
岩
の
噴
出
順
序
に
よ
っ
て
、

次
の
よ
う
に
旧
、

中
、
新
期
の
三
溶
岩
流
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
ず
、
旧
期
溶
岩
流
に
つ
い
て
は
、
新
富
士
火
山
の
う
ち
最
も
初
期
に
噴
出
し
た
溶
岩
流
で
、
著
名
な
も
の
と
し
て
は
、
本
村
の
鳴
沢

集
落
か
ら
大
田
和
集
落
に
わ
た
っ
て
露
出
す
る
溶
岩
流
を
は
じ
め
、
河
口
湖
南
岸
溶
岩
流
や
猿
橋
溶
岩
流
な
ど
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
時

期
の
噴
出
溶
岩
流
に
よ
っ
て
、
富
士
火
山
と
北
側
の
御
坂
山
地
と
の
間
の
谷
が
堰
止
め
ら
れ
、

最
初
に
「
宇
津
湖
」
と
「
剗
の
海
」
と
の
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二
大
堰
止
湖
が
形
成
さ
れ
た
も
の
で
、
北
隣
村
の
足
和
田
村
に
存
在
す
る
現
在
の
西
湖
と
、

西
隣
村
の
上
九
一
色

村
に
位
置
す
る
現
在
の

精
進
湖
お
よ
び
本
栖
湖
は
、
後
者
の
剣
の
海
に
関
係
が
あ
り
、
そ
の

後
噴
出
し
た
中
期
溶
出岩
流
、
さ
ら
に
「
丸
尾
溶
岩
」
と
呼
ば
れ
る
新

期
溶
岩
流
の
噴
出
に
よ
っ
て
刻
の
海
か
ら
分
離
し
た
も
の
で
あ
る
。

な
お
、
旧
期
溶
岩
の
岩
質
は
カ
ン
ラ
ン
石
灰
長
石
玄
武
岩
で
あ
り
、
主
成
分
鉱
物
と
し
て
灰
長
石
に
属
す
る
斜
長
石
の
斑
晶
を
も
っ
て

い
る
こ
と
が
特
徴
的
で
あ
る
。
ま
た
、
カ
ン
ラ
ン
石
の
斑
晶
も
み
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
が
、
一
般
に
輝
石
は
極
め
て
ま
れ
か
、
あ
る
い
は

全
く
こ
れ
を
欠
い
て
い
る
こ
と
も
あ
る
。
副
成
分
鉱
物
と
し
て
は
磁
鉄
鉱
を
多
量
に
含
み
、
し
ば
し
ば
カ
ン
ラ
ン
石
を
取
り
囲
ん
で
い
る

こ
と
が
あ
る
ほ
か
、
一
般
に
石
基
は
微
晶
質
が
多
く
、

ハ
リ
質
の
も
の
が
少
な
い
と
い
う
特
徴
を
も
っ
て
い
る
。

次
に
、
中
期
溶
岩
流
に
つ
い
て
は
、

富
士
山
中
腹
以
上
の
山
体
の
大
部
分
を
つ
く
り
、

放
射
谷
の
側
壁
に
層
状
に
な
っ
て
露
出
し
て
い

る
。
本
村
に
分
布
す
る
中
期
溶
岩
流
の

堆
積
状
況
を
み
る
と
、
こ
の
期
の
溶
岩
流
上
に
〇
・
五
材
か
ら
二
・
五
材
前
後
の
被
覆
土
、
ま
た

は
含
ス
コ
リ
ア
質
溶
岩
流
が
存
在
す
る
こ
と
が
多
い
。

一
般
に
本
地
域
の
溶
岩
は
、
カ
ン
ラ
ン
石
玄
武
岩
が
主
で
、
黒
色
ま
た
は
赤
褐
色
の
二
種
が
存
在
し
、
ス
コ
リ
ア
溶
岩
流
も
黒
ま
た
は

赤
褐
色
の
二

種
が
存
在
す
る
。
ま
た
、

溶
岩
流
の
大
露
頭
は
谷
壁
部
を
除
く
と
ほ
と
ん
ど
な
い
こ
と
か
ら
、
本
溶
岩
分
布
地
域
は
、
本
地

域
よ
り
、
よ
り
高
所
地
域
の
崩
壊
物
質
の
堆
積
の
場
に
な
っ
て
い
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
、

流
出
時
の
表
面
の
原
形
を
ほ
ぼ
保
っ
て
い
る
新
期
溶
岩
流
が
本
村
の
鳴
沢
集
落
か
ら
西
側
に
広
く
露
出
し
て
い
る
。
こ

の
新
期
溶
岩
流
に
つ
い
て
は
、
富
士
山
体
の
北
西
山
麓
部
お
よ
び
山
頂
部
の
側
面
上
や
中
腹
部
の
放
射
状
谷
に
模
式
的
に
露
出
す
る
も
の

で
、
火
山
灰
や
風
化
土
を
ほ
と
ん
ど
か
ぶ
ら
な
い
最
も
新
期
に
噴
出
し
た
溶
岩
流
を
総
称
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
溶
岩
流
を
一
般
に
「
丸

尾
」
と
呼
ん
で
お
り
、

本
村
の
丸
尾
は
青
木
ヶ
原
丸
尾
溶
岩
流
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

青
木
ヶ
原
丸
尾
溶
岩
流
は
、
富
士
山
の
北
西
山
麓
に
面
積
約
二
十
五
平
方
き
が
に
わ
た
っ
て
流
出
し
た
溶
岩
流
で
、
広
さ
と
い
い
量
と
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い
い
屈
指
の
も
の
で
あ
る
。

流
出
し
た
時
代
は
、
西
暦
八
六
四
年
(
貞
観
六
年
)
と
い
う
か
ら
、
流
出
後
千
百
余
年
経
過
し
て
い
る
に
す

ぎ
な
い
た
め
、
流
出
時
の
表
面
の
原
形
を
ほ
ぼ
保
っ
て
い
る
と
い
え
る
。

こ
の
溶
岩
の
噴
出
源
は
、

精
進
口
登
山
道
一
合
目
長
尾
山
(
一
、

四
二
四
・
一
緒
)
で
、

古
い
寄
生
火
山
で
あ
る
向
山
、

弓
射
塚
、
天

神
山
、
大
室
山
等
を
島
の
如
く
囲
み
、
御
坂
山
地
の
麓
に
達
し
剣
の
海
を
分
割
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

溶
岩
は
両
輝
石
カ
ン
ラ
ン
石
玄
武
岩
で
あ
り
、
旧
期
溶
岩
流
に
比
べ
、
磁
鉄
鉱
を
多
量
に
含
み
鉄
分
に
富
む
。
ま
た
表
面
で
は
縄
状
構

造
、
内
部
に
は
溶
岩
洞
穴
や
溶
岩
樹
型
な
ど
が
数
多
く
存
在
し
、
本
溶
岩
に
鉄
分
が
多
量
含
有
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
あ
い
ま
っ
て
、
本
溶
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岩
は
粘
性
が
か
な
り
低
く
、
流
動
し
易
か
っ
た
た
め
、
本
溶
岩
流
が
広
大
な
面
積
を
占
め
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
溶
岩
が
未
だ
流
動
体

で
あ
っ
た
時
点
で
は
、
そ
の
中
に
含
有
さ
れ
て
い
る
二
価
の
鉄
は
溶
岩
の
粘
性
を
低
め
流
動
し
易
く
す
る
し
、
磁
鉄
鉱
の
生
成
は
二
価
の

鉄
の
一
部
が
外
気
に
接
触
し
固
結
す
る
際
酸
化
し
て
三
価
の
鉄
に
変
化
し
、
磁
鉄
鉱
と
し
て
晶
出
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
の
よ
う
に
本
丸
尾
溶
岩
流
は
、
数
多
い
丸
尾
中
最
も
広
大
な
分
布
面
積
を
も
つ
新
期
溶
岩
流
で
あ
る
た
め
、
わ
が
国
の
天
然
記
念

物
に
指
定
さ
れ
て
い
る
溶
岩
洞
穴
十
四
穴
の
う
ち
、
本
丸
尾
溶
岩
内
に
八
穴
が
存
在
し
、
そ
の
う
ち
本
村
に
は
次
に
示
す
よ
う
な
規
模
の

大
き
い
「
鳴
沢
氷
穴
」
を
は
じ
め
「
附
蒲
鉾
穴
お
よ
び
眼
鏡
穴
の
神
座
風
穴
」、
「
大
室
洞
穴
」
と
、
特
別
天
然
記
念
物
の
「
鳴
沢
の
溶
岩

樹
型
」
と
が
存
在
す
る
。

2
溶
岩
洞
穴
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溶
岩
洞
穴
の
成
因
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。
新
富
士
火
山
が
噴
出
し
、
新
期
溶
岩
流
が
流
出
し
た
際
、
ま
ず
外
気
に
ふ

れ
た
部
分
は
盛
ん
に
輝
発
成
分
(
ガ
ス
)
を
発
散
し
な
が
ら
冷
固
し
、
岩
石
と
な
る
。
こ
れ
と
ほ
ぼ
同
時
に
そ
の
表
面
に
亀
裂
が
で
き
る

が
、
同
様
に
未
だ
冷
固
し
な
い
下
層
部
に
お
い
て
も
、
溶
岩
流
流
動
の
惰
性
や
ガ
ス
圧
な
ど
の
影
響
に
よ
っ
て
、
裂
隙
を
生
じ
る
部
分
が

あ
り
、
こ
れ
が
溶
岩
洞
穴
の
本
源
で
あ
ろ
う
と
い
わ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
溶
岩
流
の
周
辺
部
は
固
結
し
て
い
て
も
、
な六
お
や内

部
に
は

と
け
た
溶
岩
が
と
じ
こ
め
ら
れ
て
い
る
た
め
、
ガ
ス
圧
が
高
く
な
る
と
上
部
の
岩
石
を
う
ち
破
っ
て
噴
出
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
と

け
た
溶
岩
が
噴
出
口
よ
り
流
出
す
る
と
、
噴
出
口
よ
り
空
洞
内
に
空
気
が
流
れ
こ
み
、
ま
だ
残
存
し
て
い
る
溶
岩
の
放
出
す
る
ガ
ス
を
燃

焼
さ
せ
、
空
洞
内
の
温
度
は
上
昇
し
、
天
井
や
側
壁
の
固
結
溶
岩
は
再
び
融
解
さ
れ
、

そ
の
天
井
部
や
側
壁
部
で
は
溶
岩
が
滴
下
し
、

表

面
に
は
溶
岩
鐘
乳
石
が
懸
垂
す
る
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
に
対
し
洞
底
は
ほ
ぼ
平
坦
と
な
り
、
と
こ
ろ
に
よ
っ
て
は
溶
岩
石
筍
が
生
じ
た
の

で
あ
る
。

な
お
、
以
下
に
本
村
に
存
在
す
る
国
指
定
の
天
然
記
念
物
で
あ
る
溶
岩
洞
穴
に
つ
い
て
の
形
態
な
ら
び
に
特
徴
な
ど

を
、
そ
れ
ぞ
れ
に

つ
い
て
記
述
す
る
こ
と
に
す
る
。

12 ‒
鳴
沢
氷
穴

本
氷
穴
は
鳴
沢
村
の
県
有
林
内
に
あ
り
、

周
囲
の
地
表
は
、

青
木
ヶ
原
溶
岩
流
の
表
面
を
ほ
ぼ
表
わ
し
て
い
る
。
こ
の
表
面
は
二
度
か

ら
三
度
の
緩
傾
斜
を
示
す
が
平
坦
で
は
な
く
わ
ず
か
に
凹
凸
が
あ
る
。
ま
た
、
本
氷
穴
の
北
方
〇
・
五
㌔

に
は
足
和
田
山
稜
の
西
端
部

が
溶
岩
流
面
に
突
き
出
て
い
る
。

交
通
が
便
利
で
あ
る
こ
と
と
、
入
洞
が
極
め
て
容
易
で
あ
る
こ
と
は
、
こ
の
種
の
洞
穴
中
第
一
で
し
か
も
こ
の
付
近
に
は
富
岳
風
穴
を

は
じ
め
龍
宮
洞
穴
や
蝙
蝠
穴
洞
穴
等
、
国
指
定
の
天
然
記
念
物
も
存
在
す
る
こ
と
か
ら
、
見
学
者
は
年
間
約
百
万
人
と
す
こ
ぶ
る
多
く
、

屈
指
の
溶
岩
ト
ン
ネ
ル
で
あ
る
。
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①
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第11図 鳴沢氷穴平面図と横断面図
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鳴沢氷穴の出・入口

鳴沢氷穴の保存・防災対策の 調査例
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こ
の
氷
穴
の
総
延
長
は
約
五
二

�
、

長
さ
の
点

で
は
中
庸
で
あ
る
が
、
そ
の
形
態
は
特
異
と
み
る

べ
き
で
、
入
口
の
崩
落
に
よ
る
拡
張
部
を
除
き
、

内
部
に
は
二
つ
の
大
広
間
が
あ
り
、
天
盤
に
は
完

全
な
溶
岩
鐘
乳
石
面
が
保
存
さ
れ
て
い
る
。

洞
壁
の
形
状
は
、
氷
穴
入
口
か
ら
平
面
図
番
号

②
ま
で
は
、
一
部
崩
落
に
よ
り
原
形
の
く
ず
れ
て

い
る
箇
所
が
あ
り
、
そ
こ
で
は
玄
武
岩
溶
岩
の
層

と
軽
石
状
の
多
孔
質
ス
コ
リ
ア
溶
岩
と
の
層
が
互

層
し
て
お
り
、

富
士
山
が
成
層
火
山
で
あ
る
こ
と

の
一
部
が
観
察
で
き
る
。

平
面
図
番
号
②
か
ら
③
の
間
は
完
全
な
溶
岩
鐘

乳
石
面
や
溶
岩
樹
型
が
良
く
保
存
さ
れ
て
お
り
、
復
路

(下
方
の
横
坑)

の
⑥
か
ら
「
氷
池
」
の
間
も
ほ
ぼ
原
形
が
保
た
れ
て
い
る
。

溶

岩
樹
型
は
樹
木
が
溶
岩
に
捕
獲
さ
れ
燃
え
つ
き
て
洞
穴
と
な
っ
た
も
の
で
、

溶
岩
洞
穴
の
側
壁
に
ほ
ぼ
平
行
し
て
存
在
す
る
点
に
興
味
が

あ
る

。

ま
た
、

氷
池
は
天
然
氷
を
産
出
す
る
が
、
こ
れ
は
富
士
山
雪
解
伏
流
水
が
湧
出
し
氷
結
し
た
も
の
で
、

過
去
に
は
富
士
天
然
氷
と
し
て

販
売
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、

誠
に
興
味
深
い
溶
岩
ト
ン

ネ
ル
で
あ
る
。

昭
和
四
年
十
二
月
十
七
日
、
国
の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
、
本
村
に
と
っ
て
か
け
が
え
の
な
い
文
化
的
遺
産
と
し
て
保
護
・
保
存
・
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第12図 神座風穴の平面図と横断面図の一部
第13図 眼鏡穴の二噴気孔の模式縦断面図
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防
災
対
策
が
進
め
ら
て
れ
い
る
と
共
に
、
夏
で
も
多

量
の
氷
が
存
在
す
る
こ
と
も
あ

05
っ
て
数
多
く
の
観
光
客
を
楽
し
ま
せ
て
い
る
。

.

5
L

22 1
神
座
風

穴
F

附
蒲
鉾
穴
、
お
よ
び
眼
鏡
穴

神
座
風
穴
の
所
在
地
は
、

大
室
山
の

東
麓
に
あ
る
背
負
子
お
よ
び
神
座
山
の
両
小

4
2

側
火
山
の
間
を
流
れ
た
青
木
ヶ
原
溶
岩
流
の
分
布
地
に
あ
り
、

海
抜
は
約
一
、
二

六
20

〇○
が
、
溶
岩
流
は
北
に
三
度
か
ら
六
度
の
傾
斜
を
示
し
て
い
る
。

f23
3
4

ま
た
、

蒲
鉾
穴
は
神
座
風
穴
に
ほ
ぼ
沿
っ
た
状
態
で
分
布
し
、

眼
鏡
穴
は
神
座
風

穴
の
末
端
近
く
に
位
置
す
る
が
、
昭
和
四
年
十
二
月
十
七
日
、
こ
の
二
洞
穴
を
含

*
O

LO
T

*

め
、
計
三
穴
を
一
括
し
て
国
の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

7

神
座
風
穴
の
総
延
長
は
約
三
五
〇
㎡
、
さ
ら
に
洞
外
洞
穴
上
端
溝
状
谷
を
溶
岩
洞

～

穴
の
天
井
陥
落
溶
岩
溝
と
み
な
す
と
、
そ
の
総
延
長
は
約
六
〇
〇
m
に
も
達
す
る
最

c
h

長
溶
岩
ト
ン

ネ
ル
で
あ
る
。

S
A

∞

し
か
し
、
洞
内
の
奥
部
は
天
井
の
墜
落
溶
岩
塊
が
散
在
し
狭
き
所
多
く
、

歩
行
は

Z 2

L
O

K
I

L
O

す
こ
ぶ
る
困
難
で
あ
る
。
ま
た
、
洞
内
に
は
水
や
氷
が
無
く
、
気
温
は
洞
内
外
と
も

}
+) {

w

L

大
差
な
く
極
め
て
換
気
が
良
い
が
、
こ
の
こ
と
が
数
多
い
溶
岩
ト
ン

ネ
ル
中
に
あ
っ

-

て
は
、
む
し
ろ
本
風
穴
の
特
徴
で
あ
る
と
も
い
え
よ
う
。

次
に
、

本
風
穴
に
そ
っ
て
独
立
的
に
存
在
す
る
蒲
鉾
穴
の
規
模
は
、
風
穴
の
ほ
ぼ



一‒現在は入洞できない が、「大室洞
穴」の標式が神秘的であるー
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二
分
の
一
程
度
で
、

そ
の
形
態
は
風

穴
と
大
同
小
異
で
あ
り
、

狭
き
所
多
く
、
歩
行
も
極
め
て
困
難
で
あ
る
。

ま
た
、
眼
鏡
穴
は
小
規
模
で
あ
る
が
、

約
二
七
脳
を
隔
て
て
相
対
す
る
二
つ
の
噴
気
孔
を
持
ち
、
し
か
も
、
こ
の
西
・

南
二
噴
気
孔
は

底
部
に
お
い
て
相
通
ず
る
誠
に
興
味
深
い
貴
重
な
溶
岩
洞
穴
で
あ
り
、
こ
の
二

噴
気
孔
が
本
穴
の
名
称
の
由
来
と
み
ら
れ
る
。

な
お
、
噴
気
孔
の
成
因
に
つ
い
て
は
、
冷
却
し
つ
つ
あ
る
溶
岩
中
に
含
ま
れ
て
い
た
揮
発
成
分
が
生
成
途
上
の
本
空
洞
内
に
発
散
し
、

そ
の
量
並
び
に
蒸
気
圧
が
特
に
高
い
と
き
破
裂
孔
を
造
り
、

揮
発
成
分
の
他
に
下
部
の
溶
岩
を
も
噴
出
さ
せ
た
も
の
と
考
え
て
よ
い
で
あ

ろ
う
。

32 ‒
-

大
室
洞
穴

本
洞
穴
は
、
大
室
山
の
北
麓
に
位
置
す
る
。
こ
の
洞
穴
の
方
向
は
、
大
体
東
南
か
ら
西
北
に
向
か
い
、
総
延
長
は
一
〇
〇

弱
の
規
模

と
い
わ
れ
て
お
り
、
昭
和
四
年
十
二
月
十
七
日
、

国
の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
る
が
、

現
在
は
入
口
が
埋
没
し
て
い
て
、

本
洞
に

は
入
洞
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

た
だ
、
本
洞
の

右
側
に
第
二

洞
の
入
り
口
が
存
在
す
る
が
、

規
模
は
極

め
て
小
さ
く
、
四
材
前
後
で
天
井
の
墜
落
岩
塊
で
洞
穴
は
う
ま
っ
て
お

るあ
り
、
こ
の

第
二

洞
穴
は
国
の
天
然
記
念
物
に
は
指
定
さ
れ
て
い
な
い
の
で

あ
る
。

4
w
w

w
w
w

.
.

冬
物
大
空
洞
元

2
特
別
天
然
記
念
物

鳴
沢
の
溶
岩
樹
型

鳴
沢
の
溶
岩
樹
型
一
帯
は
、

青
木
ヶ
原
溶
岩

ぁ流
が
徐
々
に
薄
く
な
り
、

つ
い
に
そ
の
姿
を
失
な
う
末
端
部
に
あ
た
る
が
、
溶
岩
流
の
厚
さ
が
丁
度



第一章 地形と地質

昭和62年5月における鳴沢溶岩樹型標式とその周辺

昭和45年9月傾斜溶岩樹型
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樹
型
溶
岩
を
造
る
の
に
適
し
た
た
め
、
各

*

種
の
形
状
の
溶
岩
樹
型
が
多
く
存
在
し
、

そ
の
分
布
範
囲
も
広
く
、
し
か
も
群
を
な

w
w

w

w
w

w

し
て
い
て
見
事
な
景
観
を
呈
し
て
お
り
、

昭
和
二
十
七
年
三
月
二
十
九

日、
国
の
特

別
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
る

。

さ
て
、

溶
岩
樹
型
と
は
流
動
性
の
大
き

い
溶
岩
が
森
林
地
を
流
れ
る
際
、

立
木
或

は
倒
木
を
包
囲
し
て
団
結
す
る
が
、
其
の

溶
岩
の
中
に
残
さ
れ
る
樹
幹
の
形
を
し
た

竪
穴
、

あ
る
い
は
横
穴
を
い
う

の
で

あ

る
。

ま
た
、

樹
木
就
中
樹
幹
の
中
に
溶
岩
が
侵
入
し
、
木
質
部
が
焼
失
す
る
に
従
っ
て
溶
岩
が
そ
の
部
分
を
充
填
し
、
樹
幹
の
形
を
残
存
し

て
固
結
し
て
い
る
溶
岩
も
溶
岩
樹
型
と
い
う
。

型
態
に
よ
っ
て
井
形
(
竪

穴)
・
横
臥
(
倒
穴
)
・
傾
斜
(
井
形
と
横
臥
の
中

間) ・
不
動
岩
式
(
井
型
の
一
部
が
地
上
よ
り

高
い
形
状) ・

棍

棒
山
式
(
ス
リ
バ
チ
を
伏
せ
た
形
状
で
頂
上
が
開
口
す
る
竪

穴)
の
五
種
類
に
分
類
さ
れ
て
お
り
、
単
独
あ
る
い
は
復
合
し
て
樹
型
群
を
な

し
、
富
士
山
麓
で
は
と
き
に
分
布
す
る
が
、
本
地
区
ほ
ど
ま
と
ま
り
の
あ
る
溶
岩
樹
型
分
布
地
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
い
た
め
、
誠
に
貴
重

な
国
の
文
化
財
と
い
え
る
の
で
あ
る
。



井形溶岩樹型

12110987654321
井井 横双 井 井 短 〃 井 斜 〃 井 形

生 井
形形洞井 形形形 〃形 洞 〃形 状

形

五八七六五四 一 九 三 七 径〇 八〇七〇 六 二

四 四五二三三三〇 四
六
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な
お
、
本
溶
岩
樹
型
地
内
に
存
在
す
る
樹
型
の
形
状
及
び
大
き
さ
等
を
次
に
表
示
し
、
保
護
に
つ
と
め
た
い
。

第
8
表

鳴
沢
溶
岩
樹
型
表

O
怪

一
深

孔
番

状
( 口セ

ン
チ
径) (

メ
ー
ト
ル さ
)

備
考

七
五

二
1

1・
四

六 K
〇

二
・
九

七
八

七
・
四

傾
斜
三
五
度
・
北
一
〇
度
西
に
向
く

一三
五

三
・
六
完
全
な
円
筒
状

九
〇

四
・
五

〇
・
九

現
在
は
存
在
し
な
い
。

六
六

三
・
五

三
・
七

・
( {二

個
の
円
筒
状
の
幹
よ
り
成
る

七
北
五
十
五
度
西
に
向
く
横
穴

一
八
〇

一
五
〇

四
・
五

第
四
節

応
用
地
質

自
然
資
源
の
開
発
と
自
然
保
護
と
の
調
和
は
、
人
類
の
生
活
が
進
展
す
る
に
伴
い
、
ま
す
ま
す
緊
密
な
連
携
の
も
と
に
多
角
的
な
総
合

調
査
に
よ
っ
て
解
決
す
べ
き
重
大
問
題
で
あ
る
。
と
く
に
わ
が
国
は
国
土
が
狭
い
上
に
、
人
口
過
多
に
よ
っ
て
産
業
・
経
済
そ
の
他
あ
ら
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紅葉台から仰ぐ富士山

英国ウエールズ大学のエイガー教授御夫妻一‒五合目
御庭にて一‒
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ゆ
る
面
に
お
け
る
社
会
活
動
が
過
密
状
態
に
お
か
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
難
し
い
環
境
に
当
面
し
て
い
る
も
の
の
、
現
代
さ
ら
に
未
来
に
生
き
る
わ
れ
わ
れ
と
し
て
は
、
生
活
を
よ
り
向
上
さ
せ
、
物

心
両
面
の
豊
か
さ
に

向
か
っ
て
努
力
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

そ
の
た
め
に
は
、
山
地
資
源
を
は
じ
め
観
光
資
源
・
地
下
資
源
な
ど
の
開
発
に
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
見
地
か
ら
み
る
と
、
鳴
沢

村
は
比
較
的
自
然
資
源
に
恵
ま
れ
て
い
る
と
い
え
る
。
そ
の
利
用
が
レ
ジ
ャ
ー
で
あ
れ
、
農
林
業
で
あ
れ
、

地
下
資
源
で
あ
れ
、
こ
れ
ら

の
自
然
資
源
を
よ
り
高
度
に
、
長
期
的
か
つ
有
効
的
に
活
用
し
て
い
き
た
い
。
こ
れ
ら
の
資
源
問
顧
を
将
来
の
展
望
に
た
っ
て
、
防
災
上

の
留
意
点
も
含
め
以
下
に
そ
れ
ぞ
れ
を
紹
介
し

て
お
く
。

1
景

勝
地
資
源

鳴
沢
村
に
は
、
富
士
山
の
噴
火
に
よ
っ
て
で

き
た
富
士
山
を
は
じ
め
、

溶
岩
洞
穴
や
溶
岩
樹

型
、
寄
生
火
山
と
広
大
な
青
木
ヶ
原
丸
尾
溶
岩

流
、

そ
れ
に
青
木
ヶ
原
樹
海
な
ど
が
存
在
し
、

こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
自
然
特
有
の
美
し
さ
と

神

秘
性
を
も
ち
、
日
本
を
代
表
す
る
景
勝
地
と
い

え
る
。

富
士
山
は
、
国
が
昭
和
二
十
七
年
十
一
月
二

十
二
日
に
「
特
別
名
勝
」
に
指
定
し
て
い
る
が
、



富士山五合目
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富
士
山
の
名
勝
た
る
ゆ
え
ん
は
、

山
麓
か
ら
山
頂
に
い
た
る
間
に
眺
め
ら

れ
る
大

景
観
と
、

本
村
を
は
じ
め
と
し
て
山
麓
周
囲
部
か
ら
眺
め
る
富
士
山
の
形
姿
に
あ
る
。
裏
富
士
と
俗
称

さ
れ
る
北
方
山
梨
県
側
、
と
く
に
紅
葉
台
や
足
和
田
山
か
ら
近
々
と
仰
ぐ
富
士
山
の

偉
容

は
、
ど
こ
よ
り
も
自
然
界
の
神
秘
と
、
雄
大
さ
を
味
わ
い
う
る
名
勝
地
で
あ
る
と
い
え
よ

う
っ昭
和
五
十
六
年
四
月
、
筆
者
の
招
聘
で
来
日
さ
れ
た
、
英
国
ウ
ェ
ー
ル
ズ
大
学
の
エ
イ
ガ
ー

教
授
は
地
質
学
・
古
生
物
学
の
世
界
的
権
威
者
で
あ
る
が
、
紅
葉
台
や
本
栖
湖
か
ら
仰
い
だ

富
士
山
を
み
て
、
「
富
士
山
は
世
界
の
宝
で
あ
り
、
世
界
の
資
源
だ
」
と
表
現
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
言
葉
は
、
近
日
中
に
出
版
さ
れ
る
『
日
本
旅
行
記
』
に
記
述
さ
れ
る
予
定
と
聞
い
て
い

る
が
、

富
士
山
の
特
別
名
勝
は
外
人
も
ま
た
誠
に
貴
重
な
景
勝
地
資
源
で
あ
る
と
認
め
て
い

る
の
で
あ
る
。

一
方
、
富
士
山
頂
に
は
直
径
お
よ
そ
五
〇
〇

、
深
さ
お
よ
そ
一
七
〇
済
の
摺

鉢
形
の
噴

火
口
が
あ
っ
て
、
底
に
は
い
つ
も
雪
が
あ
る
。
こ
の
噴
火
口
の
周
囲
を
一
周
す
る
こ
と
を

「
お
鉢
め
ぐ
り
」
と
い
う
が
、
こ
こ
か
ら
見
る

下
界
の
眺
め
は
、
東
南
方
に
は
伊
豆
半

島、
相
模
灘
お
よ
び
東
京
湾
か
ら
房
総
半
島
ま
で
の
海
岸
線
が
曲
折
し
て
、
優
美
な
姿
を
煙
霧
の

中
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
こ
の
登
頂
が
夕
刻
の
場
合
に
は
時
に
雲
海
に
大
富
士
の
影
が
う
つ
り
、
特
に
暁
天
の
御
来
迎
を
み
る

と
、
こ
れ
ほ
ど
自
然
界
の
雄
大
さ
と
、

神
秘
さ
を
味
わ
い
う
る
貴
重
な
名
勝
地
は
他
に
比
肩
す
る
も
の
が
な
い
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
本
村
内
に
存
在
す
る
鳴
沢
氷
穴
を
は
じ
め
神
座
風
穴
・
附
蒲
鉾
穴
・
眼
鏡
穴
な
ど
の
溶
岩
洞
穴
お
よ
び
鳴
沢
溶
岩
樹
型
は
、
い

ず
れ
も
昭
和
四
年
十
二
月
十
七
日
に
国
の
天
然
記
念
物
お
よ
び
特
別
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
い
ず
れ
も
屈
指
の
溶
岩
ト
ン
ネ
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ル
お
よ
び
溶
岩
樹
型
群
と
し
て
誠
に
貴
重
な
文
化
財
で
あ
る
と
と
も
に
観
光
資
源
で
も
あ

る

r
e。さ

ら
に
、
こ
れ
ら
の
洞
穴
や
樹
型
群
を
も
つ
青
木
ヶ
原
丸
尾
溶
岩
流
の
表
面
に
は
、

樹
齢

二
百
年
か
ら
千
百
年
ほ
ど
の
ツ

ガ
、

コ
メ

ッツ
ガ
、
ヒ
メ
コ
マ
ツ
、
シ
ラ
ベ
、

カ
ラ
マ
ツ
、

ヒ

ノ
キ
、
ト
ウ
ヒ
、
ブ
ナ
、
ミ
ズ
ナ
ラ
、
カ
ツ
ラ
、
ア
セ
ビ
、
カ
エ
デ
類
な
ど
が
う
っ
そ
う
と

茂
り
、
大
原
始
林
を
形
成
し
て
い
る
。

こ
の
原
始
林
の
う
ち
精
進
湖
畔
か
ら
鳴
沢
集
落
に
い
た
る
間
の
原
始
林
を
、
通
称
「
青
木

ヶ
原
樹
海
」
と
呼
び
、
こ
こ
か
ら
富
士
山
五
合
目
に
向
か
っ
て
一
大
原
始
林
が
続
い
て
い
る

が
、
精
進
登
山
道
に
沿
う
樹
海
は
緑
の
海
の
感
が
と
く
に
強
く
、
単
に
景
観
上
か
ら
み
た
場

合
で
も
、

そ
の
価
値
は
極
め
て
高
い
も
の
で
あ
る
。

以
上
の
景
勝
地
資
源
は
景
観
上
貴
重
な
自
然
現
象
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
自
然
な
ら
び
に
歴

史
・
文
化
財
等
も
含
め
学
習
す
る
た
め
の
価
値
あ
る
道
路
「
自
然
学
習
路
」
を
設
立
し
て
活

用
す
る
必
要
が
あ
る
。
現
在
、
樹
海
の
な
か
に
東
海
自
然
歩
道
が
あ
り
、
ま
た
鳴
沢
氷
穴
お
よ
び
鳴
沢
溶
岩
樹
型
に
は
解
説
説
明
板
が
設

置
さ
れ
て
い
る
が
、
産
業
公
害
な
し
に
過
疎
化
を
防
止
し
、
も
っ
て
来
た
る
べ
き
本
村
の
理
想
都
市
建
設
に
あ
た
っ
て
は
、
本
村
が
も
つ

恵
ま
れ
た
景
勝
地
資
源
全
体
の
活
用
と
保
全
を
さ
ら
に
図
る
よ
う
努
力
す
る
必
要
が
あ
る
。

そ
の
た
め
に
は
、

す
で
に
地
質
の
項
で
記
述
し
た
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
点
で
露
出
す
る
岩
石
や
地
層
の
ほ
か
、

そ
の
地
域
で
の
地

史
の
推
移
等
が
学
習
で
き
る
よ
う
に
、
自
然
学
習
路
の
設
立
が
急
務
で
あ
り
、
さ
ら
に
主
要
観
察
地
点
に
は
さ
ら
に
多
く
の
解
説
説
明
板

を
設
置
し
、
で
き
れ
ば
展
示
室
兼
宿
泊
所
の
設
備
が
強
く
望
ま
れ
る
こ
と
を
付
記
し
て
お
き
た
い
。
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2
岳
麓
の
レ
ジ
ャ
ー
設
備

江
戸
時
代
に
盛
ん
と
な
っ
た
「
富
士
山
信
仰
」

は
、

岳
麓
の
町
に
御
師
の
家
を
つ
く
り
、

各
地
か
ら
集
ま
っ

た
信
者
が
活
気
を
生
み
出
し
て
い
た
。
昭
和
二

十
五
年

こ
ろ
か
ら
は
、

富
士
山
信
仰
は
レ
ジ
ャ
ー
に
変
わ
り
、

そ
れ
と
あ
い
ま
っ
て
富
士
北
麓
地
域
に
は
、

東
京
都
心

‒‒
部
か
ら
中
央
自
動
車
道
、
ま
た
は
J ・ R

中
央
本
線

‒
富
士
急
行
線
で
二

時
間
前
後
で
到
着
で
き
る
近
代
交

通
網
の
整
備
が
、

本
地
域
の
観
光
地
化
を
一
段
と
促
進

さ
せ
た
。

こ
れ
ら

観
光
事
業
の
う
ち
、
本
村
に
お
け
る
レ
ジ
ャ

ー
設

備
で
特
に
誇
れ
る
も
の
と
し
て
は
、
ゴ
ル
フ
場
と

天
神
山
人
工
ス
キ
ー
場
と
が
あ
る
。

昭
和
四
十
年
代
に
お
け
る
経
済
の
高
度
成
長
の
波
に
乗
っ
て
、

全
国
的
に
レ
ジ
ャ
ー
ブ
ー
ム
が
巻
き
起
こ
り
、
ゴ
ル
フ
も
そ
の
影
響
を

受
け
て
急
激
に
流
行
し
は
じ

め
、

各
地
で
ゴ

ル
フ
場
の
建
設
が
な
さ
れ
て
き
た
が
、

快
適
な
環
境
と
な
る
と
富
士
山
麓
の
ゴ
ル
フ
場
と
い

う
人
々
が
多
い
よ
う
で
あ
る
。

一
方
、
山
梨
県
下
に
は
整
備
の
完
備し

た
ス
キ
ー
場
は
皆
無
で
あ
っ
た
が
、
昭
和
六
十
一
年
十
二
月
に
本
村
の
天
神
山
山
麓
部
に
人
工

ス
キ
ー
場
が
建
設
さ
れ
た
。
そ
の
位
置
は
富
士
山
の
北
西
山
麓
に
あ
た
り
、
こ
の
区
域
の
北
西
端
に
は
寄
生
火
山
の
天
神
山
(
一
四
七
一
・
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四
燃
)
が

存
在
す
る
。

ス
キ
ー
場
内
の

海
抜
は
一
二

七

〇
一
一
四
七
〇
脳
の
範
囲
で
、

全

体
と
し
て
は
開
析
さ
れ
て
い
る
た

w
w

め
、
天
神
山
を
除
く
と
、
ほ
ぼ
平

担
な
地
形
を
呈
し
つ
つ
、

北
西
方

向
に
微
傾
斜
し
て
い
る
。
ま
た
、

本
区
域
は
中
期
溶 容
岩 器
流
上
に
〇
・

五
材
か
ら
六
好
前
後
の

被
覆
土
ま

た
は
含
ス
コ
リ
ア
溶
岩
流
、

ま
た

は
含
ス
コ
リ
ア
火
山
砂
層
が
主
な

地
質
で
あ
る
。

こ
の
う
ち
溶
岩
は
カ
ン
ラ
ン
石
玄
武
岩
が
主
で
、
黒
色
ま
た
は
赤
褐
色
を
呈
し
、

ス
コ
リ
ア
溶
岩
も
黒
ま
た
は
赤
褐
色
の
二

種
類
が
存

在
す
る
が
、
溶
岩
流
の
露
頭
は
谷
壁
部
を
除
く
と
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
い
こ
と
と
、
河
川
も
極
め
て
小
規
模
な
も
の
し
か
な
く
、
然
も
平

常
時
に
は
流
水
が
な
く
、
比
較
的
安
定
化
し
た
地
質
区
で
あ
っ
た
た
め
、

短
期
間
の
う
ち
に
立
派
な
ス
キ
ー
場
が
完
成
し
、
数
多
く
の
人

々
に
親
し
ま
れ
て
い
る
の
で

あ
る
。

な
お
、

ス
キ
ー
場
お
よ
び
前
述
の
ゴ

ル
フ
場
建
設
地
区
の
大
部
分
の
地
質
は
、

中
期
溶
岩
流
の
分
布
地
で
あ
る
か
ら
、

新
期
溶
岩
流
の

丸
尾
溶
岩
流
分
布
地
に
存
在
す
る
よ
う
な
天
然
記
念
物
指
定
の
溶
岩
洞
穴
や
、
溶
岩
樹
型
等
は
現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
は
発
見
さ
れ
て
い
な
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い
。し
た
が
っ
て
、

本
村
に
お
い
て
土
地
資
源
の
有
効
的
な
活
用
を
図
ら
れ
る
こ
と
は
意
義
の
あ
る
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
が
、
今
後
は
学
術

上
、
ま
た
は
公
益
上
貴
重
な
も
の
が
発
見
さ
れ
る
時
点
ま
で
と
、

本
地
内
で
新
築
工
作
物
や
道
路
の
建
設
等
に
あ
た
っ
て
は
、
地
形
に
順

応
さ
せ
な
が
ら
、
ま
た
大
規
模
な
切
り
土
あ
る
い
は
盛
り
土
を
伴
わ
な
い
よ
う
配
慮
す
る
と
共
に
、

建
造
物
を
造
築
す
る
際
に
は
、

表
土

お
よ
び
ロ
ー
ム
層
等
の
被
覆
層
を
貫
通
し
て
安
定
な
基
盤
岩
ま
で
の
抗
基
礎
の
打
設
が
望
ま
れ
る
地
域
で
も
あ
る
の
で
、
無
謀
な
開
発
は

厳
重
に
つ
つ
し
む
よ
う
希
望
し
て
お
き
た
い
。

第
五
節

自
然
と
災
害

現
在
の
鳴
沢
村
に
お
け
る
自
然
災
害
は
、

地
形
・
地
質
・
気
象
要
素
等
か
ら
み
る
と
、
主
と
し
て
台
風
の
も
た
ら
す
風
水
害
が
最
も
多

く
、

か
つ
そ
の
被
害
の
程
度
も
大
き
い
。
そ
の
ほ
か
風
害
・
冷
害
・
凍
霜
害
・
降
雹
の
災
害
や
干
ば
つ
に
よ
る
災
害
、

時
に
は
病
害
虫
に

よ
る
災
害
等
も
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
災
害
に
つ
い
て
は
第
二

章
・

第
三
節
に
気
象
災
害
の
項
が
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
明
治
以
降
で
特
に

被
害
の
著
し
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
風
水
害
史
の
列
記
に
と
ど
め
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

ま
た
、

鳴
沢
村
は
地
質
的
に
み
て
新
し
い
火
山
、
す
な
わ
ち
富
士
山
そ
の
も
の
で
あ
る
か
ら
、
大
地
震
や
火
山
噴
火
の
起
こ
り
得
る
可

能
性
の
あ
る
こ
と
を
考
え
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
こ
れ
ら
の
災
害
に
つ
い
て
も
第
二

章
・
第
四
節
の
「
地
震
と
噴
火
」
の
項
が
あ
る

の
で
こ
こ
で
は
宝
永
地
震
以
降
の
地
震
と
噴
火
に
つ
い
て
の
列
記
に
と
ど
め
て
お
き
た
い
。

な
お
、
富
士
山
山
体
自
身
に
つ
い
て
は
大
沢
く
ず
れ
に
つ
い
て
項
を
改
め
て
記
述
し
た
。

今
後
の
富
士
山
災
害
防
止
対
策
に
つ
い
て
の

一
資
料
と
な
れ
ば
誠
に
幸
い
な
こ
と
で
あ
る
。
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一
風
水
害

明
治
十
八
年
七
月
一
・
二
日
の
暴
風
雨
・
洪
水

紀
州
南
沖
よ
り
紀
伊
半
島
東
側
に
上

陸
。

北
東
進
・
富
士
川
を
ほ
ぼ
中
心
に
し
て
北
上
し

た
の
で
、
本
村
に
も
大
被
害
が
発
生
し
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
山
梨
県
内
で
の
死
者
二
十
九
名
。
の
ち
佐
渡
を
か
す
め
、

本
州
北
部
海

上
に
抜
け
た
。

明
治
二
十
二
年
九
月
十
一
・
十
二
日
の
暴
風
雨
・
洪
水

宮
城
県
で
の
死
者
百
六
名
を
筆
頭
に
、
以
下
特
に
和
歌
山
・
滋
賀
・
愛
知
・

静
岡

・山
梨
・
長
野
・
新
潟
県
等
に
大
被
害
を
発
生
さ
せ
た
風
水
害
で
あ
り
、
こ
の
二
年
後
の
明
治
二
十
四
年
十
月
二
日
に
、
死
者
七
千
二
百

七
十
八
名
を
出
し
た
濃
尾
大
地
震
が

発
生
し
て
い
る
。

明
治
二
十
九
年
九
月
六
日
～
十
二
日
の
暴
風
雨
・
洪
水

全
国
的
に
み
て
最
大
級
の
洪
水
と
い
わ
れ
る
本
風
水
害
は
、

東
京
で
は
明
治
三

大

洪
水
の
一
つ
と
い
わ
れ
、
山
梨
県
で
も
死
者
五
十
八
名
、
河
川
水

路
、
公
共
施
設
、
住
家
等
に
大
被
害
を
お
よ
ぼ
し
て
い
る
。

明
治
三
十
一
年
九
月
六
日
～
八
日
の
暴
風
雨
・
洪
水

山
梨
県
で
の
死
者
百
五
十
八
名
を
筆
頭
に
、

長
野
県
で
死
者
十
名
、

群
馬
県
が
死
者

四
名
、
静
岡
県
で
死
者
四
名
を
出
し
た
風
水
害
で
あ
り
、
特
に
富
士
川
及
び
そ
の
支
流
河
川
が
氾
ら
ん
し
、
田
畑
の
浸
水
が
目
立
っ
た

が
、
富
士
五
湖
の
水
位
も
異
常
に
上
昇
し
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

明
治
四
十
年
八
月
二
十
二
日
～
二
十
八
日
の
台
風

明
治
三
大
洪
水
の
う
ち
三
番
目
の
も
の
で
、

特
に
山
梨
・
茨
城
・
福
島
の
三
県
で
の
被

害
が
大
き
い
。
富
士
川
水
系
は
全
面
浸
水
・
富
士
五
湖
の
水
位
も
異
常
に
上
昇
し
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

明
治
四
十
三
年
八
月
六
日
～
十
一
日
及
び
十
二
日
～
十
五
日
の
梅
雨
前
線
活
動
と
台
風

関
東
で
は
明
治
最
大
の
洪
水
と
い
わ
れ
、

山
梨

県
で

の
死
者
は
二
十
四
名
。
甲
府
の
記
録
で
は
雨
量
が
五
八
三
・
二
:
リ
に
も
達
し
、
十
日
は
一
日
で
三
二
三
・
五
ミ
リ
の
雨
量
を
記
録
し
た
。
本

村
で
は
そ
れ
以
上
の
降
雨
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
大
災
害
が
発
生
し
た
と
古
老
に
聞
く

が
、

被
害
状
況
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

昭
和
九
年
九
月
二
十
一
日
の
室
戸
台
風

二
十
一
日
七
時
半
こ
ろ
か
ら
暴
風
雨
と
な
り
、

甲
府
で
最
大
瞬
間
風
速
二
二
材
/
秒
を
示
す
。
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本
台
風
は
午
前
五
時
一
〇
分
、
室
戸
岬
で
六
八
四
・
〇
ミ
リ
の
最
低
気
圧
記
録
を
作
っ
た
有
名
な
台
風
で
あ
る
が
、
甲
府
で
も
最
低
気
圧

は
水
銀
柱
七
三
九
・
一

"リ
に
降
下
し
て
い
る
。

本
村
で
は
南
東
烈
風
時
に
屋
根
瓦
、
板
塀
等
が
倒
れ
、

農
作
物
に
も
被
害
が
出
た
も
の
の
、

降
水
量
は
さ
ほ
ど
多
い
方
で
な
か
っ
た
の

で
、
そ
の
点
で
は
大
災
害
に
は
な
ら
な
か
っ
た
と
聞
く
。

昭
和
十
年
九
月
二
十
三
日
～
二
十
五
日
の
台
風

主
と
し
て
関
東
地
方
に
大
被
害
を
出
し
た
台
風
で
、

山
梨
県
で
は
三

十
九
名
の

死
者
が
あ

っ
た
。

昭
和
十
三
年
六
月
二
十
八
日
～
七
月
八
日
の
豪
雨
及
び
八
月
三
十
一
日
の
台
風
、

前
者
の
豪
雨
は
、

オ
ホ
ー
ツ
ク

高
気
圧
と
小
笠
原
高
気
圧
の

間
に
形
成
さ
れ
た
顕
著
な
前
線
に
よ
る
も
の
で
、
降
雨
量
の
多
い
こ
と
と
降
雨
地
域
の
広
い
こ
と
は
い
ま
だ
か
つ
て
な
か
っ
た
と
さ
え
い

わ
れ
、
ほ
と
ん
ど
の
河
川
は
氾
ら
ん
、
低
地
の
出
水
、
富
士
五
湖
の
異
常
増
水
な
ど
の
被
害
を
受
け
る
。
甲
府
で
の
六
月
二
十
七
日
か
ら

三
十
日
ま
で
の
降
水
量
は
三
〇
〇
・
六
: "
、
七
月
一
日
か
ら
五
日
ま
で
の
降
水
量
は
一
四
六
・
六
"
”
を
記
録
し
て
い
る
。
な
お
、
後
者
の

台
風
は
関
東
・
甲
信
地
区
に
大
被
害
が
発
生
、
山
梨
県
で
は
三

名
の
死
者
が
あ
っ
た
。

昭
和
二
十
年
十
月
十
日
～
十
三
日
の
阿
久
根
台
風

本
州
全
域
に
大
被
害
を
出
し
た
台
風
で
、
山
梨
県
で
は
三
十
六
名
の
死
者
が
あ
っ
た
。

昭
和
二
十
二
年
九
月
十
三
日
～
十
五
日
の
カ
ス
リ
ン
台
風

甲
信
・
関
東
・

東
北
地
方
に
大
水
害
を
出
し
た
台
風
で
、

山
梨
県
で
の
死
者
は

十
六
名
。
田
畑
浸
水
面
積
が
広
く
、
甲
府
で
の
降
雨
量
は
三
〇
六
・
二
、
リ
を
記
録
し
て
い
る

。

昭
和
三
十
四
年
八
月
十
二
日
～
十
四
日
の
七
号
台
風
と
九
月
二
十
六
日
～
二
十
七
日
の
一
五
号
台
風

前
者
の
七
号
台
風
は
硫
黄
島
方
面
に
発

生
、
本
土
に
近
づ
く
に
従
い
速
度
を
増
し
て
駿
河
湾
に
上
陸
、

富
士
川
を
北
上
し
て
八
月
十
四
日
午
前
四
時
半
こ
ろ
、

本
村
の
西
側
付
近

を
通
過
、

午
前
七
時
半
こ
ろ
そ
の
中
心
は
甲
府
市
西
側
を
通
過
し
て
北
上
、

長
野
県
上
田
市
を
経
て
日
本
海
に
抜
け
て
い
る
。
そ
の
時
の

瞬
間
風
速
は
四
三
・
二
グ
/
秒
(
七
時
二
十
五
分
)、

最
大
風
速
は三

三
・
六
材
/
秒
、
最
低
気
圧
は
九
六
八
・
五
”バ

ー
ル、

雨
量
は
一
九
四
・
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第9表 甲府・河口湖の観測表

地 名| 種 別 観 測 値 起

最 低 気圧(海 面) 980.4mb 26日22時17分
甲 最 大 風 速 SSE229.9.8m/s 26日21時50分

最 大 瞬 間 風 速 SE37.2m/s 26日21時45分

降 総 量 82.1mm 24日～26日
日 最 大| 64.5mm 26日水

府 1 時 間 最 大 14.9mm 26日23時10分
量 10分 間 最 大 7.3mm 26日17時33分

最 低 気圧(現 地) 890.4mb 27日00時06分
最 大 風 速 SW27.0m/s 27日00時10分
最 大 瞬 間 風 速 SSW38.9m/s 26日13時57分
降 総 量 277.1mm 24日～26日

日 最 大 239.2m m 26日水|湖 1 時 間 最 大 32.1 m m 26日23時17分
量 10分 間 最 大 11.4mm 26日18時32分

ー山 梨県の気象よりー

-1 80 -

七
ミ
を
記
録
し
て
い
る
。

日
一
方
、
被
害
も
甚
大
で
八
月
十
五
日
の
山
梨
日
日
新
聞
に
よ
れ

ば
、
県
内
の
人
的
被
害
は
死
者
三

十
二

名、
負
傷
者
百
四
十
四

名
、
行
方
不
明
者
七
十
四
名
、

全
壊
・
半
壊
・
流
失
家
屋
は
二
千

0
2

(

七
百
六
十
六
戸
、

田
畑
被
害
約
四
〇
〇
〇
新
を
は
じ
め
河
川
、

砂

防
設
備
・
道
路
・
林
道
・
学
校
施
設
等
に
総
額
約
六
十
億
円
の

被

害
を
出
し
て
い
る
。

こ
の
七
号
台
風
に
よ
る
被
害
の
応
急
対
策
が
完
了
し
な
い
ま
ま

追
い
打
ち
的
に
、
台
風
一
五
号
が
襲
来
、
被
害
は
さ
ら
に
増
加
し

た
た
め
、
山
梨
県
で
は
災
害
救
助
法
を
発
動
し
復
旧
に
つ
と

め

た
。

速
量
大
大
大

速
速

一
量
大
大
大

最
最

な
お
、
七
号
台
風
時
の
天
気
図
は
図
の
ご
と
く
で
あ
り
、

ま
た

本
台
風
の
甲
府
お
よ
び
河
口
湖
に
お
け
る
観
測
表
は
第
9
表
に
示

し
た
通
り
で

あ
る
。

昭
和
三
十
六
年
六
月
二
十
四
日
～
七
月
四
日
の
梅
雨
前
線
豪
雨

六

最
最
最

月
二
十
五
日
か
ら
降
り
出
し
た
雨
は
二
十
七
日
夜
半
か
ら
二
十
八

府
河

口
湖

日
に
か
け
て
台
風
六
号
の
影
響
を
受
け
て
激
し
く
な
り
、

鰍
沢
で

は
連
続
雨
量
が
四
四
五
"”
と
い
う
記
録
を
つ
く
っ
た
。
こ
の
た
め
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各
地
に
洪
水
が
発
生
し
、
大
被
害
が
で
た
が
、

本
村
で
は
人
的
被
害
も
な
く
、

そ
の
他
の
被
害
も
軽
微
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

昭
和
四
十
一
年
九
月
二
十
五
日
の

二
十
六
号
台
風

九
月
二
十
三

日
に
発
生
し
た
台
風
二
六
号
は
次
第
に
勢
力
を
増
し
な
が
ら
北
上
、
小
型

か
ら
中
型
と
な
り
、
さ
ら
に
発
達
し
て
速
度
も
四
〇
～
六
〇
ゃ
ぶ
/
時
と
な
り
、
発
生
か
ら
わ
ず
か
二
日
後
の
二
十
五
日
零
時
に
は
静
岡
県



第10表 台風26号の気象官署極値表
地名| 種 別 観 測 値 起 時

最低 気圧(海面) 973.6mb 25日01時43分
甲 最 大 風 速 W17.5m/S 25日02時10分

最大 瞬 間 風 速 NE32.7m/S 25日01時43分

21日 2.6mm
降 22日 48.4mm

23日 9.0mm

水 24日 53.1mm
25日 65.8mm
総 量 178.9mm

府 1時間 最大 41.4mm 25日02時00分
10分間 最大 11.0mm 25日01時40分

地名 種 別 観 測 値 起

最低気圧(現地) 880.4mS 25日01時40分
最 大 風 速 SSE24.7m/S 25日01時40分
最 大 瞬 間 風 速 SSE40.1m/S 25日01時42分

21日 3.2mm
降 22日 17.0mm

23日 4.1mm
24日 122.1mm水
25日 148.9mm
総 量 295.3mm

津 量 1時間 最大 82.8mm 25日01時40分
10分間 最大 22.7mm 25日01時22分

(甲府地方気象台資料)
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御
前
崎
付
近
に
上
陸
、
さ
ら
に

時
一
時
こ
ろ
山
梨
県
南
部
に
入
り

富
士
山
の
西
側
か
ら
一
時
半
こ

台
ろ
本
村
の
西
側
を
通
過
し
た
。

本
台
風
は
一
〇
〇
"
以
上
の

雨
を
降
ら
せ
た
上
、
台
風
の
中

CO
CO

心
が
御
坂
山
地
を
横
断
し
た
た

め
、

御
坂
山
地
の
山
腹
は
各
地

で
崩
壊
し
、
小
河
川
の
は
ん
ら

ん
が
続
発
し
、

住
宅
、

耕
地
等

に
大
災
害
を
も
た
ら
し
た
。
こ

速
速

量
大
大

こ
に
当
時
の

気
象
条
件
や
災
害

状
況
を
図
示
お
よ
び
表
示
し
て

お
く
。

昭
和
五
七
年
八
月
一
日
・
二

日

量
最
最

降
水

量
の
台
風
一
〇
号
及
び
十
二
日
・
十

三
日
の
豪
雨

台
風
一
〇

号
の

府
船

津
来
不
襲
直
前
の
七
月
二
十
四
日
こ
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ろ
か
ら
、
本
県
は
梅
雨
前
線
に
よ
る
長
雨
が
続
き
、
三
十
一
日
ま
で
の
総
雨
量
は
五
〇" ”

”
か
ら
一
〇
〇
…』
に
達
し
て
い
た
。

台
風
一
〇
号
は
厚
い
雨
雲
を
伴
っ
て
本
土
に
上
陸
(
八
月
一
日
二
十
四
時
渥
美
半
島
西

部
)、

本
県
は
台
風
の
東
側
と
な
っ
た
た
め
、

南
よ

り
の
風
と
と
も
に
激
し
い
豪
雨
に
見
舞
わ
れ
た
。

八
月
一
日
・
二
日
の
台
風
一
〇
号
接
近
に
伴
う
二
日
間
の
総
雨
量
は
、
河
口
湖
が
四
〇

六 "”
、
上
九
一
色
四
四
九
"

』、
山
中
四
三

八 ”
(

等
で
あ
り
、
ピ
ー
ク
時
の
時
間
雨
量
も
上
九
一
色
が
五
六
"
』、

南
部
四
三

等
で
、

未
曽
有
の
大
災
害
を
被
っ
た
と
い
う
昭
和
三
十
四
年

の
七
号
台
風
を
は
る
か
に
し
の
ぐ
超
異
常
の
豪
雨
を
も
た
ら
し
た
の
で
あ
る
。

台
風
通
過
後
は
一
時
雨
が
上
が
っ
た
が
三
日
に
は
再
び
台
風
九
号
く
ず
れ
の
温
帯
低
気
圧
に
伴
う
豪
雨
に
見
舞
わ
れ
、
被
害
を
倍
加
さ

せ
た
。
一
日
か
ら
三
日
ま
で
の
三
日
間
の
総
雨
量
は
、
上
九
一
色
が
五
九
七
"

』、
南
部
五
三
八
”

』、
山
中
五
三

七 ”
等
で
あ
る
。

風
は
南
部
か
ら
吹
き
始
め
、
県
下
全
般
に
強
く
な
っ
た
の
は
二
日
未
明
か
ら
で
最
大
風
速
は
一
一
・
〇
～
一
五
・
七
脳
/
秒
、

最
大
瞬

間
風
速
も
二
一
・
六
～
三
三
・
九
材
/
秒
程
度
で
、

雨
量
に
比
し
風
は
さ
ほ
ど
強
く
な
か
っ
た
。
そ
の
結

果 、
中
腹
以
上
で
の
山
腹
大
崩

壊
は
比
較
的
少
な
く
、

渓
流
沿
い
の
滑
落
、

浸
食
、

土
石
流
に
よ
る
被
害
が
大
き
か
っ
た
。

こ
の
一
〇

号
台
風
に
よ
る
被
害
の
応
急
対
策
が
完
了
し
な
い
ま
ま
、

追
い
打
ち
的
に
十
二

日
・
十
三

日
の
豪
雨
に
見
舞
わ
れ
た
。
こ
の

豪
雨
は
台
風
一
八
号
接
近
に
伴
う
も
の
で
、
二
日
間
の
総
雨
量
は
河
口
湖
が
四
一
二
" "
、

上
九
一
色
で
四
六
五
"
』
と
い
う
超
異
常
と
み
る

べ
き
ほ
ど
の
豪
雨
で
あ
っ
た
。
こ
の
大
雨
の
影
響
に
よ
っ
て
富
士
五
湖
は
台
風
の
通
過
後
も
増
水
を
続
け
、
五
湖
周
辺
の
ホ
テ
ル
や
民
家

等
に
浸
水
す
る
被
害
が
相
次
い
だ
。

山
梨
県
河
川
課
の
調
査
に
よ
る
と
、
十
六
日
の
午
前
十
時
ま
で
に
河
口
湖
で
は
河
川
課
が
定
め
て
い
る
基
準
水
位
(
八
三
三
・
三
二
五
督
)

を
一
・
〇
一
以
上
昇
、
西
湖
で
は
六
・
七
M
を
超
え
、
本
栖
湖
、

精
進
湖
で
は
と
も
に
三
ぶ
も
基
準
水
位
を
超
し
、

山
中
湖
で
は
二
材
が

上
昇
し
た
が
、
こ
の
増
水
の
規
模
に
つ
い
て
は
明
治
四
〇
年
の
大
洪
水
以
来
の
こ
と
と
し
て
、
そ
の
放
水
対
策
に
つ
い
て
の
検
討
が
な
さ
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れ
た
。

一
方
筆
者
は
十
五
日
深
夜
か
ら
十
六
日
に
か
け
て
現
地
を
調
査
し
、
増
水
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
今
後
の
見
通
し
な
ど
に
つ
い
て
次
の
よ
う

な
意
見
を
具
申
し
た
。
そ
の
内
容
を
要
約
す
る
と
、
今
回
の
富
士
五
湖
の
異
常
増
水
は
、
豪
雨
に
よ
る
以
外
に
御
坂
山
地
な
ら
び
に
と
く

に
富
士
山
の
地
下
水
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
し
た
。
す
な
わ
ち
、
富
士
山
は
成
層
火
山
で
幾
層
か
の
溶
岩
に
覆
わ
れ
て
い
る
が
、

そ
の
間

に
は
火
山
灰
や
火
山
礫
、
ス
コ
リ
ア
(
軽
石
状
)

溶
岩
等
が
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
状
に
挟
ま
れ
て
お
り
、

そ
こ
に
伏
流
水
が
含
ま
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
富
士
山
に
豪
雨
が
あ
っ
た
場
合
、
従
来
の
資
料
を
検
討
し
て
み
る
と
、
降
雨
量
の
う
ち
ほ
ぼ
五
〇
メ
ン
ト
は
直
接
地
表
を
流
れ
、

ほ
ぼ
二

五
ゼ がン
ト
は
蒸
散
(
樹
木
が
吸
い
上
げ
る
ほ
か
蒸
発
)
し
、
残
り
の
二

五
ゼ
ン
ト
前
後
が
伏
流
水
に
な
る
と
み
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
が
八
月
初
旬
の
台
風
一
〇
号
と
追
い
打
ち
豪
雨
に
よ
っ
て
、
こ
の
伏
流
水
が
飽
和
状
慮
に
な
っ
て
い
た
と
こ
ろ
に
台
風
一
八
号

の
大
雨
が
降
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
た
め
御
坂
山
地
と
富
士
山
の
表
面
を
流
下
し
た
水
で
湖
が
増
水
し
て
い
た
と
こ
ろ
に
、
地
下
の
伏
流

水
が
平
常
気
象
時
よ
り
は
多
量
に
流
れ
込
み
、
そ
の
結
果
異
常
増
水
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
今
回
と
逆
の
現
象
す
な
わ
ち
富
士
五
湖
な
か
で
も
河
口
湖
が
四
十
五
年
八
月
に
異
常
渇
水
に
見
舞
わ
れ
、
富
士
マ
リ
モ
が
枯

死
寸
前
に
な
る
と
い
う
災
害
が
発
生
し
た
際
、
筆
者
は
約
二
ヶ
月
間
に
わ
た
っ
て
水
位
の
回
復
状
況
を
観
測
し
た
。
そ
の
資
料
を
も
と
に

富
士
五
湖
の
な
か
で
も
河
口
湖
の
減

水
ペ
ー
ス
を
試
算
し
、

今
後
、
平
常
の
気
象
条
件
が
続
く
と
す
れ
ば
、
今
回
の
河
口
湖
の
異
常
増
水

は
あ
と
二
・
三

日
で
増
水
現
象
は
止
ま
り
、
約
一
ヶ
月
で
水
位
は
基
準
水
位
に
戻
る
と
推
定
し
た
。

そ
の

後
、

東
京
電
力
は
十
七
日
午
前
十

時
三
十
分
か
ら
河
口
湖
の
排
水
を
毎
秒
七
・
七
九
、’ (

平
常
時
は
六

ン)
で
開
始
し
た
。
ま
た
本

栖
湖
で
は
、
十
七
日
午

後
三

時
か
ら
日
軽
金
蒲
原
工
場
の
発
電
用
を
利
用
し
て
毎
秒
三
、
放
水
を
開
始
し
た
。
こ
の
結
果
一
ヶ
月
後
の
九

月
十
六
日
に
五
湖
の
水
位
は
基
準
水
位
に
戻
り
、
湖
畔
道
路
の
冠
水
も
完
全
復
旧
し
、

五
湖
周
辺
は
再
び
観
光
の
都
に
戻
っ
た
の
で

あ

る

r
e。

o
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昭
和
五
十
八
年
八
月
十
四
日
か
ら
十
七
日
に
か
け
て
の
台
風
五
号
と
六
号
に
よ
る
豪
雨

台
風
五
号
は
八
月
五
日
発
生
以
来
次
第
に
発
達
し
な

が
ら
、
遅
い
速
度
で
北
上
し
た
。
ま
た
半
径
約
一
〇
〇
〇

ト
に
及
ぶ
強
雨
域
が
、
台
風
の
北
上
と
と
も
に
ゆ
っ
く
り
と
北
上
し
た
の
で

あ
る

。

一
方
、

台
風
六
号
が
台
風
五
号
を
先
回
り
し
て
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
小
型
で
並
み
の
勢
力
を
保
ち
つ
つ
東
海
道
の
南
海
上
を
西
進
し
た

台
風
六
号
の
た
め
、
十
四
日
、
十
五
日
に
か
け
山
梨
県
下
全
域
に
雨
が
降
り
、
特
に
県
東
部
で
時
間
雨

量二
〇 "

”
以
上
の
大
雨
が
あ
っ

た
。ま
た
台
風
五
号
は
上
陸
後
、

蛇
行
し
な
が
ら
遅
い
速
度
で
東
海
地
方
か
ら
関
東
地
方
へ
と
通
過
し
た
が
、
台
風
の
東
半
円
に
広
が
る
広

範
な
強
雨
域
が
ゆ
っ
く
り
北
東
進
し
た
た
め
、
山
梨
県
で
は
大
雨
の
継
続
時
間
が
長
く
さ
ら
に
南
よ
り
の
気
流
に
よ
り
県
東
部
、
富
士
五

湖
地
方
を
中
心
に
大
雨
が
降
り
つ
づ
い
た
。

総
降
水
量
は
、
上
九
一
色
で
四
八
一
"
”
河
口
湖
で
八
五
六
・
五
" "
山
中
で
一
〇
三
四
: "
に
も
達
し
た
。
こ
の
た
め
大
雨
に
よ
る
被
害
は

ほ
ぼ
全
県
に
広
が
っ
た
が
、
特
に
被
害
の
大
き
か
っ
た
地
域
は
南
都
留
郡
河
口
湖
町
と
富
士
吉
田
市
が
中
心
で
あ
っ
た
。
河
口
湖
町
河
口

で
は
十
六
日
の
午
前
七
時
こ
ろ
河
口
湖
に
流
れ
る
六
首
川
が
は
ん
ら
ん
し
、
鉄
砲
水
の
た
め
一
人
が
流
さ
れ
死
亡
し
て
い
る
。
ま
た
富
士

吉
田
市
で
は
、
十
六
日
の
午
前
七
時
ご
ろ
西
部
を
流
れ
る
入
山
川
の
は
ん
ら
ん
が
起
り
、
川
沿
い
の
住
家
へ
土
砂
が
流
れ
込
み
住
宅
が
全

壊
す
る
な
ど
の
被
害
が
発
生
し
た
。

さ
ら
に
こ
の
豪
雨
に
よ
っ
て
河
口
湖
で
は
八
月
十
七
日
午
前
五
時
ご
ろ
か
ら
湖
水
が
異
常
増
水
し
て
付
近
の
住
家
が
浸
水
し
た
ほ
か
精

進
湖
で
三
・
二
八
材
、
本
栖
湖
で
二
・
二
五
が
も
水
位
が
上
昇
し
た
。
さ
ら
に
県
内
の
道
路
は
中
央
自
動
車
道
を
は
じ
め
各
所
で
寸
断
さ

れ
、

麻
痺
状
態
に
な
り
、

県
内
の
住
民
生
活
な
ら
び
に
観
光
客
に
も
影
響
が
出
る
程
で
あ
っ
た
。
し
か
し
本
村
に
つ
い
て
は
、

五
十
七
年

の
台
風
一
〇
号
及
び
台
風
一
八
号
の
来
襲
に
よ
っ
て
受
け
た
よ
う
な
大
被
害
も
な
か
っ
た
こ
と
は
誠
に
幸
い
な
こ
と
で
あ
っ
た
と
い
え
よ



第11表 気象官署極値 表
甲 府 河 口 湖

項 目
観 測 値 起 時 観 測 値 起 時

分
日最
間
大
平
風
均
速
)
(10 E 4.0m/s 17日07時40分|ESE8.3m/s 17日09時50分

日最大瞬間風速 ENE7.1m/s 17日07時30分 E20.4m/s 17日04時10分
風速10m/s以上
の持続時間
日降水量最大値 145.0mm 16日 463.5mm 16日

水
日最
量
大1時間降 32.0mm 17日07時40分 72.5mm 16日02時10分

日 大 0分 降
水量
最 1 間 10.0mm 17日07時 30分 17.0mm 16日00時30分

総念降 水 量 306.5mm|1
15
8日
日
日
0
0
0
6
4
時
時
3
5
5
5
5
5
分
分か
ま
ら
で

856.5mm「1
1
7
4
日
日
2
1
0
0
時
時
3
5
5
0

分
分
ま
か
で
ら

m b
最 低 気 圧 986.4(.海

mb
面)| 17日17時10分 893.9.(現

m
地) 17日17時40分

‒甲府地方気象台災害自然現象報告書1683年第1号よりー
第12表 地域気象(雨量)観測所極値表

最 大 風 速 m/s 最大1時間降水 公 降 水 R量 mmin
地 点 量 mm

値 |起 時 値 起 時 起 時

大 泉|ESE6 17日08時 23 17日08時 222 14日19時-‒17日24時
崎 SSW4 16日17時 60 16日17時 334:|15日14時-‒17日24時

勝 沼 ESE4 16日14時 30 16日02時 312 15日08時‒‒17日24時
大 月 NE 4 15日10時 42 15日21時 526 14日14時～‒17日24時
上九一色 SE 4 14日03時 35 17日07時 482 14日19時-‒17日24時
中 富 ENE3 15日11時 30 17日04時 394 15日13時 -17日24時
山 中 SE 7 17日17時 67 16日08時 1034 14日17時-‒17日24時
南 部 NW 8 15日04時 50 15日24時 751 15日12時～ 17日24時
上 野 原 25 15日24時 440 14日14時-‒17日24時
剣の 峯 28 17日09時 361 14日19時 17日24時
日 向山 34 16日17日 339 14日20時-‒17日24時
大 菩薩 34 17日05時 784 14日13時 -17日24時
八 町山

甲府地方気象台災害自然現象報告書1983年第1号よりー
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o

n

こ
れ
は
、
第
1 5
図
、
第1 6

図
の
降
水
量
図
及
び
第1 0

表
・
第1

表
の
気
象
官
署
極
値
表
等
に
示
し
た
如
く
、

今
回
は
本
村
が
台
風
の
中

心
か
ら
外
れ
て
い
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
大
被
害
が
発
生
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
五
十
七
年
度
の

台
風
災
害
例
も
あ

る
の
で
、
今
後
は
風
水
害
の
災
害
防
止
対
策
を
さ
ら
に
検
討
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
こ
と
を
痛
感
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
た
め
に
は
、
集

中
豪
雨
に
関
す
る
系
統
的
な
研
究
を
実
施
す
べ
き
こ
と
が
改
め
て
強
調
さ
れ
る
。
ま
た
豪
雨
時
に
お
け
る
表
流
水
の
排
水
路
の
完
備
と
、

O

S

O
.

.

C

1
0鶴

沢
村

W
E

t

3

C
.
5

Q
.
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土
石
流
発
生
の
危
険
地
域
の
指
定
と
、
異
常
降
雨
時
の
連
絡
網
を
完
備
し
て
、
被
害
を
絶
対
起
さ
な
い
よ
う
な
避
難
場
所
を
定
め
て
お
く

こ
と
等
が
必
要
な
こ
と
で
あ
る
。

二
そ
の

他
の
自
然
災
害

冷
害

夏
季
に
お
い
て
低
温
か
つ
寡
照
の
た
め
作
物
が
異
状
に
陥
る
現
象
を
冷
害
と
い
い
、
八
月
、
九
月
に
雨
天
が
続
く
と
水
温
も
低

:
下

し
、
特
に
水
稲
の
分
け
つ
が
阻
害
さ
れ
る
ほ
か
、
稲
熱
病
や
病
虫
害
が
多
発
す
る
。
本
県
に
お
い
て
昭
和
十
五
年
以
降
特
に
冷
害
災
害

の
顕
著
な
年
と
し
て
は
、
昭
和
十
六
年
七
月
・
八
月
( 5

ヶ
年
水
稲
平
均
収
量
の
約
七
五
が り
の
収
量
)、

昭
和
二
十
年
七
月
・
八
月
( 5
ヵ
年

水
稲
平
均
収
量
の
約
八
〇
ッ
シ
トの
収
量

)、
が
そ
の
代
表
的
な
も
の
で
あ
る
。
そ
の
他
被
害
は
そ
れ
程
大
き
く
な
か
っ
た
が
、

軽
微
な
冷
害
年

と
し
て
は
昭
和
二
十
八
年
、
四
十
二
年
、
五
十
五
年
の
七
月
・
八
月
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。

霜
害
・
干
害

昭
和
に
入
っ
て
記
録
に
と
ど
め
ら
れ
て
い
る
主
な
凍
霜
害
年
を
列
記
す
る
と
、
昭
和
六
年
、
十
五
年
、
二
十
七
年
、
三

1
1

十
年
、
三

十
三
年
と
な
っ
て
い
る
。

特
に
昭
和
三

十
三

年
三
月
の
凍
霜
害
の
被
害
は
非
常
に
大
き
く
、
そ
の
年
の
三
月
下
旬
ま
で
は
一
般

農
作
物
の
生
育
は
極
め
て
順
調
に
進
ん
で
い
た
が
、
三

月
二
十
九
日
と
き
な
ら
ぬ
寒
波
の
襲
来
が
あ
り
、
三
十
一
日
に
は
最
低
気
温
が
氷

点
下
六
・
九
度
に
達
し
、
三
月
末
と
し
て
は
甲
府
気
象
台
創
立
以
来
の
低
温
が
記
録
さ
れ
る
に
至
っ
た
。

こ
の
寒
波
襲
来
の
た
め
、
そ
こ
ま
で
順
調
に
生
育
が
進
ん
で
い
た
農
作
物
を
守
る
た
め
、
重
油
燃
焼
法
を
は
じ
め
各
種
の
防
除
法
が
実

施
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
低
温
の
程
度
が
き
び
し
い
と
き
に
は
ほ
と
ん
ど
効
果
が
な
く
、
農
作
物
の
ほ
と
ん
ど
は
損
傷
を
受
け
、
三
月
中

の
凍
霜
害
と
し
て
は
未
曽
有
の
災
害
と
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

そ
の
他
の
気
象
災
害
に
、
五
月
こ
ろ
の
雷
に
伴
っ
て
降
る
こ
と
が
多
い
降
雹
に
よ
る
被
害
や
、
降
雨
が
少
な
い
た
め
に
お
こ
る
干
ば
つ

の
被
害
等
が
あ
る
。

大
正
に
入
っ
て
記
録
に
と
ど
め
ら
れ
て
い
る
顕
著
な
干
害
年
を
列
記
す
る
と
、
大
正
十
五
年
七
月
・
八
月
、
昭
和
十
七
年
七
月
・
八

月
、
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昭
和
二
十
二
年
七
月
・
八
月
で
あ
り
、
特
に
大
正
十
五
年
の
干
害
被
害
は
非
常
に
大
き
な
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
。

し
か
し
本
村
の
場
合
は
耕
地
面
積
が
極
め
て
少
な
い
た
め
、
干
害
に
よ
る
被
害
は
他
市
町
村
の
よ
う
に
顕
著
で
は
な
い
。

た
だ
将
来
に

お
い
て
、

農
業
が
本
村
の
山
岳
地
区
な
ら
び
に
富
士
山
の
山
麓
傾
斜
面
地
に
進
出
し
て
い
く
と
す
る
と
、

土
壌
の
保
水
性
が
悪
い
た
め
、

長
期
的
に
降
雨
を
み
な
い
と
農
作
物
等
に
干
害
を
お
よ
ぼ
す
こ
と
が
あ
る
か
ら
、

近
代
農
業
推
進
の
た
め
に
は
、
計
画
性
の
あ
る
深
層
地

下
水
の
開
発
か
必
要
に
な
っ
て
く
る
と
考
え
ら
れ
る
。

地
震
災
害

地
震
計
に
よ
る
地
震
観
測
の
結
果
に
よ
る
と
、
大
部
分
の
地
震
は
深
さ
七
〇
～
八
〇
円

よ
り
浅
い
部
分
に
発
生
し
て
お

り
、
特
に
大
地
震
と
い
わ
れ
る
激
震
は
三
〇
～
四
〇

いだ
よ
り
浅
い
部
分
で
発
生
し
て
い
る
。

ま
た
、
地
震
は
太
平
洋
の
周
辺
部
、

東
南
ア
ジ
ア
か
ら
ヒ
マ
ラ
ヤ
を
経
て
地
中
海
に
通
ず
る
地
帯
な
ど
に
集
中
し
て
お
り
、
こ
れ
は
す

で
に
地
質
の
項
で
の
べ
た
ア
ル
プ
ス
造
山
運
動
、

な
い
し
は
グ
リ
ー
ン
タ
フ
造
山
運
動
の
発
生
し
た
地
帯
に
当
た
っ
て
お
り
、

地
震
現
象

が
造
山
運
動
と
密
接
な
関
係
に
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

な
お
、
こ
の
よ
う
な
地
帯
は
火
山
帯
と
も
一
致
し
て
お
り
、

結
局
地
震
や
火
山
現
象
は
い
ず
れ
も
新
し
い
造
山
運
動
の
産
物
で
あ
る
と

い
う
こ
と
が
で
き
る
。
中
で
も
本
村
は
新
し
い
火
山
の
富
士
火
山
帯
に
位
置
し
て
い
る
の
で
、
大
地
震
や
火
山
活
動
の
起
こ
り
得
る
可
能

性
は
あ
る
も
の
と
考
え
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

昭
和
五
十
一
年
、

東
大
理
学
部
石
橋
克
彦
助
手
が
発
表
し
た
、
駿
河
湾
地
震
説
に
よ
る
と
、

東
海
大
地
震
は
、

遠
州
灘
で
は
一
四
九
八

年
、

一
六
〇
七
年
、
一
七
〇
七
年
(
宝
永
四
年
)
、
一
八
五
四
年
(
安
政
元

年)
と
一
〇
〇
年
か
ら
一

五
〇
年
ご
と
に
大
地
震
が
発
生
し
て

い
る
こ
と
か
ら
み

て
、

1
特
に
安
政
大
地
震
か
ら
一
〇
〇
年
以
上
た
っ
て
お
り
次
の
地
震
が
近
づ
い
て
い
る
。
②
遠
州
灘
に
地
震
空
白
域

(
地
震
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
た
ま
り
場
)
が
あ
る
。
③
駿
河
湾
か
ら
遠
州
灘
海
岸
で
は
地
盤
沈
下
が
続
い
て
い
る
。
④

古
文
書
の
記
録
等
か
ら

安
政
地
震
は
、

震
源
が
遠
州
灘
以
西
の
み
で
な
く
駿
河
湾
沿
い
一
帯
ま
で
も
広
が
っ
て
い
る
。
等
の
理
由
か
ら
駿
河
湾
沿
い
か
ら
東
海
地
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方
一
帯
は
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
8
級
の
最
大
規
模
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
も
つ
巨
大
地

震
が
発
生
す
る
可
能
性
が
あ
り
、
「
あ
す
起
き
て

も
不
思

議
で
は
な
い
」
と
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
こ
の
説
よ
り
も
古
く
昭
和
十
二
年
、
故
河
往
広
博
士

(
元
東
大
地
震
研
究
所
長)
が
唱
え
た
六
十
九
年
周
期
説
(
関
東
南
部
の
大

地
震
の
発
生
頻
度
に
関
す
る
学
説
)
に
よ
る
と
、
大
正
十
二
年
の
関
東
大
地
震
か
ら
数
え
て
六
十
九
年
目
は
、
昭
和
六
十
七
年
と
な
り
、
六

十
九
年
の
前
後
十
三
年
間
の
範
囲
を
「
地
震
の
危
険
期
」
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
六
十
七
年
の
十
三

年
前
の
昭
和
五
十
四
年
か
ら
大

地震
発
生
の
危
険
期
に
入
る
こ
と
に
な
る
こ
と
、
さ
ら
に
現
在
の
地
震
学
の
進
歩
な
ど
も
考
慮
し
て
、
国
は
昭
和
五
十
二
年
六
月
十
五
日

大
規
模
地
震
対
策
特
別
措
置
法
を
設
定
、
本
村
を
含
む
本
県
の
大
部
分
は
、
昭
和
五
十
四
年
八
月
防
災
対
策
強
化
地
域
に
指
定
さ
れ
た
の

で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
万
一
大
地
震
が
起
こ
っ
た
場
合
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
、
日
ご
ろ
か
ら
家
屋
に
つ
い
て
は
耐
震
構
造
に
留
意
す
る
こ
と
を
始

め
、

適
切
な
避
難
場
所
を
定
め
て
お
く
こ
と
や
、

防
火
等
常
に
対
策
を
考

え、
被
害
を
で
き
る
限
り
軽
微
に
す
る
よ
う
心
掛
け
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
は
当
然
な
こ
と
で
あ
る
。

一
方
、

大
地
震
に
限
る
こ
と
な
く
、

本
村
に
お
け
る
有
感
地
震
と
そ
の
被
害
等
に
つ
い
て
聞
き
こ
み
調
査
も
あ
わ
せ
検
討
し
て
み
た

。

地
震
に
関
す
る
資
料
は
、
甲
府
地
方
気
象
台
で
発
表
さ
れ
た
地
震
回
数
表
お
よ
び
中
央
地
方
気
象
台
資
料
を
主
と
し
た
が
、
そ
れ
に
よ
る

と
大
正
十
年
か
ら
昭
和
四
十
五
年
ま
で
の
期
間
に
お
け
る
山
梨
県
内
に
震
央
を
も
つ
有
感
地
震
回
数
は
四
二

六
回
で
あ
る
。

こ
の
回
数
の
う
ち
、

震
央
別
有
感
地
震
回
数
は
、

大
正
十
二
年
が
二

回
、
十
三
年
が
一

回、
十
四
年
が
一
回
、

昭
和
元
年
が
三

回
、

五

年
が
一
回
、
六
年
が
十
一
回
、
七
年
が
一
回
、
九
年
が
三

回
、
十
年
が
二

回、
十
一
年
が
四
回
、
十
二
年
が
一
回
、

十
三
年
が
六
回
、
十

四
年
が
十
一

回、
十
五
年
が
六
回
、
十
六
年
が
二

回
、
十
七
年
が
四
回
、
十
八
年
が
二
回
、
十
九
年
が
五

回、
二
十
年
・
二
十
一
年
・
二

十
二
年
が
そ
れ
ぞ
れ
一

回
、
二
十
三
年
が
五

回、
二
十
四
年
が
四
回
、
二
十
五
年
が
三
回
、
二
十
六
年
が
一
回
、
二
十
七
年
が
二

回
、
三



第一章 地形と地質

十勝沖地震
(1952)

○マグニチュード7%以上の超大型地震
○マグニチュード7以上の大地震 十勝沖地震(1968)
○マグニチュード7以下だが全壊家屋100以上の地震 三陸地震

/(1933)

新潟地震(1964) 0

0長岡地震(1961) 2

陸羽地震(1896)
00

福井地震(1948) O

松代地震(1965)8濃尾地震(1891) 関東地震(1923)
鳥取地震(1943) 米

浜田地震(1872) 県

・ 北伊豆地震(1930)
村

伊豆半島沖地震(1974)
.0
0N Los

D
o
3 -東南海地震(1944)0 0 0 0

南海道地震(1946)
*日向灘地震(019608)

0

0

‒一茅野一郎原図に一部加筆一

第17図 日本および日本の近くで起きた大地震の分布図(1872以降)
-茅野一郎原図に一部加筆一
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第13表山梨県下に災害をもたらした大地震一‒宝永地震以降一
年 代 震源地・規模・被害の 程度

宝永4年10月4日 (1707)年遠州灘、南海沖M8.4、全国でつぶれた家約3万、
(宝永地震)地震の直後富士山の大爆発

安政元年11月4日 (1854年)遠州灘、M8.4、伊勢、甲斐、信濃でも多くの家
がつつぶれた。白鳥山がくずれて富士川をせきとめ、後に決
壊して大洪水が起きた

明治24年10月28日 (1891年)濃尾地震、山梨県下の被害は家屋全潰が4、半潰
が8負傷者は3、 全国で死んだ人は7273人

大正12年9月1日 (1923年)相模湾M7.9、 関東地方一円に大被害、全壊家屋
は約13万、半壊家屋12万、焼失家屋約44万、死者約14万名。

ー 92 ‒‒

十
年
が
二

回
、
三
十
五
年
が
一
回
、
三
十
九
年
が
一
回
、
四
十
一
年
が
一

回、
四
十
三

年
・

四
十
五
年
が
そ
れ
ぞ
れ
一
回
ず
つ
の
計
九
十
一
回
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
、

富
士
川
中
流
付
近
及
び
山
梨
県
南
部
に
お
け
る
同
期
間
の
震
央
別
有
感
地

震
回
数
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
二
十
回
及
び
二
十
八
回
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
み
て
、

本
村
を

含
む
富
士
山
麓
部
に
震
央
を
も
つ
有
感
地
震
回
数
が
い
か
に
多
い
か
が
う
か
が
え
る
の
で
あ

る

e。

o

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
有
感
地
震
の
う
ち
、

大
正
十
二

年
九
月
一
日
関
東
大
震
災
を

除
く

と
、

ほ
と
ん
ど
の
震
度
が4 (

中
震)

以
下
の
弱
震
(
震
度3 )

か
ら

微
震
(
震
度1 )

が
多

く
、
し
た
が
っ
て
地
震
に
よ
る
被
害
は
ほ
と
ん
ど
出
て
い
な
い
。
す
な
わ
ち
、
地
震
の
う
ち

関
東
大
地
震
や
宝
永
地
震
等
の
よ
う
に
相
模
湾
付
近
や
遠
州
灘
な
ど
、
県
外
に
震
央
を
も
つ

も
の
は
大
被
害
を
も
た
ら
し
て
い
る
が
、
県
内
に
震
央
の
あ
る
地
震

(
内
陸
性
地
震
)
で
は
、

こ
の
期
間
中
に
限
っ
て
い
う
と
さ
ほ
ど
大
き
い
被
害
を
蒙
っ
て
い
な
い
と
い
え
る
。

さ
ら
に
昭
和
五
十
年
以
後
か
ら
五
十
六
年
の
期
間
に
お
け
る
有
感
地
震
の
う
ち
、
河
口
湖

で
の
震
度
が
3
以
上
の
有
感
地
震
数
を
あ
げ
る
と
、
昭
和
五
十
一
年
六
月
十
六
日
の
山
梨
県

東
部
地
震
(
震
度3 ・

深
度
二
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
)
、
昭
和
五
十
二
年
十
月
五
日
(
震
度3 ・

深

度
六
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
)
の
地
震
、
五
十
三
年
は
一
月
十
四
日
・
十
五
日
、
六
月
十
二
日
に
震

度
3
の
地
震
が
三

回
、
五
十
五
年
も
六
月
二
十
九
日
、
九
月
二
十
四
日
・
二
十
五
日
に
震
度

3
の
地
震
が
三
回
発
生
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
地
震
に
よ
る
聞
き
と
り
被
害
調
査
を
実
施
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第19図 A 火山灰・火山砂・ローム、B 泥流、C リモナイト質火山 砂、

D 黒色スコリア、E リモナイト質泥流、F 泥流、L 溶岩、X 植
物化石産出地点

第13表 溶岩および火山岩滓の物性測定値

試料No. 採 集 地 岩 質 硬度 比重 吸水率 安息角

大沢最上部(2600m) 橄欖石玄武岩 6.5 2.80 17.85%

大沢御中道(2400m) 6.5 2.81 2.78

大沢(1200m) ガ ラス質り! 7.0 2.02 4.50

大沢 橄欖石玄武岩(赤) 7.5 2.93 3.28

大沢(1,100m) 橄欖石玄武岩 6.5 2.72 1.30

6 大沢御中道(2400m) 赤色スコリア 2.10 13.89 39°

大沢(1200m) 黒色スコリア 1.53 2.78 45°

8 金糞沢(2400m) 赤色スコリア 4.0 1.53|22.65

御庭(2400m) 橄欖石玄武岩 7.0 2.83 13.50

10 金糞沢(2400m) 黒色スコリア 4.5 1.92 25.59
11 大沢の砂(1200m) 玄武岩質の砂 -- 34°

- 94‒
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ーほぼ中央部の掘れが大沢くずれ一
(建設省富士砂防工事事務所提供)
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し
て
み
た
と
こ
ろ
、

特
記
す
る
よ
う
な
被
害
は
発
生
し
て
い
な
い
。

と
こ
ろ
が
、
は
じ
め
に
も
ふ
れ
た
よ
う
に
、
本
村
は
富
士
火
山
帯
に
位
置
す
る
危
険
地
帯
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
予
想
さ
れ
る
東
海
地
震

の
よ
う
な
大
規
模
地
震
の
み
な
ら
ず
、
内
陸
性
地
震
と
い
え
ど
も
大
被
害
を
発
生
さ
せ
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
念
頭
に
お
い
て
、
日
ご

ろ
か
ら
建
物
の
諸
条
件
を
考
慮
し
て
、
最
も
適
し
た
独
自
の
安
全
保
持
態
度
を
養
成
し
、
も
っ
て
地
震
災
害
な
ら
び
に
そ
れ
に
伴
っ
て
発

生
す
る
二
次
災
害
等
の
被
害
を
、
出
来
る
限
り
軽
微
に
す
る
よ
う
心
掛
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
付
記
し
て
お
き
た
い
。

三
大
沢
く
ず
れ

富
士
山
西
部
の
山
梨
県
鳴
沢
村
と
静
岡
県
富
士
宮
市
の
県
境
に
位
置
す
る
大
沢
は
、

富
士
山
に
数
多
く
あ
る
掘
れ
溝
の
中
で
も
特
に
大

規
模
な
も
の
で
あ
る
。
さ
て
、

近
年
に
な
っ
て
、
こ
の

大
沢
の
崩
壊
に
よ
り
押
し
出
さ
れ
た
岩
屑
に
よ
っ
て
、

富
士
山
麓
部
に
被
害
が
発
生
し
て
い
る
こ
と
と
、
世
界

に
比
類
の
な
い
名
山
が
掘
れ
溝
の
浸
蝕
に
よ
っ
て
変

形
、
破
壊
さ
れ
て
い
く
こ
と
は
、

本
村
の
み
な
ら
ず
名

峯
富
士
を
象
徴
す
る
日
本
に
と

つ
て

実
に
し
の
び
難
い

こ
と

で
あ
る
。

そ
こ
で
、

富
士
山
北
西
部
特
に
大
沢
を
中
心
と
し
た

一
帯
の
諸
崩
壊
地
の
実
体
を
調
査
し
、
崩
壊
の
原
因
、

さ
ら
に
は
そ
の
防
止
法
等
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
る
こ

と
と
す
る
。
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1
大
沢
の
崩
壊
状
況

富
士
山
の
火
口
か
ら
は
、
放
射
状
に
多
く
の
掘
れ
溝
が

剣
ヶ
峰

発
達
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
諸
沢
は
標
高
二
、
四
〇
〇

付
近
で
消
失
す
る
か
、

ま
た
は
こ
れ
に
近
い
状

態
で

あ

る

e。

o

と
こ
ろ
が
大
沢
は
富
士
山
南
西
麓
の
標
高
五
〇
〇
が
ま

で
連
続
し
た
唯
一
の
長
い
沢
で
、
そ
の
長
さ
は
二
〇
吉 ㌔
然

以
上
に
達
す
る
。
こ
の
よ
う
に
長
大
な
沢
で
は
あ
る
が
、
や
は
り
二
、
四
〇
〇

付
近
か
ら
下
流
の
谷
幅
・
深
さ
等
は
極
度
に
小
さ
く
な

っ
て
い
る
。
そ
こ
で
大
沢
の
崩
壊
区
を
、
谷
幅
を
始
め
と
し
て
地
形
傾
斜
角
、
深
さ
、
崩
壊
の
程
度
等
に
つ
い
て
の
共
通
性
等
か
ら
次
の

四
区
域
に
分
類
で
き
た
の
で
、
以
下
に
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
の
特
徴
を
示
し
て
み
る
。

1
区

(二
、
四
〇
〇

以
上
)

本
区
の
地
形
傾
斜
角
は
平
均
三
五
度
に
達
し
、
谷
幅
・
深
さ
と
も
に
大
沢
の
う
ち
で
最
大
で
、
そ
れ
ぞ

れ
平
均
四
〇
〇
材
、
一
〇
〇

で
あ
る
。
谷
壁
は
平
均
五
五
度
の
勾
配
を
も
ち
、
一
五
枚
か
ら
二
〇
枚
の
溶
岩
が
ス
コ
リ
ア
層
と
互
層

し
、
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
状
を
な
し
て
い
る
。
ま
た
、

谷
底
に
は
平
常
時
に
流
水
や
湧
水
は
全
く
な
い
。

昭
和
三
年
か
ら
同
四
十
一
年
間
に
お
け
る
本
区
の
崩
壊
個
所
を
示
す
と
第
1 8
図
の
如
く
で
あ
り
、
こ
の
崩
壊
で
は
溶
岩
と
ス
コ
リ
ア
層

と
も
に
四
層
か
ら
五
層
が
滑
落
し
て
い
る
と
い
わ
れ
、
こ
の
崩
壊
量
を
年
平
均
と
す
れ
ば
約
四
、
〇
〇
〇
立
方
法
で
あ
る
。
ま
た
、
大
沢

の
谷
頭
は
富
士
山
の
火
口
壁
の
最
上
部
に
す
で
に
及
ん
で
い
る
と
共
に
、
山
梨
・
静
岡
両
県
の
行
政
区
画
の
一
部
を
も
不
明
瞭
に
し
て
い

る

r
e。Ⅱ

区
(
二
、
四
〇
〇
材
か
ら
一
、
四
〇
〇

単
)

本
区
の
地
形
傾
斜
角
は
平
均
二
〇
度
、

谷
幅
は
平
均
三
〇
単
、

谷
の
深
さ
は
五

か
ら
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一〇
材
で
あ
る
。
谷
底
は
玄
武
岩
岩
片
の
流
下
の
激
烈
さ
を
示
す
擦
痕
や
研
磨
面
を
も
っ
た
溶
岩
が
露
出
し
、
わ
ず
か
な
玄
武
岩
岩
片
な

ら
び
に
玄
武
岩
質
砂
礫
が
残
存
し
て
い
る
。

な
お
、
平
常
時
に
は
流
水
は
な
い
が
、
少
量
の
湧
水
を
み
る
場
所
が
存
在
す
る
。

Ⅲ
区

(
一
四
〇 ○
〇 ○
材
か
ら
七
〇
〇

)
本
区
の
地
形
傾
斜
角
は
平
均
一
〇

度
、

谷
幅
は
平
均
四
〇
が
、

深
さ
は
二
材
か
ら

一
〇
材
で

あ
る
。

谷
底
は
I
区
と

同
様
表
面
が
磨
か
れ
た
溶
岩
が
露
出
し
、

玄
武
岩
質
の
砂
礫
は
I
区
よ
り
も
多
量
に
堆
積
し
て
い
る
。

平
常
時
の
流
水
は
な
い
が
、
第
2 0
図
に
示
し
た
よ
う
に
、
谷
壁
に
露
出
す
る
リ
モ
ナ
イ
ト
質
泥
流
中
か
ら
後
述
す
る
よ
う
な
植
物
遺
体

が
発
見
さ
れ
、

富
士
山
の
火
山
形
成
順
序
を
し
る
上
で
意
義
が
深
い
場
所
が
存
在
す
る
。

M
区

(
七
〇
〇
M
以
下
)

本
区
は
扇
状
地
ま
た
は
河
川
で
、

勾
配
は
五
度
以
下
で
あ
る
。

平
常
時
に
は
流
水
は
な
い
が
、
静
岡
県

側
の
新
田
橋
よ
り
下
流
は
灌
漑
用
水
を
常
時
流
し
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
各
区
は
地
形
・
地
質
的
特
徴
を
も
っ
て
い
る
か
ら
、
外
因
的
営
力
に
は
次
に
示
す
よ
う
な
現
象
が
起
る
。

I
区
は
浸
蝕
地
区
で
、
崩
壊
物
質
の
源
で
あ
る
。

最
近
年
の
崩
壊
状
況
や
、
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
状
構
造
が
急
傾
斜
で
あ
る
か
ら
溶
岩
も
不

安
定
で
滑
落
し
や
す
い
こ
と
と
、
植
物
が
繁
茂
で
き
な
い
こ
と
、
お
よ
び
谷
の
深
さ
に
対
し
幅
が
せ
ま
い
こ
と
等
か
ら
考
え
、
今
後
は
谷

形
体
の
安
定
化
が
速
か
に
進
む
た
め
、
谷
壁
上
部
の
浸
蝕
が
顕
著
に
な
る
こ
と
が
推
定
で
き
る
の
で
あ
る
。

次
に
、
Ⅱ
区
と
Ⅲ
区
と
は
ほ
ぼ
同
じ
形
体
で
あ
る
。
こ
れ
は
地
形
傾
斜
角
も
累
層
傾
斜
角
も
約
二
〇
度
か
ら
一
〇

度
前
後
で

あ
る

た

め
、
溶
岩
の
滑
落
は
起
こ
り
難
く
、
ま
た
、
そ
の
上
両
区
の
谷
底
に
溶
岩
面
が
露
出
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
た
だ
I
区
は
崩
壊
物
質
の

通
路
に
す
ぎ
な
い
の
に
対
し
、
Ⅲ
区
は
崩
壊
物
質
の
一
次
堆
積
の
場
に
な
っ
て
い
る
。

な
お
Ⅳ
区
に
つ
い
て
は
現
在
の
と
こ
ろ
人
畜
災
害
は
大
規
模
に

起
こ
っ
て
は
い
な
い
が
、
Ⅲ
区
の
一
次
堆
積
(
一
時
的
で
も
あ
る
)
物
質
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と
谷
の
側
壁
浸
蝕
に
よ
っ
て
得
た
砂
礫
と
の
合
量
が
豪
雨
時
等
の
際
、
一
時
に
押
し
出
さ
れ
大
き
い
被
害
を
出
す
こ
と
も
予
想
さ
れ
る
。

2
崩
壊
の

原
因

崩
壊
の
要
因
に
は
い
ろ
い
ろ
な
作
用
が
あ
る
が
、
そ
れ
ら
が
個
々
別
々
に
働
く
も
の
で
な
く
相
関
連
し
合
っ
て
働
く
結
果
崩
壊
が
促
進

さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
こ
こ
で
は
大
沢
く
ず
れ
地
域
に
見
ら
れ
る
直
接
的
原
因
と
な
る
作
用
に
つ
い
て
、

個
々
に
説
明
す
る
と
次
の
四
要

因
が
あ
げ
ら
れ
る
。

山
腹
傾
斜
と
噴
出
物
累
層
の
傾
斜
と
の
相
互
関
係

火
山
の
形
は
、
第
一
に
噴
出
の
過

程、
つ
い
で
浸
蝕
作

用、
そ
れ
に
両
者
の
背
景
を
な

す
地
殻
の
運
動
に
よ
っ
て
き
ま
る
。

富
士
山
は
典
型
的
な
成
層
火
山
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
火
口
を
中
心
に
噴
火
が
く
り
か
え
さ
れ
、
あ
る
時
は
溶
岩
を
流
し
、
あ
る
時
は
火

山
放
出
物
を
四
散
し
、

両
者
は
層
を
な
し
て

積
も
り
重
な
っ
て
円
錐
形
の
山
体
を
つ
く
っ
た
。

し
か
し
、

山
体
全
体
が
成
層
し
た
新
富
士
火
山
の
噴
出
物
の
み
か
ら
で
き
て
い
る
も
の
で
な
く
、
海
抜
三
、
七
七
六
材
の
高
さ
を
有
す

る
富
士
山
で

は
、
小
御
岳
火
山
お
よ
び
古
富
士
火
山
か
ら
な
る
海
抜
二
、
〇○
〇○
〇
�
前
後
の
旧
火
山
体
上
に
比
較
的
新
し
い
時
期
の
新
富

士
噴
出
物
が
薄
く
成
層
し
て
蔽
い
被
っ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。

こ
の
新
し
い
噴
出
物
の
累
層
の
傾
斜
角
は
平
均
三
七
度
で
あ
り
、
山
体
の
海
抜
二
、
〇
〇
〇
が
以
上
の
山
腹
平
均
傾
斜
角
三
五
度
と
ほ

ぼ
一
致
し
て
い
る
。
こ
れ
は
大
沢
御
中
道
二
、
四
〇
〇

地
点
の
赤
色
ス
コ
リ
ア
の
室
内
実
験
で
得
た
値
の
安
息
角
三
九
度
と
ほ
ぼ
一
致

し
て
い
る
。

こ
の
場
合
、
硬
質
の
溶
岩
と
軟
質
の
火
山
岩
滓
と
が
い
わ
ゆ
る
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
状
に
互
層
し
て
い
る
こ
と
は
、
さ
ら
に
不
安
定
な
条
件

を
つ
く
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

す
な
わ
ち
、
硬
質
の
溶
岩
の
み
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
ほ
と
ん
ど
浸
蝕
は
さ
れ
な
い
が
、
亀
裂
を
も
つ
厚
さ
平
均
一
燃
前
後
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の
硬
質
溶
岩
と
、
未
凝
固
も
し
く
は
軟
質
多
孔
質
の
厚
さ
平
均
一
個
前
後
の
火
山
岩
滓
と
が
交
互
に
つ
も
り
重
な
っ
て
い
る
場
合
、
亀
裂

の
た
め
適
当
に
裁
断
さ
れ
て
い
る
溶
岩
は
小
岩
塊
と
な
っ
て
地
形
傾
斜
に
沿
っ
て
岩
滓
上
を
滑
落
す
る
。
特
に
雨
水
や
融
雪
水
の
出
水
時

に
は
こ
の
ズ
リ
さ
が
り
は
烈
し
く
、
溶
岩
の
小
岩
塊
は
音
を
た
て
て
烈
し
く
落
下
す
る
。

以
上
の
よ
う
に
、

新
し
い
成
層
部
分
は
硬
・
軟
の
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
状
構
造
と
傾
斜
角
の
影
響
と
か
ら
、
常
に
烈
し
く
浸
蝕
作
用
を
受
け

て
お
り
、

そ
の
刻
み
は
年
代
と
共
に
深
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

吸
水
と
脱
水
に
よ
る

岩
石
の
弛
緩

溶
岩
は
主
と
し
て
多
孔
質
の
カ
ン
ラ
ン
石
玄
武
岩
で
あ
る
が
、
実
験
試
料
中
最
も
高
い
吸
水
率
を
示

し
た
も
の
は
試
料
番
号1 (

大
沢
最
上
部
溶
岩
)
の
一
七
・
八
五
が
ソ
リで
あ
り
、

最
も
低
い
吸
水
率
を
示
し
た
も
の
は
、

試
料
番
号
5
(
大

沢
一
、

一
〇
〇
歳
)
の
溶
岩
の
一
・
三
〇

ゼがン
ト
で
、
平
均
吸
水
率
は
七
・
二

ゼ
ン
ト
で
あ
る
。
他
の
主
な
岩
石
の
吸
水
率
、

例
え
ば
花
崗
岩
で
は

〇
・
四
～
〇
・

五
ゼがン

ト、
安
山
岩
は
二
・
五
～
三

ゼ
ン

ト 、
軟
質
砂
岩
は
一
〇
～
一

二
ゼ
ン

ト、
大
谷
石
で
は
二
〇
が ン
ト
前
後
な
ど
と

比
較
す
る

と
、

本
地
域
の
玄
武
岩
は
か
な
り
高
い
吸
水
率
を
示
す
こ
と
が
理
解
で
き
る
。

さ
ら
に
溶
岩
流
自
体
に
は
節
理
を
始
め
、
亀
裂
や
弱
所
な
ど
が
発
達
し
て
い
る
の
で
、
そ
れ
ら
を
通
し
て
下
部
の
き
わ
め
て
多
孔
質
な

火
山
岩
滓
に
も
雨
水
や
融
雪
水
が
浸
潤
し
、
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
状
構
造
の
か
な
り
下
部
ま
で
吸
水
や
含
水
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

一
方
、

火
山
岩
滓
の
吸
水
率
は
溶
岩
に こ
比
較
す
る
と
極
度
に
高
く
、

平
均
吸
水
率
は
一
六
・
ニ 二
ニ

ニ 三ニ
シ
で
軟
質
砂
岩
よ
り
も
高
く
、
む

し
ろ
大
谷
石
に
近
い
値
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
火
山
岩
滓
は
多
量
に
含
水
さ
れ
る
か
ら
、
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
状
に
挟
ま
れ
て
い
る
火

山
岩
滓
は
膨
潤
し
、
溶
岩
に
張
力
を
及
ぼ
す
。
ま
た
逆
に
脱
水
す
る
と
収

縮
し
て
逆
の
効
果
の
力
を
及
ぼ
す
。
さ
ら
に
冬
季
に
水
分が

結

氷
す
る
と
き
の
体
積
膨
張
に
よ
っ
て
も
同
様
な
作
用
が
強
く
働
く
よ
う
に
な
る
(
第 1 3

表
参
照
の
こ
と

)
。

こ
れ
ら
の
現
象
に
よ
っ
て
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
構
造
も
ま
た
個
々
の
岩
石
類
も
弛
緩
を
生
じ
、
崩
壊
の
原
因
と
な
っ
て
い
る
。

含
水
ス
コ
リ
ア
の
化
学
的
変
化
と
滑
剤
的
役
割

含
水
し
軟
化
し
た
ス
コ
リ
ア
は
、
こ
れ
を
挟
む
硬
質
溶
岩
の
移
動
等
に
よ
っ
て
細
か
く
な



第14表溶岩および火山岩滓の化学組成
採

組

集地|
色
御
橄
中
欖
道、
石玄
暗
武
灰
赤
大
色
沢
ス
御
コ
中
リア
道|
リ

御
色粘
ア

中道
土、質暗～ス示コ|玄ム橄欖石

武
玄武
洞
岩
玄
質橄
武洞、

石
多
玄武
孔

化学 成 岩
SiO2 51.46 50.97 52.42 51.48 48.81

TiO2 0.72 1.36 0.86 1.52 1.79

Al2O3 16.04 16.65 14.25 14.76 16.66

Fe2O3 3.11 6.02 7.39 2.93 3.24

FeO 8.35 5.78 4.81 7.35 6.18

MnO 0.23 0.44 0.62 0.24 0.92

MgO 5.67 4.59 3.47 8.72 6.27

CaO 11.52 9.83 5.03 7.95 8.61

Na2O 2.00 2.54 2.14 2.52 3.69

K2O 1.23 0.64 1.52 1.87 1.81

P205 0.19 0.15 0.30 0.13 0.11

H2O 0.05 0.46 2.28 0.01 0.39

-H2O 0.21 1.09 5.57 0.64 1.43

total 100.78 100.52 100.66 100.12 99.91

分析者 西宮克彦、分析年1966

-‒100-

る
。
す
る
と
ス
コ
リ
ア
の
表
面
積
が
増
し
、
水
に

触
れ
て
化
学
的
風
化
を
受
け
る
部
分
が
多
く
な

る
。
そ
の
結
果
加
水
作
用
が
極
度
に
進
み
、
ス
コ

岩
1

リ
ア
は
酸
化
鉄
を
多
量
に
含
む
粘
土
に
変
化
す

る
0
0
。こ
の
粘
土
の
流
動
性
は
含
水
ス
コ
リ
ア
時
の
流

玄
概

動
性
よ
り
は
る
か
に
大
き
く
、
適
当
な
大
き
さ
に

な
っ
て
い
る
硬
質
溶
岩
を
徐
々
に
滑
り
動
か
し
て

い
く
。
ま
た
豪
雨
の
時
に
は
急
激
に
多
量
の
硬
質

00
溶
岩
を
運
搬
す
る
こ
と
に
な
る
と
考
え
、

溶
岩
お

よ
び
ス
コ
リ
ア
の
化
学
分
析
を
行
っ
て
み
た
。

そ
の
結
果
は
第1 4

表
に
示
し
た
通
り
で
あ
る
。

大
赤

な
お
、

カ
ン
ラ
ン
石
玄
式
岩
の
化
学
組
成
比
較
の

た
め
、
兵
庫
県
の
カ
ン
ラ
ン
石
玄
武
岩
の
化
学
組

成
値
も
第1 4

表
に
示
し
た
。
こ
れ
ら
の
化
学
組
成

値
を
み
る
と
、

御
中
道
産
の
暗
灰
色
カ
ン
ラ
ン
石

玄
武
岩
は
、
玄
武
洞
産
カ
ン
ラ
ン
石
玄
武
岩
に
比

し
、
酸
化
カ
シ
ル
ウ
ム
に
富
み
、
酸
化
マ
グ
ネ
シ
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ウ
ム
お
よ
び
ア
ル
カ
リ
金
属
に
乏
し
い
傾
向
を
も
っ
て
い
る
が
、
一
般
に
富
士
火
山
系
の
火
山
岩
の
平
均
化
学
組
成
は
カ
ル
シ
ウ
ム
に
富

み
、
ア
ル
カ
リ
に
乏
し
い
こ
と
が
特
徴
的
で
あ
る
。

ま
た
、
大
沢
御
中
道
の
赤
色
ス
コ
リ
ア
の
化
学
組
成
値
を
み
る
と
、

カ
ン
ラ
ン
石
玄
武
岩
に
比
し
、

酸
化
第
二
鉄
と
酸
化
第
一
鉄
量
が

か
な
り
異
な
っ
て
い
る
が
、

両
者
の
合
計
を
み
る
と
、
酸
化
鉄

量
と
し
て
は
大
差
は
認
め
ら
れ
な
い
か
ら
、

暗
灰
色
カ
ン
ラ
ン
石
玄
武
岩

の
化
学
組
成
に
ほ
ぼ
同
様
な
組
成
を
も
っ
て
い
る
と
い
え
る
。

次
に
帯
赤
黒
色
粘
土
質
ス
コ
リ
ア
と
暗
灰
色
カ
ン
ラ
ン
石
玄
武
岩
と
の
化
学
組
成
値
を
比
較
す
る
と
、
い
ち
じ
る
し
く
酸
化
第
二
鉄
の

量
が
増
し
、
ア
ル
カ
リ
土
類
金
属
が
減
少
し
、
結
晶
水
お
よ
び
付
着
水
分
の
量
が
増
加
し
て
い
る
。
こ
の
水
分
の
増
加
な
ら
び
に
酸
化
第

二
鉄
の
量
が
多
い
こ
と
は
、
時
が
た
つ
に
従
っ
て
化
学
的
風
化
が
さ
ら
に
進
み
、
酸
化
鉄
を
多
量
に
含
む
粘
土
に
変
化
す
る
も
の
と
考
え

ら
れ
る
か
ら
、
こ
の
含
水
ス
コ
リ
ア
の
化
学
的
変
化
も
崩
壊
の
大
き
い
要
因
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

表
土
と

植
物
と
の
関
係

調
査
し
た
範
囲
に
は
、
ミ
ヤ
マ
ハ
ン
ノ
キ
、
ミ
ヤ
マ
ヤ
ナ
ギ
、
ダ
ケ
カ
ン
バ
、
カ
ラ
マ
ツ
、
ナ
ナ
カ
マ
ド
、
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
な
ど
が
か
な

り
密
生
し
て
い
る
。

一
般
に
植
物
が
繁
茂
し
て
い
る
場

合、
崩
壊
を
防
ぐ
作
用
を
も
つ
が
、
本
地
区
は
表
土
が
一
〇
形
材が
か
ら
一
六
〇
形
が
と

極
め
て

薄

く
、
そ
の
上
表
土
の
下
に
は
全
く
風
化
し
て
い
な
い
硬
質
溶
岩
が
存
在
す
る
の
で
、

数
百
年
も
経
つ
カ
ラ
マ
ツ
の
老
木
な
ど
が
密
集
す
る

と
、
そ
の
植
物
を
も
ち
こ
た
え
る
こ
と
が
不
可
能
と
な
り
、

植
物
が
表
土
と
共
に
ま
く
れ
落
ち
る
状
態
と
な
る
。

大
沢
、
仙
石
沢
等
で
は
単
に
下
刻
作
用
の
他
に
、
植
物
が
表
土
と
共
に
滑
落
し
た
形
跡
が
両
崖
に
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
大
沢
一
三
〇
〇

メ
ー
ト
ル
右
崖
の
赤
褐
色
リ
モ
ナ
イ
ト
質
泥
流
中
か
ら
ブ
ナ
、
ヤ
ナ
ギ
な
ど
の
植
物
化
石
を
発
見
し
た
が
、
こ
れ
は
火
山
噴
火
の
小
休
止

時
期
の
状
況
を
知
る
意
味
で
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。
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3
崩

壊
量

調
査
し
た
範
囲
に
お
い
て
、

標
高
一
、

一
〇
〇
か
ら
一
、
三
〇
〇
が
間
の
崩
壊
量
は
約
五
〇
〇
万
立
方
が
、
標
高
一
、
八
〇
〇
か
ら

二
、
四
〇
〇
単
間
の
崩
壊
量
は
約
六
〇
〇

万
立
方
が
、

標
高二

、
七
〇
〇
か
ら
三
、
三
〇
〇
燃
間
の
崩
壊
量
は
約
四
、
四
〇
〇
万
立
方
協

で
あ
る
。

な
お
、
か
り
に
標
高
二
、
七
〇
〇
か
ら
三
、
三
〇
〇
が
間
の
形
成
時
期
を
種
々
の
説
が
あ
る
が
、
約
千
百
年
前
と
仮
定
す
る
と
、
一
年

で
約
五
万
立
方
脳
の
崩
壊

量
と
な
る
。
し
か
し
常
に
こ
の
程
度
の
崩
壊
量
で
あ
る
わ
け
で
な
く
、
前
述
し
た
よ
う
に
崩
壊
量
は
年
々
増
大

し
て
い
る
と
み
て
よ
い
。

4
崩

壊
の

防
止
法

大
沢
の
崩
壊
に
は
い
ろ
い
ろ
な
素
因
が
あ
り
、
然
も
こ
れ
ら
が
相
関
連
し
合
っ
て
い
る
の
で
、
崩
壊
防
止
対
策
の
た
め
に
単
に
一
つ
の

方
法
を
採
用
す
る
こ
と
で
は
あ
ま
り
効
果
が
期
待
で
き
な
い
。

崩
壊
の
実
体
と
崩
壊
の
原
因
を
基
本
と
し
て
、
防
止
対
策
と
し
て
次
の
諸
方
法
が
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ら
の
諸
方
法
の
う
ち
、
ど
の

方
法
を
い
く
つ
採
用
す
る
と
か
、
ま
た
施
工
時
に
は
現
地
を
更
に
精
査
し
決
定
す
べ
き
こ
と
が
ら
で
あ
る
か
ら
、
こ
こ
で
は
防
止
対
策
法

の
一
部
を
簡
単
に
列
記
し
て
お
く
。

ダ
ム
に
よ
る
崩
壊
防
止

こ
の
方
法
は
谷
の
下
刻
を
停
止
さ
せ
、
谷
壁
の
安
定
を
は
か
る
た
め
に
有
効
的
で
あ
る
。

集
水
防
止

こ
の
方
法
は
、
雨
水
を
で
き
る
だ
け
地
下
に
滲
透
さ
せ
、
地
表
水
を
減
少
さ
せ
る
も
の
で
、
そ
れ
に
は
次
の
2
法
が
考
え

ら
れ
る
。
そ
の
1
つ
は
滲
透
を
妨
げ
て
い
る
風
化
土
壌
を
除
去
す
る
工
法
で
あ
り
、
他
の
1
つ
は
山
腹
に
排
水
路
を
つ
く
り
、
隣
接
の
沢

に
放
流
し
大
沢
の
地
表
水
を
減
少
さ
せ
る
工
法
で
あ
る
。

地
質
改
造
法

こ
の
方
法
は
、
ス
コ
リ
ア
の
凝
集
力
を
増
加
さ
せ
崩
壊
を
防
止
さ
せ
る
も
の
で
、
そ
の
た
め
に
は
珪
酸
ソ
ー
ダ
(
水
ガ
ラ
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ス
)
を
混
入
し
た
セ
メ
ン
ト
の
搬
布
な
ど
が
有
効
で

あ
る
。

谷
底
堆
積
法

こ
の
方
法
は
谷
底
に
テ
ト
ラ
ポ
ッ
ト
等
を
配
置
し
、
地
表
水
の
流
通
は
防
げ
な
い
で
、
か
つ
土
石
の
堆
積
を
促
進
さ
せ

る
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
豪
雨
等
の
た
め
に
テ
ト
ラ
ポ
ッ
ト
の
流
失
を
予
防
し
、

重
量
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
使
用
等
を
検
討
す
る
必
要
が

あ
る

。

以
上
の
ほ
か
に
も
種
々
の
崩
壊
防
止
の
手
法
を
考
案
し
、
可
能
な
も
の
か
ら
施
行
し
、
も
っ
て
富
士
山
を
で
き
る
か
ぎ
り
保
護
し
て
い

く
必
要
の
あ
る
こ
と
を
付
記
し
て
結
び
と
し
た
い
。

主
な
引

用、
参
考
文
献

田
敏
、
一
九
七
二
「
地
震
」
東
大
出
版
会

J
u
n

佐
美

龍
夫
、
一
九
七
四
「
地
震
と
情
報
」
岩
波
新
書

富
山

久
尚

編
、
一
九
六
六
「
気
象
災
害
」
共
立
出
版
社

甲
府

地
方

気
象
台

編
、
一
九
七
一
「
山
梨
県
の
気
象
」
‒―
気
象
七
五
年
報
̶
日
本
気
象
協
会
甲
府
支
部

一
九
七
五
～
一
九
八
一
「
山
梨
県
・
気
象
年
報
」 』
‒ ‒
日
本
気
象
協
会
甲
府
支
部

一
九
八
三
「
災
害
時
気
象
速
報
」
‒̶
災
害
時
自
然
現
象
報
告
書

一
九
八
三
年
第
一
号

山
梨

県
土

木
部

編
、
一
九
六
二
「
昭
和
三
十
四
年
土
木
災
害
記
録
集
」

山
梨
県
地
質
図
編
纂
委
員
会
、
一
九
七
〇
「
一
〇
万
分
の
一
山
梨
県
地
質
図
、

地
質
誌
」
山
梨
県

西
宮
克
彦
・
植
田
良
夫
、
一
九
七
六
「
山
梨
県
の
新
第
三
系
に
つ
い
て
」 ‒―

特
に
グ
リ
ー
ン
タ
フ
変
動
地
帯
に
お
け
る
層
序
と
地
質
年
代
学
的
研

究
‒ ‒
日
本
地
質
学
会
・
地
質
学
論
集
一
三
卷

西
宮

克
彦
・
石

田
高
、
一
九
六
七
「
富
士
山
大
沢
崩
れ
に
つ
い
て
」
山
梨
大
学
教
育
学
部
研
究
報
告
第
十
八
号
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彦
、
一
九
七
一
「
山
梨
の
文
化
財
(
国
指
定

編
)
」
・
山
梨

! 県
教
育
委
員
会

彦
、
一
九
七
五
「
富
士
山
」
小
峰
書
店

彦
、
一
九
八
五
「
上
九
一
色
村
の
地
形
と
地
質
・
気
象
編
」
・
上
九
一
色
村

(西
宮

克
彦
)
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